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巻頭図版1

北側調査区俯腋 (写真右下が北 下からA区 OB区 )
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巻頭図版3

C区全景 (写真左が北 )

D区全景 (左が北 )



ti
l             l＼



平田本郷遺跡は松本市の南部に位置し、JR篠ノ井線をはさんで平田東・平田西の一帯

に拡がる遺跡です。本遺跡は過去それぞれの開発に先立って3回の調査が行なわれ、今回

で4か所目の調査となります。

このたび当地に土地区画整理事業が計画されたため、松本市が松本市平田土地区画整

理組合から委託を受け、埋蔵文化財を記録する目的で緊急発掘調査を実施することとな

りました。

発掘調査は平成13年 5月 から平成14年 1月 にかけて行なわれました。長期間に渡る調査

となりましたが、関係の皆様の御尽力により無事終了することができました。発掘調査

の結果、古墳時代から中世にかけてのく様々な時代の生活跡を発見することができまし

た。これらは今後、地域の歴史を解明するうえで、大変役に立つ資料になることと思わ

れます。

しかしながら、発掘調査をして記録保存することは、遺跡を破壊しているという側面

があることも事実です。開発により私たちの生活が豊かになる一方、それにともない歴

史遺産が失われてしまうのは残念なことですが、発掘調査により当時の生活が明らかと

なり、私たちの郷土松本が歩んできた歴史が一つずつでも解き明かされることは大変貴

重なことだと思います。

最後になりましたが、厳しい暑さ寒さのなか発掘調査にご協力をいただいた参加者の

皆様、また調査に際して多大な御理解と御協力をいただいた松本市平田土地区画整理組

合の皆様、地元関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。

平成15年 3月

松本市教育委員会 教育長   竹 淵 公 章



例  言

1 本書は、平成13年 5月 9日 ～平成14年 1月 12日 にわたり実施された松本市平田東に所在する平田本郷

遺跡の緊急発掘報告書である。

2 本調査は、、平田土地区画整理事業に伴う緊急発掘調査であり、平田土地区画整理組合より松本市に委
託を受け、松本市教育委員会が発掘調査を実施し、本書の作成を行なったものである。

3 本書の執筆は、以下のとおりである。

第 I章 :事務局  第Ⅱ章 I～ Ⅲ節・第Ⅲ章 :竹内靖長  第Ⅱ章Ⅳ節 1:菊池直哉

第Ⅱ章Ⅳ節 2:内堀 団  第Ⅱ章Ⅳ節 3:太田圭郁                 ‐

4 本書作成にあたっての作業分担は、以下のとおりである。

遺物洗浄 :百瀬二三子   遺物接合・復元 :五十嵐周子、洞沢文江
土器陶磁器実浪J・ 図版作成 :石合英子、久保田瑞恵、高林 詠、竹内直美、竹平悦子、松尾明恵、

八板千佳

金属器整理・実浪J・ トレース :内堀 団、洞沢文江、片山祐介
石器実測・トレース :赤羽裕幸、内堀 団、太田圭郁、河野清司、小山高志、福島 勝、堀 久士、

村山牧枝

遺構図整理・トレース :石合英子、久保田瑞恵、太田万喜子、中村慎吾

一覧表作成 :石合英子、内堀 団、太田圭郁、菊池直哉、塚原祐一、堀 久士

写真撮影 :(現場写真):菊池直哉、窪田瑞恵、竹内靖長、田多井用章、堀 久士、中村慎吾
(遺物写真):宮嶋洋一      (航 空写真):lalみ すず総合コンサルタント

編 集 :竹内靖長
5 本書で使用した遺構の略号は、以下のとおりである。

第○号住居址→○住  第○号掘立柱建物址→○建  第○号土坑→土○  第○号ピット→PO

6 図中で用いた方位記号は、すべて真北方向を指している。
7 本調査および報告書作成にあたり、以下の方々からご協力・ご教示を得た。記して謝意を表する。
太田守夫、原 明芳、樋口昇一

8 遺構・遺物の記述で用いた古代・中世の時期区分や分類・用語などの多くは下記の文献を参照している。

(財)長野県埋蔵文化財センター 1990『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4-松本市内1-総論編』

9 遺構図中の土層名は記号化している。各記号の内容は以下のとおりである。

表記法 土色 (混入物・量) 混入物質 a少量 b中量 c多量
土 色
1褐 色  2暗 褐色  3黒 褐色  4明 褐色  5赤 褐色  6黄 褐色  7茶 褐色  8灰 褐色
9橙褐色  10灰 色  11暗灰色  12黒灰色  13赤灰色  14黄灰色  15青灰色  16黄 色
17暗黄褐色 18暗茶褐色 19黒 色  20焼 ±  21砂    22砂  礫  23緑灰色  24暗灰褐色
25淡灰褐色

混入物

A小礫  Btt C焼 土粒  D焼土塊  E炭化材  F炭化物塊  G炭化材  H黄色土粒 I黄褐色土粒
」橙褐色土粒  K茶 褐色土粒  L黄色土塊  M黄褐色土塊  N橙 褐色土塊 0茶褐色土塊 P砂粒

Q黒色土粒  R黒 色土塊  S暗褐色土粒  T暗褐色土塊  U灰 色土粒  V灰 色土塊 W赤褐色土塊
X赤褐色土塊  Y鉄 分
10 本調査で出土した遺物及び調査の記録類は、松本市教育委員会が保管し、松本市立考古博物館

(〒 390‐0823 長野県松本市中山3738‐ l TEL0263-86-4710 FAX 0263-86‐ 9189)に 収蔵されている。
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節 調査に至る経緯

松本市平田東 2丁目一帯に、松本市平田土地区画整理組合によって土地区画整理事業が計画された。この

場所には、周知の埋蔵文化財包蔵地である平田本郷遺跡があり、過去 3回の発掘調査が行なわれ、多数の遺

構遺物が発見されている。そこで、松本市教育委員会では同組合の協力を得て平成12年 12月 7日 から平成

13年 1月 15日 にわたって事業地全体の試掘調査を実施した。その結果、平安時代の遺構遺物が確認され、

同事業予定地の大部分が平田本郷遺跡の範囲であることが明らかとなった。同組合と市教育委員会で事業予

定地内の埋蔵文化財について保護協議した結果、事業に先立って緊急発掘調査を実施し記録保存を図ること

となうた。

発掘調査の実施にあたっては、同組合から松本市が委託を受け、松本市教育委員会が発掘調査、整理作業

及び調査報告書の刊行等の業務を行なうこととし、平成13年 4月 23日 付で委託契約を締結、 5月 9日 に発掘

調査を開始した。本調査は発掘面積が広大である上、遺構密度が高い大集落であったため、長期間の調査と

なったが、平成14年 1月 12日 をもって現場作業を終了した。なお、事業地内に渋滞対策道路が計画されてい

たため、今回合わせて調査した。

整理作業及び調査報告書の刊行については、平成14年11月 5日 付で前年度と同様に委託契約を締結し、平

成15年 3月 20日 をもってすべての業務を終了した。

節 調査体制

調 査 団 長

調査担当者

調 査 員
協 力 者

事 務 局

:竹淵公章 (松本市教育長 )

:竹内靖長、田多井用章、堀 久士、菊池直哉、中村慎吾、窪田瑞恵
:今村 克、太田守夫、松尾明恵、森 義直
:浅輪敬二、荒井留美子、荒木 稔、飯島由次、五十嵐周子、石合英子、今井太成、

臼井秀明、内沢紀代子、大月八十喜、上條道代、神田栄次、北野智之、久保田瑞恵、

小松正子、下条ちか子、鈴木幸子、鷲見昇司、高橋昭雄、高橋登喜男、高林 詠、

竹内直美、竹平悦子、手塚富康、寺島 実、中上昇一、中原あゆみ、中村安雄、中山自子、

廣田早和子、布野行雄、布野和嘉夫、布山 洋、洞沢文江、
'松
山あずさ、丸山恵子、

道浦久美子、村山牧枝、甕 國成、百瀬二三子、百瀬二三子、百瀬義友、八板千佳、

横山 清、米山禎興
:松本市教育委員会教育部文化課

有賀一誠 (課長 )、 熊谷康治 (課長補佐 )、 松井敬治 (課長補佐、～平成14年 3月 )、

田口博敏 (課長補佐、平成14年 4月 ～)、 直井雅尚 (主査 )、 武井義正 (主任 )、

久保田剛 (主任 )、 渡邊陽子 (嘱託)、 塚原祐一 (嘱託 )
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I節 調査の概要

松本市南部の平田地区に所在する平田本郷遺跡は、奈良井川と田川に挟まれた河岸段丘上に立地する遺跡

である。調査地は、遺跡範囲内の東端にあたり、調査前は水田と畑地として利用されていた。今回、松本市

平田東 1丁 目12番地ほかに平田土地区画整理事業および市道造成工事が計画されたため、事業対象用地に試

掘調査を実施 し、遺構・遺物が発見された箇所を中心に 5地区 (A～ E区)の調査区を設定した。各地区の

調査面積は、A区 :415m2、 B区 :621m2、 c区 :604m2、 D区 :3,327m2、 E区 1,407m2で 、総計6,374m2で ぁ

る。調査では、A・ B区 とCODOE区 の 2ブロックに分けて共通の 3mグ リッドで覆い、遺構の沢J量作業
を実施 した。調査区の基準国土座標値は、A・ B区の座標原点 (NSO,EWO)は 、X=21271.5990
Y=-47951.758、 CODOE区 は、X=21035.0000Y=-48034.000である。現場の測量図は、基準座標を
基本に 1/20で作成した。

発掘調査は、まず大型建設用機械を使用し、遺構面までの耕作土と基盤土を除去した。次に、人力により

遺構の検出作業を実施し、遺構の範囲を特定した。範囲の特定が困難な遺構については、 トレンチを設定し
土層断面の観察も併用して遺構の検出を行なった。遺構検出作業が終了し、特定できたものから番号を付し、

掘り下げを行なった。遺構の覆土の状況、遺物・礫の出土状況、住居址の形態・施設などの記録は、写真と

実沢J図により行なった。最後に、ラジコンヘリコプターとセスナにより航空写真を撮影した後、表土の埋め

戻しを行い、調査を終了した。

摯即 調査成果

調 査 期 間

調 査 面 積

:平成13年 5月 9日 ～平成14年 1月 12日

:4次調査 (区画整理事業地部分):5,274m2

5次調査 (渋滞対策道路部分) :1,100m2(D地区内)

合計6,374m2

(調査地区別面積 :A区 415m2。 B区621m2。 c区604m2。 D区3,327m2。 E区 1,407m2)

:竪穴住居址  78軒 (古墳時代2軒 。平安時代76軒 )

竪穴状遺構  25基

掘立柱建物址  3棟

検 出 遺 構

土坑 344逃譲

ピット    534基

満・流路   21条
出 土 遺 物 :土器・陶磁器 :土師器、黒色土器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、白磁、青磁、古瀬戸

鉄器・鋼製品 :刀子、釘、鉄鏃、紡錘車、鎌、鈴、火打具、滓、鉤

石器・石製品 :カ マド構築材の礫片、砥石
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Ⅲ節 遺構

1 竪穴住居址

今回の調査では、85軒の竪穴住居址が発見された。住居址番号は、前回の 3次調査に引き続き122住から

273住 までの151軒分の番号を付 したが、これらの中で66軒 は欠番となったものである。欠番となった住居

址番号は、128住 0130住 0134住 0135住・143住 0151住 0156住 0157住・164住 0166住 0172住 0177～ 182

住 0186住 ～188住 0190～ 199住 ・201住・209住・210住・212住 0215住・216住・219住 0221住～224住・

227～232住 ・234～235住・237～249住 ・257～265住 `270住である。これらは、遺構覆土が地山と近似して

おり、検出時には遺構と判断したものの、非常に浅く遺物の出土も見られなかったものである。発見され

た住居址は、出土遺物と遺構の重複関係から、古墳時代前期のものが 3軒 (A区 147住 0149住 0150住)で、

他がすべて平安時代に帰属するものと考えられる。以下、各調査区のなかで主要な住居址について記述す

る。                            ｀

<古墳時代の住居址>(文中の住居址規模は、長軸×短軸×深さで、単位はcm)

第150号住居址 (第 8図 )

地区 :A地区南端  重複関係 :本址南側の大部分が調査区外に延びる。  平面形 :全形が不明であ

るため、判然としない。  規模 :360× 72× 16  床面積 :(2.Om2) 主軸方向 :不明  壁 :ほぼ直

に立ち上がる。壁残存高は、10～ 16cmと 浅い。  床面 :灰色砂質土の地山面で、貼床はみ られない。
ピット:東半部に 2基確認されている。いずれも掘り込みは浅い。  覆土の状況 :2層 に分けられる。
砂質の灰色土で、礫の混入はみられない。  遺物出土状況 :出土量は少ないが、古墳時代前期の土器が

出土している。

<平安時代の住居址>

第124号住居址 (第 9図 )

地区 :B地区北部中央  重複関係 :1230136住を切る。±74075、 P708に切られる。  平面形 :隅

丸長方形  規模 :448× 436×36  床面積 :15.2m2  主軸方向 :N-80° ―E  壁 :東・西・北壁
は、ほぼ直に立ち上がるが、南壁はなだらかに立ち上がる。壁高は、20～36cmを測る。  床面 :堅 くし

まっている。 ピット:中央やや東寄りにP10P2が 発見されている。 カマ ド :北東隅に石組みカマ

ド。両側の袖石が残存しており、火床には焼土がみられる。 覆土の状況 :覆土は 5層みられる。第Ⅱ層

では、礫が多量に混入している。第Ⅲ層では、炭化物と焼土が多量に混入している。  遺物出土状況 :

全体的に出土量は少ない。主としてカマド周辺から土師器杯・甕、灰釉陶器椀が出土している。

第138号住居址 (第 9図 )

地区 :B地区南側西端  重複関係 :142住・±92を切るb 平面形 :隅丸方形 規模 :(416)× 410×

40 床面積 :(13.8m2)主軸方向 :N-76° 一E 壁 :壁高40cmを浪Jり 、ほぼ直に立ち上がる。  床

面 :灰色土の床面で、あまり堅くない。 ピット:ピ ットは検出されなかった。 カマ ド :石組粘土カマ

ド、北東隅。両袖石と天丼石が残存している。 覆土の状況 :2層みられる。両層とも小礫が混入する暗

褐色土で、下層の方が礫が多い。遺物出土状況 :北東部のカマ ド周辺から南西部にかけて遺物が広がる。

カマ ドの北側脇から緑釉椀が出土。北西部覆土より白磁碗片が出土。

第140号住居址 (第 10図 )

地区 :B地区南側東端  重複関係 :139住を切り、清25に切られる。住居址東端は、調査区域外に延び

る。  平面形 :隅丸方形  規模 :448× (420)× 52  床面積 :(15.5m2) 主軸方向 :N-16° 一W

壁 :ほぼ直に立ち上がる。壁残存高は、40～ 52cmを浪Jる 。  床面 :全面にわたって堅くしまっている。

ピット:発見されていない。  カマ ド :北壁西端に石組みカマ ドが見られる。袖石の一部が残存 してい
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る。火床には焼土が顕著にみられる。 覆土の状況 :カ マ ド部以外の覆土は、大きく3層みられる。下層

ほど礫が多量に混入している。また、Ⅱ・Ⅲ層には炭化物が多量に混入している。  遺物出土状況 :全

体的に遺物は多く、実浪J点数は35点 を数える。特殊品としては、灰釉陶器の転用硯が 4点みられる。この

ほか、金属製品の釘・刀子・鉄滓なども出土している。

第152号住居址 (第 11図 )

地区 :C地区南側西端  重複関係 :他遺構との切り合い関係はなし。遺構西半部は、区域外に延びる。

平面形 :全形は不明  規模 :468× (280)× 40  床面積 :(9.7m2)主 軸方向 :N-88° 一 E

壁 :ほぼ直に立ち上がる。壁高は、30～ 40cmを浪Jる 。 床面 :床面南端と東端以外には、貼床がみられる。
ピット:カ マ ド南脇にピット2基あり。  カマ ド :東壁北端に石組カマ ドあり。両袖石が残存 している。

左袖の最奥の袖石は抜き取 られており、抜き取 り痕のピットがみられる。火床部には焼土がみられ、周辺

には炭が広がっている。  覆土の状況 :6層 に分けられる。各層には共通して、焼土粒や炭粒が混入し

ている。礫は、ほとんど混入していない。  遺物出土状況 :主としてカマド周辺から出土。

第155号住居址 (第 11図 )

地区 :C地区南側西端  重複関係 :± 175に切 られる。本址西半部は区域外に延びる。  平面形 :区

域外に延びるため、全形は不明。  規模 :496× (216)× 50  床面積 :(8.5m2)主軸方向 :N一

95° 一E  壁 :直に立ち上がる。壁残存高は、50～ 60cmである。  床面 :中央部から北側には貼床が

みられる。南端部は緩やかに立ち上がり、小礫が露出している。 ピット:P10P4の 2基は、主柱穴と考

えられる。カマド南側には、 P2° P3が ある。 カマ ド :東壁ゴL隅に石組カマ ドがある。袖石は散舌Lしてお

り、原位置に残る構築材はない。火床部には、焼土が明瞭にみられる。その前面には、炭が広がる。

覆土の状況 :3層に分かれる。覆土中には、炭化物が混入している。上層には、小礫が混入している。 遺

物出土状況 :遺物は、カマ ド周辺および中央付近から主として出土した。

第158号住居址 (第 11図 )

地区 :D地区北端中央  重複関係 :P214に 切られる。  平面形 :隅丸方形  規模 :500× 500× 40

床面積 :20。8m2  主軸方向 :N-90° 丁E  壁 :東・西壁は、やや斜めに立ち上がる。残存高は、

40cmである。 床面 :貼床はみられない。灰色砂質土の地山面を床面として捉えた。  ピット:ピ ット

は発見されなかった。  カマ ド :北東隅に石組カマ ド。袖石が残存している。  覆土の状況 :9層に

分けられる。覆土中には、礫が多量に混入している。  遺物出土状況 :全体的に出土量は少ないが、緑

釉陶器椀が出土している。

第159号住居址 (第 12図 )

地区 :D地区北端東寄り  重複関係 :遺構の重複関係はみられない。 平面形 :隅丸方形  規模 :

408× 388× 40  床面積 :12m2  主軸方向 :N-15° 一W  壁 :やや斜めに立ち上がる。残存壁高は、

30～ 40cmを測る。  床面 :灰色土と小礫が露出するやや堅い面である。  ピット:ピ ットは発見され

なかった。  カマ ド :北東隅に石組カマ ドがある。両袖石と天丼石が残存 している。火床には、焼土が

みられる。  覆土の状況 :12層に分けられる。カマ ド部分の土層を除くと、主な覆土は 5層である。す
べての覆土に礫が多量に混入している。  遺物出土状況 :カ マ ド付近を中心に、土器・陶磁器、金属製

品 (鎌)が出土している。

第171号住居址 (第 13図 )

地区 :D地区中央西端  重複関係 :遺構の重複関係は認められないが、本址の西側大部分が区域外に

かかる。 平面形 :全形が判然としないため、不明である。  規模 :410× (180)× 56  床面積 :

(5.Om2) 主軸方向 :不明  壁 :直に立ち上がる。壁残存高は、44～ 56cmを沢Jる 。  床面 :小礫が

露出する灰色土で、あまり堅くない。  ピット:P10P2の 2基みられる。Plの掘り込み内の覆土申には、
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小礫が混入している。  カマ ド :北東隅にわずかな焼土痕が確認できるが、袖石や火床の掘 り込みなど

はみられない。  覆土の状況 :3層に分けられる。壁際を除き、多量の礫が混入している。  遺物出

土状況 :北東隅に出土が集中している。東壁際からは、緑釉陶器輪花椀が出土した。

第183号住居址 (第 14図 )

地区 :D地区中央  重複関係 :185住 ・竪220P3010P415を切る。184住 ・竪14に切られる。  平

面形 :隅丸長方形  規模 :780× 656× 40  床面積 :41.5m2  主軸方向 :N-90° 一E  壁 :ほぼ直

に立ち上がる。残存高は、34～ 40cmを浪Jる 。  床面 :小礫が露出する灰色土の床面である。  ピッ

ト:6基みられる。すべて柱穴と考えられる。  カマ ド :石組カマ ドが北東隅に位置する。両袖石と天

井石が残存 している。わずかに火床に焼土がみられる。  覆土の状況 :6層に分けられる。上層から下

層まで礫が多量に混入している。  遺物出土状況 :カ マド周辺および北壁際に遺物が集中する。

第218号住居址 (第 16017図 )

地区 :D地区南西隅  重複関係 :233住 を切る。竪180P4050溝28に切 られる。  平面形 :隅丸長

方形  規模 :632× 504×40  床面積 :27。6m2  主軸方向 :N-90° ―E  壁 :ほぼ直に立ち上が

る。東・南・北壁は30～ 40cmを浪Jる が、西壁は上部を満28に切 られており、残存高は 6～20cmで ある。

床面 :灰色土で、非常に堅い。  ピット:9基発見されている。 P4° P9内には、礫が多量に混入してい

る。  カマ ド :北東隅に、石組カマ ドが検出されている。両袖石と天丼石が残存 している。底面には焼

土が顕著にみられる。  覆土の状況 :9層確認されている。カマ ド以外の I～ Ⅳ層が住居址の基本的な

覆土である。 I～ Ⅲ層中には、多量の炭粒が混入している。  遺物出土状況 :北東隅のカマ ド付近から

東壁際、および南壁際に遺物がみられる。カマ ド周辺には、構築材と考えられる石材が集中してみられる。

金属製品は、釘・鉄鏃・鉄滓が出土した。

第236号住居址 (第 17図 )

地区 :D地区南西隅  重複関係 :南西隅を±283に切 られる。  平面形 :隅丸長方形  規模 :

412× 388×40  床面積 :13.3m2  主軸方向 :N-88° 一W  壁 :やや斜めに立ち上がる。残存高は、

30～40cmを測る。  床面 :小礫の露出する灰色土で、やや堅い。  ピット:住居中央部に 3基確認さ

れている。  カマ ド :北西隅に石組カマ ドが検出されている。両袖石と、天丼石が残存 している。石組

みされた煙道が、住居外に lm延びている。火床および煙道部分には、あまり焼土がみられない。  覆

土の状況 :9層確認されている。下層には礫が多量に混入している。  遺物出土状況 :全域に礫が散乱

し、南半部の一部に焼土がみられる。

第250号住居址 (第 18図 )

地区 :D地区南端東寄り  重複関係 :± 305、 P43004500451・ 452・ 453に切られる。  平面形 :隅丸

方形  規模 :408× 400× 44  床面積 :12.3m2  主軸方向 :N-90° 一E  壁 :やや斜めに立ち上が

る。残存高は、30～ 44cmを測る。  床面 :壁際以外は貼床がみられ、全面にわたって堅い。  ピッ

ト:中央やや西寄りに 3基みられる。  カマ ド :東壁北寄りに石組カマ ドがみられる。袖石の一部が残

存 しているが、カマ ド周辺には構築材と考えられる石材が散乱している。  覆土の状況 :3層 に分けら

れる。第Ⅱ層には、炭が多量に混入していた。  遺物出土状況 :北半部を中心に、覆土中層から下層に

かけて礫・土器類が出土 している。西壁際中央部の覆土第Ⅱ層より、緑釉陶器椀 1点が出土した。金属製

品は、鎌・刀子が出土した。

第268号住居址 (第20図 )

地区 :D地区南側東寄り  重複関係 :269住 に切られる。  平面形 :隅丸長方形  規模 :(648)×

552× 40  床面積 :(32.9m2) 主軸方向 :N-94° 一E  壁 :ほぼ直に立ち上がる。西壁は、溝40

に上部を切られているため、23cmしか残存していないが、北・南壁は残存高40cmを測る。  床面 :灰色
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の堅い床が確認された。  ピット・カマ ド :発見されなかった。  覆土の状況 :3層確認できた。炭
が多量に混入する。  遺物出土状況 :出土遺物の中に、黒色土器皿 A、 穿孔のある土師器杯、緑釉陶器

椀などの特殊品がみられる。

第269号住居址 (第 20図 )

地区 :D地区南側東寄 り  重複関係 :268住 を切る。  平面形 :隅丸長方形  規模 :(704)×

480× 44  床面積 :29.5m2  主軸方向 :N-90° 一E  壁 :西壁は溝40に切られているため、わずか

な壁の立ち上がりを確認しただけであるが、東・南・北壁は緩やかに立ち上がり、残存高30～ 44cmを測る。

床面 :住居中央部付近を中心に、貼床がみられる。非常に堅緻な床で、淡黄灰色粘土を貼って叩きじめら

れている。部分的に 3面の床を確認 しており、各床面に焼土面やピットを確認している。下層の第 203

床面で確認したピットは、人為的に埋められ、その上に床が貼られていた。  ピット:第 1床面では26

基、第 2床面では 7基、第3床面では 5基確認されている。第1床面で発見されたピットのうち、北西部分

のピット群には、すべて被熱痕が顕著に見られ、ピット内から鉄滓・輔羽口・粘土塊が出土 した。第 2床

面のビットは、第 1床面をはがして検出できたものである。これらにも、被熱痕が確認され、覆土には焼

土・炭が多量に混入していた。第 3床面で確認されたピットも、第 2床面と同様に、床面をはがして検出

されたものである。このうちP4は、掘り込み内に明瞭に被熱痕が確認できた。各ピットの覆土には、第 2

床面のピットと同様に炭・焼土が多量に混入していた。  カマ ド :東壁やや北寄りに、石組カマ ドが発

見された。両袖石の一部が残存 しているものの、天丼石等は遺存 していない。カマ ド周辺の覆土中には、

カマ ド構築材と考えられる石材が散乱していた。  覆土の状況 :13層 に分けられる。覆土中には炭が多
量に混入しているが、特にⅣ・Ⅸ層には多量にみられた。また、中央部を中心に礫が出土している。これ

らは、人為的に投棄された可能性がある。  遺物 :実浪Jで きた土器は48点 ある。今回の調査で検出され
た遺構の中では、最も多量の遺物が出土した。特殊品として、漆の付着した土師器椀が 2点、黒色土器IIllA

2点、緑釉陶器皿 2点・椀1点、輔羽口 3点などが出土している。金属製品の出土も多く、釘、刀子、鉄鏃、

鉄滓などが出土した。  備考 :出土遺物で輔羽口、鉄滓などの出土が見られることや、被熱面および被
熱したピットが検出されている点から、本址は鍛冶と密接な関連があると考えられる。

2 掘立柱建物址
D区 とE区で各 1棟ずつ発見された。これらの帰属時期は判然としないが、柱穴から出土 したわずかな

出土遺物から、周辺に分布する平安時代後半の住居址群と同時期と考えられる。

第14号掘立柱建物址 (第23図 )

D地区南側西寄りに位置する。柱穴配列は、3間× 2間の総柱建物である。主軸はN-4° 一Wを指す。

柱間間隔は、桁行が232～276cm、 梁間196～ 256cmと 一定しない。柱穴は、すべて平面形が円形で、径32～

60cmの ものである。柱穴の深さは、10～ 56cmで ある。各柱穴の覆土には、小礫が混入している。出土遺物

はなかった。

第15号掘立柱建物址 (第23図 )

E地区北側中央付近に位置する。柱穴配列は、 2間× 2間の総柱建物である。主軸は、建 14と 同様に

N-4° 一Wを指す。柱間間隔は、桁行196～ 240cm、 梁間168～ 220cmで、均等には並ばない。柱穴規模も

小さいものが多く、径28～ 68cm、 深さ6γ 28cmで ある。出土遺物は、P499よ り土師器杯が出土している。

3 竪穴状遺構

今回の調査で竪穴状遺構としたものは、総計25軒 を数える。長辺 2mを越える土坑については、竪穴状

遺構として区別した。平面形は、長方形または方形を基調とするものが 9基、円形または楕円形を基調と

するもの 6基、不明10基である。遺構底面までの深さは概 して浅く、30cmに も満たないものが多いが、竪

19と竪44は 40cm以上の深 さが確認される。遺物が出土するものは少ないが、竪 14・ 39040は 多量の礫、
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竪16・ 19022037044か らは土器・陶器がまとまって出土 した。以下、主な竪穴状遺構について記述する。

第16号竪穴状遺構 (第22図 )

D地区南側西端に位置する。本址西側は調査区外へ延びている。平面形は楕円形 を呈 し、規模は、

288cm× (220)cm× 17cmを測る。壁は斜めに立ち上がり、貼床などもみられない。遺構底面には、ピット

が 2基検出されている。出土遺物は、黒色土器A椀、土師器杯、緑釉陶器段皿、鉄滓など出土している。

第22号竪穴状遺構 (第22図 )

D地区に中央付近に、185住 を切 り、183住 に切 られて検出された。壁はほぼ直に立ち上がり、残存高は

25～ 30cmを浪Jる 。覆土は 3層に分けられ、遺物を多量に合んでいる。底面には、ピットが 1基発見された。

出土遺物は、灰釉陶器椀、土師器杯・椀・盤がみられる。

第37号竪穴状遺構 (第23図 )

D地区南東隅に位置する。平面形は楕円形を呈 し、規模は348cm×260cm× 12cmを浪Iる 。底面までは

12cmと 浅いが、覆土は 2層に分けられ炭が混入する。遺物は、灰釉陶器椀 3点、黒色土器 A椀 1点が出土

した。

4 土坑・ピット

今回の調査で発見された土坑およびピットは、総計878基 (土坑344、 ピット534)を数える。これらは各

地区に分散 し、調査区全域にわたり広がっている。A区では分布は疎らで、主に住居址付近に土坑11基、

ピット4基が検出されている。遺物の出土した土坑・ピットは皆無である。B区では、調査区南西隅にピ

ット・土坑群がみられる。しかし、全体的に遺構の掘 り込みが浅く、柱痕が確認できるものもないため、

建物址を構成する柱穴となるかは不明である。C区では分布に偏 りがみられ、調査区南端部・北端部・中

央部に群として捉えられる部分がみられる。最も集中している南端部では、掘 り込みが深 く、柱痕が観察

できるものがあることから、建物址の柱穴となる可能性がある。しかし、明確な建物址プランとしては把

握できない。 D区では、調査区中央東半部と南西部を中心に分布 している。このうち、中央部やや東寄り

に位置する±226は、壁面および底面が被熱しており、出土遺物が多い。図化できた土器は、土師器杯・椀

が8点ある。E区では、流路以外の箇所に散在している。以下、主な土坑について記述する。

第74075号土坑 (第24図 )

B区北側中央付近に位置する。この 2基は切り合っており、±74が±75を切っている。この2基とも覆土

中に小礫が多量に混入する。遺物は、±74よ り青磁小片が出土 したのみである。この 2基は、中世に帰属

するものと考えられる。

第226号土坑 (第24図 )

D区中央東寄りに位置する。平面形は、隅丸長方形を呈し、規模は長軸180cm×短軸128cm× 深さ20cmを

浪Jる 。底面は、ほぼ平坦であるが、南端部にはテラス状の段がみられる。北側の底面は、被熱痕がみられ、

焼土が確認できる。遺物は、本址北半部に集中し、出土量も多い。

5 溝址・流路 (第24025図 )

今回の調査では、満あるいは流路としたものが21条確認されている。これらのほとんどが自然流路の可

能性が高いが、溝27028029030032は 水性の堆積が確認できず、人工的に掘り込まれた可能性もある。

これらは、掘り込まれた断面形状がV字形を呈し、ほぼ平行して延びている。各満からは、土師器・灰釉

陶器などの遺物が出土している。特殊品としては、満29か ら土錘が出土した。
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Ⅲ節 遺物

1 土器・陶磁器・土製品 (第 4表、図版26～ 35、 写真図版13～ 18)

① 概要
今回出土した土器・陶磁器・土製品の総重量は、約142kgである。大半が竪穴住居址を中心とした遺構内

から出土した。

種別は、土師器、須恵器、黒色土器 A、 黒色土器 B、 灰釉陶器、緑釉陶器、白磁、古瀬戸、土製品に分

類した。

時期は複数の時期から構成される。A区の147住 と150住 と検出面からは、古墳時代前期の上器が出土し

た。B区とD区の遺構内からは平安時代前期の土器が少量出土した。B区の検出面からは、少数の中世の

陶器が出土した。上記以外のものは、平安時代後期の土器・陶磁器・土製品と見られる。

図化提示は残存状態の良いものを中心に重量で約60kg、 個体数で567点 を行った。種別の内訳は、土師器

325点、黒色土器 A・ B47点、須恵器6点、灰釉陶器167点、緑釉陶器9点、白磁6点、古瀬戸2点、土製品5点

である。

② 器種・器形
帰属する時期によって、器種・器形の分類が大きく異なるので以下では時期ごとに述べる。古代 (7C後

葉～12C前葉)の土器・陶磁器の器種・器形の分類は、基本的に文献 1に依拠する。

A 古墳時代の土器
土師器の甕、台付甕、壺とみられる個体が認められた。いずれも古墳時代の前期に属するとみられるが、

甕B(第 26図3)は文献1の 1～ 2期古墳時代の末(7C末)に属するとみられる。

B 平安時代前期の土器 0陶器

文献1で古代の5期～9期の土器を平安時代前期 (8C末～10C前葉)と した。

土師器の杯 C、 黒色土器 Aの杯A,鉢 A、 須恵器の杯 A・ 甕 A・ 鉢もしくは短頚壺が認められた。いず

れも遺構外か遺構内で、他時期の土器群とともに数点ずつ出土しており、一括資料として精緻な時期を判

別できる例はない。ほかに、個体数の少なさなどから精緻に時期を判別できず、8期～9期に属する可能性

を残す土器群があるが、いずれも積極的に前期に分類する根拠に乏しく後期の項目で述べた。

C 平安時代後期の土器・陶磁器・土製品

文献1で古代の10期～15期の土器・陶磁器・土製品を平安時代後期 (10C中葉～12C前葉)と した。

土師器の器種には、杯・皿・椀・盤・鉢・甕・甑・羽釜がみられる。黒色土器Aには椀が、黒色土器B

には椀・皿・盤がみられる。須恵器には甕がみられる。灰釉陶器には椀・皿・瓶類がみられる。緑釉陶器

には椀・皿がみられる。白磁には碗・皿がみられる。このうち主な器種・器形は以下で述べるとおりであ

る。

土師器杯  182点 を図化した。すべて高台を持たない杯Aであり、小形の杯 AⅡ と、中形の杯 AⅢ の2法

量がみられる。口径は杯 AⅡ が約8～ 12cm、 杯 AⅢ が15cm以上を測る。内外面にロクロナデの痕跡を明瞭

に残し、底面が確認できたものは全て回転糸切り痕が残る。

土師器皿  29点 を図化した。すべて高台を持たない皿 Aである。小形の皿 AⅡ と、中形の皿AIの 2法量

がみられる。口径は皿 AⅡ が10cm前後、皿AIは図化した3点中2点が15cm前後、1点がやや大きく19.Ocm

であった。内外面にロクロナデの痕跡を明瞭に残 し、底面が確認できたものは全て回転糸切り痕が残る。

口縁部内側にわずかな「面」を有し、沈線が施される。
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土師器椀  51点を図化した。大形の椀と小形の小椀の2法量が存在する。椀の寸法は口径約14～ 17cm、 底

径が5～ 7cmの範囲であり、小椀は口径が約9～ 12cm、 底径が約3～ 4cmである。内外面にロクロナデの痕跡

を明瞭に残し、底面が確認できたものは全て回転糸切り痕が残り、高台は全て貼り付けである。

土師器盤  40点を図化した。口径が20cmを超す大形の盤Aは確認されず、口径15cm前後の盤BIと 口径

9～ 1lcmの盤 BⅡ の2法量がみられた。内外面にロクロナデの痕跡を明瞭に残し、底面には回転糸切り痕が

残り、高台は貼り付けである。

土師器鉢  2点を図化した。第28図155は文献2に指摘された杯Aに相似で大形の個体であり、第27図99は

「洗面器形」の個体である。第28図 155は内外面ロタロナデの後に外面の一部にヘラ削りが施されている。

第27図99は工具ナデと指おさえによる器面調整が行われており、形態・法量は1次調査で出土した鉄製の鉢

(文献3:第82図89)に似る。

土師器甕  6点を図化した。いずれも小型甕Dと みられる。

土師器甑  2点 を図化した。1点は全形を復元できた甑Dであり、もう一点は下端のみで器形にも疑間は

あるが調整は工具ナデと手持ちヘラ削りであり甑Dの特徴を示している。

土師器羽釜  8点 を図化した。わずかに胴張りの深鉢に鍔が付される形態を呈する。器面調整にはハケメ

やナデが用いられている。

黒色土器 A椀  31点 を図化した。成形・調整・形態の特徴は土師器椀に準じ、内面にミガキと黒色処理

が施される。

黒色土器 B椀  9点を図化した。成形・調整・形態の特徴は土師器椀に準じ、内外面にミガキと黒色処理

カミ施される。

黒色土器 B皿  3点を図化した。成形・調整・形態の特徴は土師器の皿Aに準じる。内面のみにミガキが

施され、内外面に黒色処理が施される。文献1に は記載がない器種であり、本遺跡の I～ Ⅲ次調査および同

時期の周辺遺跡の調査でも類例が見られず留意が必要であろう。

灰釉陶器椀  124点を図化した。法量は口径で9～ 18cmと 幅があり、およそ1lcm未満と13cm以上の2法量

に分化するとみられるが、中間的なものもみられ、差異は不明瞭であった。内外面にロクロナデを施し、

一部のものは腰部から底部に回転ヘラ削りを施し、施釉が確認できたものはすべて漬け推卜け施釉であった。

大部分は虎渓山1号窯式もしくは丸石2号窯式の形態的な特徴を示しているが、第29図 180018101820183

は大原2号窯式に属するとみられる。内面見込みと高台に墨痕や朱墨痕の残る個体がしばしばみられる。

灰釉陶器皿類  34点 を図化した。内外にロクロナデ、一部のものは外面に回転ヘラ削りを施し、施釉を

確認できたものは全て漬け推卜けであり、虎渓山1号窯式か丸石2号窯式の特徴を示している。段皿が最も多

く28点であり、皿が4点、輪花皿と輪花段皿が各1点である。椀同様に墨痕がみられる。

灰釉陶器瓶類  9点を図化した。全形を復元できたものはないが、7点が広口瓶であるとみられ、小瓶と

手付瓶とみられる個体が1点ずつあった。

緑釉陶器  9点を図化した。内訳は椀が5点、輪花椀が1点、皿が2点、段皿が1点である。素地は概ね黄灰

色か灰白色に類する色調で軟質である。釉は暗緑色系統であり、濃緑色の粒斑(いわゆるゴマ)がみられる個

体が多い。また概して表面の摩滅が著しい。

白磁  6点を図化した。内訳は碗が5点、段皿が1点である。全形を復元できた個体はなく、いずれも小片

である。碗で口縁を確認できた4点は玉縁か端反りのいずれかであった。

土製品  5点を図化した。内訳は4点が輔の羽口であり、1点が土錘である。輔の羽回は溶滓が付着する。
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D 中世の陶磁器

古瀬戸系の灰釉平碗と小形瓶子を各 1点ずつ図化した。いずれもB区で遺構外から出土した。2点 とも

15C前半のものと推定される。

③ 土器群
図化した土器・陶磁器群の中では土師器の杯および灰釉陶器の椀が5割以上を占め、これは遺構ごとの一

括資料として論じた場合にも同様といえる。一方で出土量の少ない器種では図化できず点数として計上さ

れない例が少なくなく、多くの土器群では一括資料と捉えても器種構成の全様を示すのが困難である。

最も図化点数の多い269号住居址出土土器群では、土師器で杯・椀、盤 B、 黒色土器で椀・皿、須恵器で

甕、灰釉陶器で椀・皿・小瓶、緑釉陶器で椀 0皿 と比較的多様な器種を確認できたが、未図化資料を含め

煮炊具は確認できなかった。器種の構成と個体ごとの整形・調整・形態の特徴は概ね平安時代後期の特徴

を示しているものの、文献1での連続する複数の時期から構成されており、また遺構も複数の床面が確認さ

れている。

④ 編年的な位置
以上の土器・陶磁器・土製品で平安時代後期に分類した土器(陶磁器)群は概ね文献2の 「平田本郷Ⅲ出土

土器第3群前半・後半」(1l C後半～12C)に相同するとみられる。古墳時代の土器群は同1群とは合致せず、

平安時代前半の土器は土器群として扱うことができなかった。これらの編年的な相違は地理的な差異に関

係するとみられ本遺跡調査の今後の課題といえる。
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第4表 土器・陶磁器 0土製品観察表

No。 区 出土地点 実測番号 種別 器種
残存度 法量 (cm)

整形・調整 0形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

A 147住 147住-01 土 台付甕 一部残 (9。① 内外ハケメ

A 150住 150住-01 土 甕or杯 ル九 内面ミガキ、外面ミガキ・下端ケズリ、底面ナデか

A 150住 150生ヒー02 土 甕or壺 凸万 6.4 内外工具ナデ、底面ナデか

A 150住 150住-03 土 壺 3/4 10.5 内外ミガキ後朱塗り

A 検出面 メdttt‐ 02 土 甕 (6.の 内面ハケメ、外面ハケメ後工具ナデ、底面木葉圧痕

A 145住 14541-01 土 租

“

。の ロクロナデ、回転糸切り

A 145住 145tL¨ 02 白 椀か 内面ロクロナデ、削り出し高台

A 146住 1464L-01 灰 椀 (6。② ロクロナデ、回転糸切り、付高台、底面ヘラ記号か

A 148住 1484L-01 土 租 碁万 14.2 4.0 ロクロナデ、回転糸切り

A 検出面 川食-01 灰 椀 ロクロナデ

B 124住 124任 02 土 租 ロクロナデ、回転糸切り

B 124住 124住-01 灰 椀 5/8 5/8 5。 3 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

B 126住 126住 0̈3 土 椀 3/4 9.0 3.3 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

B 126住 126住-02 土 椀 一部欠 9。3 2.9 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

B 126住 126住-04 土 組 一部欠 0.D ロクロナデ、回転糸切り

B 126住 126住-01 土 羽釜 95。2) 内外ナデ、鍔部貼り付け後ナデ

B 127住 127生主̈04 土 IIllA ル万 9.8 ロクロナデ、回転糸切り、内面スス付着

B 127住 127住-05 土 権 ル万 浩万 4.4 ロクロナデ、回転糸切り

B 127住 127住-06 土 権 ル万 渉九 4.6 ロクロナデ、回転糸切り

B 127住 127住-07 土 盤Bか ロクロナデ
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No. 区 出土地点 実測番号 種別 器種
残存度 法量 (cm)

整形・調整・形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

B 127住 127住-02 瓢 椀 (17.2) ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理(黒ヌケ)

22 B 127住 127住 0̈8 土 租 1/5 1/3 (11.2) (5。① ロクロナデ、回転糸切り

B 127住 127住-03 土 椀 1/2 (17.の (7.0 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

24 B 127住 127住-01 土 小型甕D 1/3 13.0 8.6 12.0 内面工具ナデ、外面ナデ・下端工具ナデ、回転糸切り

25 B 129住 1294L‐ 02 黒A 椀 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切り、付高台

26 B 129住 1294L-01 灰 椀 1/3 (7.6) ロクロナデ、底面回ヘラケズリ、付高台、内面使用痕あり

27 B 132住 132住-02 黒 B 椀 3/4 6.5 ロクロナデ、内外ミガキ後黒色処理、底面回転ヘラケズリ、付高台

28 B 132住 132住-01 土 盤 B 7.6 内面ロクロナデ、付高台、内外スス付着

29 B 132住 132任 03 黒A 椀 (7.2) ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理(黒ヌケ)、 回転糸切り、付高台

30 B 132住 132住-04 灰 椀 (8。● ロクロナデ、外面腰部～底面回転ヘラケズリ、付高台

B 131住 131住-02 黒A 椀 5。8 内面ロクロナデ、内外ミガキ後黒色処理、底面回転ヘラケズリ、付高台

32 B 131住 131任 06 灰 段皿 碁万 11.5 5.6 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕

33 B 131住 131住-05 灰 皿 (12.0 7.4 ロクロナデ、底面回転ヘラケズリ、付高台、内面見込み重ね焼き痕

34 B 131住 131住-04 灰 皿 10.8 5。9 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕

B 131住 131住…03 灰 椀 7/8 14。2 7.6 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕

B 131住 131住-01 土 甕A 一部残 (22.の 内面ハケメ後一部工具ナデ、外面工具ナデ

B 133住 133任 02 土 稚 1/6 (10。→ ロクロナデ

B 133住 133住-01 土 粗 1/2 (9。 8) 3.8 ロクロナデ、回転糸切り

B 133住 133住-03 灰 段皿 1/12 (12.0 ロクロナデ

B 検出面 B検-05 須 租 一部残 (12.助 (5。① ロクロナデ、回転糸切り

B 136住 136住-01 土 IIllA 1/12 (14。① ロクロナデ

B 1374L 137住-01 土 租 1/6 (10.D (6.0 ロクロナデ、回転糸切り

B 138住 138住-01 土 稚 (13.5) 50 ロクロナデ、底部回転糸切り

B 138住 138住-02 土 粗 5/8 14.8 ロクロナデ、底部回転糸切り

B 138住 138住-05 土 椀 1/16 3/4 (15。→ 7.4 ロクロナデ、底部回転糸切り、付高台

46 B 138住 138住-04 土 椀 5.8 ロクロナデ、底部回転糸切り、付高台

47 B 138住 138住-03 土 杯C 一部残 (11.3) (7.① に 3)
内面ロクロナデ後ミガキ(暗文)、 外面ロクロナデ後下半ヘラ削り、底部回転

糸切り後一部削り、内面見込み部暗文、甲斐型杯

48 B 138住 138住-06 灰 椀 3/8 7.4 内面ロクロナデ、底部回転ヘラ削り、付高台、内面見込み使用痕

49 B 138住 138住 0̈7 灰 椀 一部残 3/4 (15。 7) 7.6 ロクロナデ、回転糸切り後ナデ、付高台、内面見込み使用痕

50 B 138住 138住-08 灰 椀 1/4 (16.5) (7.2) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕、内面スス付着

B 138住 138住-09 緑 椀 7/16 16.8 ロクロナデ、腰部ヘラ削り、回転糸切り、無釉、素地 :淡黄白色

52 B 138住 138住‐10 白 椀 1/12 (15。① ロクロナデ

B 139住 139住-04 黒B 椀 2/3 ほぼ完 9。7 5。 2 ロクロナデ、付高台、内外ミガキ(内面暗文)後黒色処理、底面ヘラ記号

54 B 139住 139住-02 瓢 椀 (6.2) ロクロナデ、内面ミガキ後ナデ、回転糸切り、付高台

B 139住 139住-03 瓢 椀 ロクロナデ、回転糸切り

56 B 139住 139住 0̈1 土 権 (14.8) ロクロナデ

57 B 139住 139住-09 灰 段皿 1/4 (12.1) (6。 3) ロクロナデ、回転糸切り

58 B 139住 139住 0̈7 灰 段皿 1/6 2/3 (12.1) (6。② ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込みスス付着

59 B 139住 139住-08 灰 段皿 ほぼ完 10.8 5。4 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

60 B 139住 139任 10 灰 椀 1/2 (8.0) ロクロナデ、底面回転ヘラケズリ、付高台、内面見込み重ね焼き痕

61 B 139住 139住-05 灰 椀 1/8 (15。 2) ロクロナデ、腰部より下半回転ヘラケズリ

62 B 139住 1394主…06 灰 椀 1/8 (14.6) ロクロナデ、付高台

63 B 140住 140任L-15 黒A 椀 (5。 41 ロクロナデ、内面ロクロナデ後磨き(暗文)後黒色処理、回転糸切り、付高台

64 B 140住 140住…08 瓢 椀 2/3 ほぼ完 9.7 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面ミガキ後黒色処理

65 B 140住 140住-09 黒A 椀 3/4 (10。 9) 5。 9 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面ミガキ後黒色処理、日縁タール付着

66 B 140住 140住-12 黒A 椀 1/4 ほぼ完 (13.1) ロクロナデ、回転糸切り後ナデ、付高台、内面ミガキ後黒色処理 (黒ヌケ)

67 B 140住 140住-33 土 櫂 一部残 碁万 (9。① ロクロナデ、回転糸切り

68 B 140住 140住-02 土 稚 2/3 1/4 2.5 ロクロナデ、回転糸切り、日縁スス付着

69 B 140住 140住-01 土 稚 (10.0 2.4 ロクロナデ、回転糸切り

70 B 140住 140住-03 土 粗 1/2 (10。つ 4.4 2.2 ロクロナデ、回転糸切り

71 B 140住 1404主-04 土 櫂 7/8 5/6 10.8 4。 7 2.4 ロクロナデ、回転糸切り、外面スス付着

72 B 140住 140住-10 黒B 椀 2/3 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内外ミガキ後黒色処理、底面ヘラ記号

73 B 140住 140住-11 黒B 椀 ほぼ完 9.5 3。7
ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内外ミガキ後黒色処理、

日縁・内面見込みタール付着

74 B 140住 1404主…14 黒A 椀 1/2 2/3 15。 3 6.3 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面ミガキ(暗文)後黒色処理

75 B 140住 140住‐13 黒A 椀 3/4 15。 5 6.3 5。 9 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面ミガキ後黒色処理 (一部黒ヌケ)

76 B 140生L 140住-05 土 租 10。 9 4.7 2.4 ロクロナデ、回転糸切り

77 B 140住 140住-06 土 櫂 1/12 ほぼ完 (12。 1) に。8) 4.0 ロクロナデ、回転糸切り

78 B 140住 140住‐07 土 椀 2/3 (12.1) 3.3 ロクロナデ、回転糸切り

79 B 140住 140住-35 土 租 (13.1) ロクロナデ
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No. 区 出土地点 実測番号 種別 器種
残存度 法量 (cIIl)

整形・調整・形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

B 140住 140住-25 灰 段皿 ほぼ完 着万
ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕 。使用痕・墨痕、

底面朱墨痕

B 140住 140住-29 灰 椀 1/3 (9。 3) ロクロナデ、底面静止糸切り、付高台、内面見込み使用痕

B 140住 140住…30 灰 椀 3/4 0。 3)

ロクロナデ、腰部～底面回転ヘラケズリ付高台、内面見込み重ね焼き痕、

使用痕

B 140住 140住-26 灰 椀 3/4 占九 15。 4 ロクロナデ、外面腰部～下端、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕

B 140住 140住…28 灰 椀 占九 (15.5) ロクロナデ、回転糸切り、付高台

B 140住 140住-21 灰 段皿 ほぼ完 占九
ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕、底面墨痕、

その上に朱墨痕

86 B 140住 140住…18 灰 段皿 ほぼ完 ほぼ完 11.2 2.5 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、底面薄く墨痕

87 B 140住 140住-31 灰 椀 3/5 (7.2) ロクロナデ、底面回転ヘラケズリ、付高台、内面見込み使用痕。墨付着

88 B 140住 140住-23 灰 段皿 碁万 (10.8) 2.1 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕

89 B 140住 140住‐20 灰 段皿 1/3 (10。 8) (6.0) ロクロナデ、回転糸切り、付高台

90 B 140住 140住-17 灰 段皿 ほぼ完 ル万 10。 7 2.0 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、日縁スス付着、内面見込み重ね焼き痕

B 140住 140住…16 灰 輪花椀 3/4 10。 9 2.0
ロクロナデ、底面回転ヘラケズリ、付高台、輪花4単位

内面見込み重ね焼き痕

92 B 140住 140住-19 灰 段皿 3/8 3/8 (12.2) (6.9) 2.7 ロクロナデ、底面に回転糸切り、付高台

93 B 140住 140住-22 灰 段皿 1/2 3/5 (12.3) (6.3) 2。7 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

94 B 140住 140住…24 灰 椀 ほぼ完 (15。 7) ロクロナデ、底面静止糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕・使用痕

95 B 140住 140住-27 灰 椀 2/3 ほぼ完 (15.3) 7.8 6.3
ロクロナデ、腰部回転ヘラケズリ、回転糸切り、付高台、

内面見込み重ね焼き痕

B 140住 140任 32 須 鉢or短頚壺 5/6 8.7 ロクロナデ、底面静止糸切り

B 140住 140住-34 土 羽釜 (18.0) 内面ハケ状工具ナデ、外面手持ちヘラケズリ、鍔部貼り付け後ナデ

B 141住 141住-01 灰 椀 1/2 14.6 6.2 6.2 ロクロナデ、底部回転糸切り、付高台

99 B 141住 141住-03 土 鉢か 1/2 1/4 20.0 (18.0 (9。 1) ロクロナデのち工具ナデ、内面一部指頭圧痕、日縁に注目

100 B 141住 141住-02 土 小型甕D 1/8 (19.2) 内面ロクロナデ後横ミガキ、外面ロクロナデ後ヘラ削り

B 墨蚤04 里番04-02 土 椀 1/4 5。8 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

102 B 墨番04 墨蚤04…01 白 椀 1/10 (14.0) ロクロナデ

103 B IL74 L74-01 土 粗 3/8 渉
万 ロクロナデ、回転糸切り、内面スス付着

104 B ±73 」L73-01 灰 椀 (5。① ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台、内面見込み使用痕

105 B ±157 IL157-01 灰 椀 一部残 (7.2) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕

106 B 溝21 溝21‐01 灰 段皿 1/10 10.6 ロクロナデ

107 B 溝21 溝21-02 灰 椀 6.0 ロクロナデ、外面回転ヘラ削り、付高台

108 B 溝25 溝25…01 黒A 椀 7/8 6。4 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理 (黒ヌケ)、 回転糸切り後ナデ、付高台

109 B 検出面 B彩こ‐04 土 租 1/6 (9。 2) (5。 2) ロクロナデ、回転糸切り、内外スス付着

110 B 検出面 B彩ヒー03 土 租 1/8 1/4 (10。 4) ←。の ロクロナデ、回転糸切り

C 152住 152住…10 土 権 5/6 11/12 (9。 3) (5。 2) ロクロナデ、回転糸切り

112 C 152住 152住-12 土 粗 3/8 1/3 (5。 2) (5.0) ロクロナデ、回転糸切り

C 152住 152住-07 土 租 1/3 1/3 (9.8) (5。 1) ロクロナデ、回転糸切り

114 C 152住 152住-14 土 椀 ほぼ完 5/6 10。 5 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

C 152住 152住-06 土 櫂 (9。 3) (5。 1) ロクロナデ、回転糸切り

116 C 152住 152住-11 土 租 5/6 11/12 10。 2 ロクロナデ、回転糸切り

117 C 152住 152住…19 土 杯か ロクロナデ、回転糸切り、内面タール付着

118 C 152住 152住-13 土 盤B ほぼ完 (10.6) (6.0) 3.2 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

119 C 152住 152住-09 土 稚 ほぼ完 (9。① ロクロナデ、回転糸切り

120 C 152住 152住-08 土 租 7/16 (8。 8) (5。の ロクロナデ、回転糸切り

121 C 152住 152住-18 土 椀 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

122 C 152住 152住-17 土 椀 ほぼ完 9.8 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

123 C 152住 152住-15 土 椀 1/3 5/6 (14。 7) 5。7 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み。底面スス付着

124 C 152住 152住-16 土 椀か 0。 8) ロクロナデ、付高台

125 C 152住 152住-20 瓢 椀 (7.9) ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切り、付高台、内面タール付着

126 C 152住 152住-01 灰 段皿 1/6 (12.1) ロクロナデ

127 C 152住 152住‐05 灰 椀 ほぼ完 7.5 ロクロナデ、回転糸切り後ナデ、付高台、内面見込み重ね焼き痕。使用痕

128 C 152住 152住-02 灰 椀 1/8 (16.0) ロクロナデ

129 C 152住 152住-03 灰 手付瓶が 一部残 (14.0) ロクロナデ、外面ヘラケズリ

C 152住 152住‐04 灰 椀 1/16 ほぼ完 (15.0 6。8
ロクロナデ、回転糸切り後ナデ、付高台、内面見込み重ね焼き痕 0薄く墨痕、

底面墨痕

C 152住 152住-21 土 甕か 3/4 15。 1 内面ナデ、外面板状工具ナデ、底面ナデ、底面に木葉痕、古墳時代

132 C 152住 152住-22 土 羽釜 97.3) 内外ナデ、外面胴部工具ナデ、腰部より下半ヘラケズリ、鍔部貼り付け後ナデ

133 C 152住 152住-23 土 羽釜 (28.6) 内外工具ナデ、腰部より下半ケズリ、鍔部貼り付け後工具ナデ

134 C 154住 154住-01 土 盤Bか 1/12 (6.1) ロクロナデ、回転糸切り、付高台
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No。 区 出土地点 実測番号 種別 器種
残存度 法量 (cm)

整形・調整・形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

135 C 155住 155住-10 土 盤Bか 1/8 (9.助 ロクロナデ

136 C 155住 155住-09 土 組 (9。 6) ロクロナデ

137 C 155住 155住‐11 土 盤B 1/8 (9.の ロクロナデ

138 C 155住 155住-07 土 椀 碁万 6.4 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

139 C 155住 1554L-08 土 盤B 1/16 10。 6 (6.2) ロクロナデ、回転糸切り、付高台

140 C 155住 155住-12 黒B 椀 ル万 (10。 0) ロクロナデ後ミガキ後黒色処理、回転糸切り、付高台、内外タール付着

141 C 155住 155住 -05 灰 段皿 1/3 (11。 1)
ロクロナデ

142 C 155住 155住 -04 灰 段皿 3/8 3/8 (12.6) (7.の ロクロナデ、底面回転ヘラケズリ、付高台、内面見込み重ね焼き痕

143 C 155住 155住-02 灰 椀 2/3 7.0 ロクロナデ、腰部から底面回転ヘラケズリ、付高台、内面見込み使用痕

144 C 155住 155住…03 灰 椀 (7.3) ロクロナデ、底面回転ヘラケズリ、付高台

145 C 155住 155住‐06 灰 椀 一部残 3/8 (15。 1) (7.2) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕

146 C 155住 155住-01 灰 椀 14.6 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

147 C 検出面 C検 -01 土 組 一部欠 ル万 ロクロナデ、回転糸切り

148 C 151住 151住-01 土 Jヽ型甕D (7.0 ロクロナデ、外面工具ナデ、回転糸切り

149 D 158住 158住-04 緑 椀 内外ミガキ、単位不明、素地 :暗褐色

150 D 158住 158住‐03 土 IlllA (9.6) ロクロナデ

D 158住 158住-02 土 椀 ル万 ロクロナデ、回転糸切り後ナデ、付高台

152 D 158住 158住-01 土 椀 1/12 一部欠 (14。① (5。 1) ロクロナデ、回転糸切り後ナデ、付高台

D 161住 161住-02 土 租 1/4 (8.1) (5。① ロクロナデ、回転糸切り

154 D 161住 161住-03 土 租 5/16 (8.7) に 8) ロクロナデ、回転糸切り

155 D 161住 161住-01 土 鉢か 9/16 27.1 16.3 内面ロクロナデ、外面上半ロクロナデ、下半ヘラ削り、底面ナデ

156 D 162住 162住-01 土 租 1/10 (8.5) (5。 2) 2.0 ロクロナデ、底面摩滅により不明

157 D 162住 162住-02 土 租 2/5 ほぼ完 (9。 1) 2.4 ロクロナデ、回転糸切り

158 D 162住 162住-03 土 甑D (31.5) 92.→ 23.9 内外工具ナデ、一部ヘラ削り、鍔部貼り付け後ナデ

159 D 159住 159住-05 土 租 3/4 ロクロナデ、回転糸切り

160 D 159住 159住-03 灰 椀 ル万

内面ロクロナデ、外面ロクロナデ、腰部から底面回転ヘラ削り、付高台、

底面にヘラ記号

161 D 159住 159住-01 灰 椀 2/5 1/2 (14.2) σ。→ 5。0 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、外面口縁部スス付着

162 D 159住 159任 02 灰 椀 1/3 ル九 (14.7) 5。 7 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

163 D 159住 159住-04 灰 椀 2/5 3/4 (16。 1) 0.0) 6.8 内面ロクロナデ、外面ロクロナデ、腰部から底面回転ヘラ削り、付高台

164 D 159住 159住-07 土 羽釜 7/12 18.6 内面工具ナデ、す部指頭圧痕、外面ハケメ、内外す部スス付着

165 D 159住 159任 06 土 羽釜 24。3
内面工具ナデ、上半一部に指頭圧痕あり、外面ロクロナデ後ハケメ、下端に

削り、鍔部貼り付け後ハケメ、貼り付け部に工具ナデ痕

166 D 167住 167住-02 土 IllLA ほぼ完 ル万 10。 2 4.5 ロクロナデ、回転糸切り

167 D 167住 167住-01 土 IlllA 3/4 碁刀 4.2 ロクロナデ、回転糸切り

168 D 167住 167住-03 土 IlllA 碁九 ル万 10。 3 4.0 ロクロナデ、回転糸切り

169 D 167住 167住 0̈5 黒B 椀 2/3 ほぼ完 10。 4 3.9 ロクロナデ、内外ミガキ後黒色処理、回転糸切りか、付高台

170 D 167住 167任 04 灰 椀 2/5 (5.0 内面ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台

D 168住 168住-01 土 甕 (20.0) 内面ナデ、外面ハケメ、外面下端タタキ、在地産ではないか

172 D 検出面 D検-11 土 粗 1/8 (14。0 に 9) 3.9 ロクロナデ
173 D 173住 173住-02 土 権 1/4 3/5 (8。D に。1) ロクロナデ、回転糸切り

174 D 173住 173住-01 土 租 1/2 2/3 10.0 5。4 ロクロナデ、回転糸切り

175 D 173住 173住 03 土 盤 B (5.4) ロクロナデ、底面付高台により不明、付高台

176 D 173住 173住-05 灰 椀 (7.の ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台、内面見込みに使用痕

177 D 173住 173住-04 灰 椀 (6.9) ロクロナデ、回転糸切りか、付高台

178 D 171住 171住 0̈5 土 租 1/5 (10。① ロクロナデ

179 D 171住 171住-06 土 椀 (11.0 ロクロナデ

180 D 171住 171住…01 灰 段皿 1/3 (12.9) (6.5) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込みに重ね焼き痕、器面にスス付着

181 D 171住 171住-02 灰 段皿 ほぼ完 ル九 13.6
ロクロナデ、回転糸切り後一部回転ヘラ削り、付高台、内面見込みに重ね

焼き痕、器面にスス付着

182 D 171住 171住-03 灰 椀 1/6 3/4 (14.8) 7.6 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込みに重ね焼き痕・使用痕あり

183 D 171住 171住-04 緑 輪花椀 7/8 (10.0 5。 4 (3。の
ロクロナデ、回転糸切り後ナデ、付高台、内面見込みに三叉トチン痕あり、

素地 :灰白色

184 D 171住 171住-07 土 小型甕D 1/6 7/8 (13。 7) 9。4 15。 4 内外工具ナデ、日縁指おさえ、底面ナデ

185 D 174住 174住-07 土 租 3/4 浩万 9。6 4.0 2.0 ロクロナデ、回転糸切り

186 D 174住 174住-16 土 租 ル万 (14.o (5。 6) ロクロナデ、回転糸切り

187 D 174住 174住-08 土 杯Aか 一部残 (15.6) (7.0) 4.5 ロクロナデ、底部回転糸切り

188 D 174住 174住-12 土 盤B 12.2 ロクロナデ、底部回転糸切り後ナデ

189 D 174住 174住‐15 土 盤 B 一部残 (12.2) (6.の 3.8 ロクロナデ、底部回転糸切り、付高台

190 D 174住 174住-11 土 IIllA 1/10 (19.0) ロクロナデ
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No. 区 出土地点 実波I番号 種別 器種
残存度 法量 (cm)

整形・調整・形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

191 D 174住 1744L-14 土 小型甕D (11.0 (5。→ (11.0)
内面ロクロナデ、外面ロクロナデ後中位から下半の一部にミガキ、

下端板状工具による手持ちケズリ、回転糸切り

192 D 174住 174生L-10 黒B 椀 o.8) ロクロナデ、内面ヨコミガキ後黒色処理、外面ミガキ後黒色処理

193 D 174住 174住‐09 瓢 椀 3/4 10.0 5。2 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、付高台、底部回転糸切り

194 D 1744L 174住-13 黒A 椀 2/3 (7.① ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、底部回転糸切り、付高台

195 D 1744L 174住-05 灰 椀 (15.5) (6。→ ロクロナデ、付高台、底部回転ヘラケズリ、高台一部に墨付着

D 174住 174住‐03 灰 椀 (15。2) ロクロナデ

D 174住 174住-06 灰 椀 (17.2) ロクロナデ

D 174住 174生L-04 灰 椀 1/2 (16.の (5。① ロクロナデ、付高台、底部回転ヘラケズリ

199 D 174住 1744L-02 灰 椀 1/3 (15。2) (7.2) ロクロナデ、付高台、底部～腰部回転ヘラケズリ、見込み使用痕

D 174住 174任 01 灰 椀 2/3 (16.8) (7.0) ロクロナデ、付高台、底部回転ヘラケズリ、内面見込み使用痕、薄い墨跡か

D 174住 174生 L…17 土 羽釜 (25。 1) 内面板状工具ナデ、指頭圧痕、輪積痕、外面板状工具ナデ、鍔部貼り付け

202 D 183住 183住-04 土 租 3/4 碁万 0。 9) 5.8 ロクロナデ、回転糸切り

D 183住 183住 0̈5 土 粗 1/4 (9.の 5。 4 ロクロナデ、底部回転糸切り

204 D 183住 183住‐03 土 椀 5/6 ロクロナデ、底部回転糸切り、付高台

D 183住 183任 01 土 椀 3/4 10。 4 5.5 ロクロナデ、底部回転糸切り、付高台、日縁部内外面にタール付着

D 183住 183住-02 土 椀 5/6 (10.の 6.0 ロクロナデ、底部回転糸切り、付高台、椀を耳皿風に整形か

207 D 183住 183住-06 灰 段皿 (12。① σo① ロクロナデ、底部回転糸切り後ナデ、付高台

D 183住 183住-09 灰 椀 1/10 (12.8) ロクロナデ

209 D 183住 183住-07 灰 椀 7/8 (7.2) ロクロナデ、底面回転糸きり、付高台、内面使用痕

210 D 183住 183住-08 灰 広口瓶 (16.2) ロクロナデ

D 184住 184任 03 土 権 0.0)

“

.8) ロクロナデ、底面ロクロナデ

212 D 184住 184住-04 土 椀 1/12 (10。① ロクロナデ、付高台

213 D 184住 184生 L… 05 土 椀 3/4 6.3 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

214 D 184住 184生L-06 瓢 椀 2/3 6。7 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切り、付高台

215 D 184住 184住-01 灰 段皿 (10。2) ロクロナデ

216 D 184住 1844L-02 灰 輪花椀 1/12 (17.の ロクロナデ、輪花単位不明

217 D 189住 189住‐02 土 租 心万 ル九 5。2 ロクロナデ、回転糸切り

218 D 189住 189住 03 土 租 ル万 (8.8) 4.8 ロクロナデ、回転糸切り

D 189住 189住-01 灰 輪花椀 (12.の ロクロナデ、輪花単位不明

220 D 2004主 2004主‐02 土 粗 6.2 ロクロナデ、回転糸切り

221 D 200生主 200生ヒ…01 灰 広口瓶 一部残 (13。→ ロクロナデ

222 D 203住 203住 -01 灰 椀 1/8 (12.2) ロクロナデ

223 D 204住 2044L-01 土 杯or椀 1/8 (12.8) ロクロナデ

224 D 204住 204生 L… 02 土 椀 一部残 (7.の ロクロナデ、回転糸切り

225 D 2044L 2044L-03 土 櫂 ル万 4.0 ロクロナデ、回転糸切り

226 D 206住 206住‐01 瓢 椀 1/16 (13.6) ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理

227 D 207住 207住 -01 灰 皿 (11.2) ロクロナデ

228 D 213住 213住 0̈1 土 粗 ほぼ完 6。7 ロクロナデ、底部回転糸切り

229 D 185住 185住-02 土 粗 3/4 碁九 9.0 4.6 ロクロナデ、回転糸切り、外面口縁付近に一部スス付着

230 D 185住 185住-03 土 粗 を万 8.8 4.4 ロクロナデ、回転糸切り

231 D 185住 185住-04 土 租 1/2 (9.8) ロクロナデ、回転糸切り

232 D 185住 185住-01 土 権 1/4 (9。 5) 2.2 ロクロナデ、回転糸切り

233 D 185住 185住-07 土 盤B 1/6 (15。① ロクロナデ、外面スス付着

234 D 185住 185住-05 土 租 3/8 3/8 (13.6) (6.0) 4。4 ロクロナデ、回転糸切り

235 D 185住 185住-06 土 租 1/4 1/2 (14.0) (6.0 3.8 ロクロナデ、回転糸切り

236 D 185住 185住-09 灰 輪花椀 (13.8) ロクロナデ、輪花単位不明、内外国縁付近スス付着

237 D 185住 185住-08 灰 椀 一部残 (15。の (7.0) (5.5) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕、重ね焼き痕

238 D 214住 214住‐01 土 椀 3/4 (14.0 6.2 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

239 D 214住 21441-04 灰 椀 (14.0) ロクロナデ

240 D 214住 214生 L-06 灰 輪花椀 (10。 6) ロクロナデ、輪花単位不明

241 D 214住 214住‐02 灰 段皿 1/10 3/4 (10。 5) 2.2 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕あり

242 D 214住 2144L-03 灰 椀 ル万 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

243 D 214住 214生 L-05 灰 椀 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

244 D 208住 2084L-02 土 粗 碁万 11.0 ロクロナデ、回転糸切り

245 D 208住 2084L-03 土 租 3/4 14.2 ロクロナデ、回転糸切り

246 D 208住 2084L¨ 04 土 租 (14。の 4.6 ロクロナデ、回転糸切り

247 D 208住 2084L-06 黒A 椀 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切り、付高台

248 D 208住 208住 -08 土 盤B (10。 1) ロクロナデ、回転糸切り

249 D 208住 2084L… 01 土 盤B 一部欠 5/6 12.7 3.6 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

250 D 208住 208住 -05 土 椀 1/2 14。 6 ロクロナデ、回転糸切り、付高台
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No. 区 出土地点 実測番号 種別 器種
残存度 法量 (cm)

野 調整・形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

D 208住 208任07 灰 椀 3/4 ル
万 14.6 5。9 ロクロナデ、回転糸切りか、付高台

D 218住 218住‐01 土 租 碁万
ル
九 ロクロナデ、回転糸切り

D 218住 218生≧-03 土 租 ル万 8。9 ロクロナデ、回転糸切り

D 2184L 218住 -04 土 租 (8.6) (5.0) ロクロナデ、回転糸切り

D 218t主 218住 -10 土 租 (8.0

“

.助 ロクロナデ、回転糸切り

D 218住 218住 -02 土 粗 1/2 3/4 (9。 1) ロクロナデ、回転糸切り

257 D 218住 218住 -07 土 租 2/3 1/2 2.1 ロクロナデ、回転糸切り

258 D 218住 218住 -18 土 櫂 (7.8) ロクロナデ

259 D 218住 218住 -19 土 櫂 G。の ロクロナデ、回転糸切り

260 D 218住 218住 -09 土 租 碁九 ロクロナデ、回転糸切り

261 D 218住 218住 -08 土 椀 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

262 D 218住 2184L-05 土 租 (14.0) 3.7 ロクロナデ、回転糸切り

263 D 218住 218住 -06 土 櫂 (15.助 に 6) 3.7 ロクロナデ、回転糸切り

264 D 218住 218住 -13 土 櫂 一部残 (8.2) ロクロナデ、回転糸切り

265 D 218住 218住 -15 灰 輪花椀 ロクロナデ

266 D 2184主 218住‐17 灰 段皿 (10。① ロクロナデ

267 D 218住 218住 -12 灰 椀 7.4
ロクロナデ、外面腰部回転ヘラ削り、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね

焼き痕 0使用痕

268 D 218住 218住 -14 灰 椀 7.0 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、重ね焼き痕、内面見込み部使用痕

269 D 218住 218住 -11 灰 輪花椀 一部残 (15。 0) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕

270 D 218住 218住 -16 灰 輪花椀 ロクロナデ

271 D 226住 226住 -10 土 ニチュア土器 3.2 内外手づくね整形後ナデ

272 D 226住 226生 L-04 土 租 1/12 (10.0)

“

。→ ロクロナデ、回転糸切り

273 D 226住 226生 L-05 土 IIllA (10.1) 5。 4 ロクロナデ、回転糸切り

D 226住 226住 -06 土 IEllA 一部欠 ル万 10.0 5.0 ロクロナデ、回転糸切り

275 D 226住 226住 -03 土 租 1/12 一部欠 (16。 6) (6。① ロクロナデ、回転糸切り

D 226住 226住 0̈9 土 皿Aか (22.8) ロクロナデ、外面スス付着

277 D 226住 226住 -07 土 盤 B (9。① 5.8 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

278 D 226住 226任08 土 盤B (9.5) 5。2 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

279 D 226住 226住 -02 灰 椀 6。 9 ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台、内面見込み重ね焼き痕

D 226生 L 226住‐01 灰 椀 1/4 6。9 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

281 D 220住 220住 -07 土 権 7/8 ル万 9。9 4.0 ロクロナデ、回転糸切り

282 D 220住 220住 -06 土 IlllA 1/6 o。 8) ロクロナデ、回転糸切り

283 D 220住 220住 -09 土 租 1/6 (10。① (6。 2) ロクロナデ、回転糸切り、内外タール付着

D 220住 220住 -08 土 租 1/4 占
万 4.6 ロクロナデ、回転糸切り、内面スス付着

285 D 220住 220住-05 土 IEllA 1/8 (9。 4) ロクロナデ

286 D 220住 220住 -11 土 ニチュア土器 浩万 (3.7) ロクロナデ、回転糸切り

287 D 220住 2204差-01 灰 広口瓶 (13.0) 内面ロクロナデ、外面回転ヘラ削り、底面回転ヘラ削り、付高台

288 D 220住 220tL-04 黒B 皿orttB (10。① ロクロナデ、内外ミガキ後黒色処理

289 D 220住 220住 -10 瓢 椀 (15。→ ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理

290 D 2204主 220住 -03 灰 段皿 ル九 (11.の ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕。重ね焼き痕あり

291 D 220生 L 220住 -02 灰 椀 (14.0) 7.0 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

292 D 236住 236住 -02 土 盤 B (9。の ロクロナデ、回転糸切り、付高台

293 D 236住 236住 -01 土 小椀 1/6 0.0 に。つ ロクロナデ、回転糸切り、付高台

294 D 236住 236住 -03 黒A 租 1/3 一部欠 5。0 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切り、日縁付近タール付着

295 D 236住 236住 -04 灰 椀 6.6 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

296 D 251住 251住 -03 灰 椀 σo① ロクロナデ、回転糸切り後ナデ(付高台

297 D 251住 251住 -01 灰 椀 (6。② ロクロナデ、回転糸切り、付高台

298 D 251住 251住 -02 灰 広口瓶 1/16 (18。2) ロクロナデ

299 D 250住 250住 -18 土 IEllA 3/8 (10。2)

“

。→ ロクロナデ、回転糸切り

300 D 250住 250住 -17 土 租 1/12 (8。 6)

“

.8) ロクロナデ、回転糸切り

301 D 250住 250住-16 土 鳳 G.め G。 8) ロクロナデ、回転糸切り

302 D 250住 250住 -08 土 組 占九 渉九 4.6 ロクロナデ、回転糸切り

303 D 250住 250住 -07 土 組 ル万 4.6 ロクロナデ、回転糸切り

304 D 250住 250住 -06 土 椀 1/3 一部欠 (10.0 5。 4 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 250住 250住‐14 土 租 1/4 一部残 (14.① (6.0) ロクロナデ、回転糸切り

306 D 250住 250住 -15 土 稚 3/8 (10.0 (5。 2) ロクロナデ、回転糸切り

D 250住 250住 -10 土 櫂 7/8 ル万 3.8 ロクロナデ、回転糸切り

D 250住 250住…12 土 租 1/2 ル万 4.6 ロクロナデ、回転糸切り

D 250住 250住-11 土 租 3/4 浩万 4.0 ロクロナデ、回転糸切り

D 250住 25041-09 土 租 1/2 浩万 5.5 ロクロナデ、回転糸切り
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No. 区 出土地点 実測番号 種別 器種
残存度 法量 (cm)

整形・調整・形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

D 2504主 250住 -13 土 粗 5.0 ロクロナデ、回転糸切り

312 D 2504主 250住 0̈4 黒A 椀 一部欠一部欠 10.0 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理 (一部黒ヌケ)、 回転糸切り、付高台

313 D 250住 250住 -05 黒A 椀 ロクロナデ、内面ミガキ(暗文)後黒色処理、回転糸切り、付高台

314 D 250住 250住 -03 土 租 3/4 ル九 (16.0) 5。6 ロクロナデ、回転糸切り

D 2504主 2504L‐ 19 緑 椀 (6。 2)
内面ロクロナデ後ミガキ、底面回転ヘラ削り後ミガキ、付高台、釉の剥離著しい

素地 :黄灰色

316 D 250住 2504主-26 灰 椀 (14。① ロクロナデ

D 250住 2504主-23 灰 椀 (6.0 ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台

318 D 250住 25041-20 灰 椀 1/4 (14.6) (7.0)

ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕・使用痕あり、

内外面スス付着

319 D 250住 25041-21 灰 椀 1/12 (15.0 σ。の ロクロナデ、底面回転ベラ削り、付高台、内面見込み使用痕

320 D 250住 250住 -28 灰 椀 (7.0 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕あり、内外スス付着

321 D 250住 25041‐ 24 灰 輪花皿 由万

ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕、

輪花3単位 (間隔不均等)、 底面高台より内側朱付着

322 D 250住 250住 -25 灰 輪花段皿 1/3 (11.0 (6.2) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、輸花単位不明

323 D 2504主 250住 -22 灰 椀 1/4 一部欠 (10。→ 3。9 ロクロナデ、回転糸切リナデ、付高台

324 D 250住 250住 -27 灰 椀 1/12 (12.0 内面ロクロナデ、外面ロタロナデ、腰部より下半回転ヘラ削り

325 D 2504主 250生主-29 灰 椀 (6.8) ロクロナデ、底面ヘラ削り、付高台

326 D 2504主 250生L-02 土 甑D 01.0) 内面工具ナデ、外面胴部工具ナデ、下端手持ちヘラ削り

327 D 250住 2504L-01 土 羽釜 7/8 内面ハケメ、外面ハケメ後ナデ、鍔部貼り付け後ナデ、内外面スス付着

328 D 2524主 2524主‐01 灰 椀 (14.の ロクロナデ

329 D 253住 253生L-01 灰 椀 (6。① ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕あり

330 D 254住 254住 -01 土 IEllA 2.5 ロクロナデ、回転糸切り

331 D 254住 254生ヒー02 土 権 一部欠 ル九 10。 1 2.4 ロクロナデ、回転糸切り

332 D 254住 2544L-03 土 権 1/3 (10。 3) (5。① 1.8 ロクロナデ、回転糸切り

333 D 254住 254住 -04 土 租 3/8 (10.8) ロクロナデ

334 D 254住 254住 -05 土 椀 7/16 ル万 (14.5) 6.4

“

。8) ロクロナデ、回転糸切り、付高台

335 D 254住 2544L-08 灰 椀 1/3 (14.7) (6。① ロクロナデ、底面回転ヘラ削りか、付高台、内面見込み使用痕

336 D 254住 2544L-07 瓢 椀 ロクロナデ、内面放射状ミガキ後黒色処理、回転糸切り、付高台

337 D 254住 2544L-06 瓢 椀 (6。 9) ロクロナデ、内面放射状ミガキ後黒色処理、回転糸切り、付高台

338 D 2544L 254生L¨09 灰 椀 (6。① ロクロナデ、回転糸切りか、付高台、内面見込みに重ね焼き痕・使用痕

339 D 254住 2544主‐10 灰 広口瓶 (11。つ 内面ロクロナデ、外面ロクロナデ後ヘラ削り、底面回転ヘラ削り、付高台

340 D 254住 25441-11 須 甕A 14.7 ロクロナデ、内面工具ナデ、外面タタキメ、下端～底面手持ちヘラ削り

341 D 255住 255住 -01 土 皿Aか ル
万 9。 1 ロクロナデ、回転糸切り

342 D 255住 255住 -02 土 椎 一部残 10.2 6。2 ロクロナデ、回転糸切り

343 D 255住 25541-03 土 租 5/12 (11.の ロクロナデ

344 D 255住 255住 -04 灰 椀 (7.1) ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台

345 D 255住 255住 -05 灰 広口瓶 (17.6) ロクロナデ

346 D 256住 2564L-01 土 粗 碁万 ロクロナデ、回転糸切り

347 D 256住 2564主 0̈2 灰 段皿 1/3 (12.→ 2.7 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 2684主 268住…18 黒 B IEllA 7/8 ロクロナデ、内外ミガキ後黒色処理、ミガキ不明瞭、回転糸切り

D 268住 268住10 土 IIllA 碁万 9.0 ロクロナデ、回転糸切り

D 268住 2684主 0̈4 土 租 浩九 碁万 8.6 ロクロナデ、回転糸切り

351 D 268住 2684L-09 土 IEllA (9.8) (1.7) ロクロナデ、回転糸切り

D 268住 268住 -06 土 粗 碁九 0.0) σ。1) ロクロナデ、回転糸切り

D 268住 268住 -02 土 粗 0。の (5。① 2.1) ロクロナデ、回転糸切り

D 268住 26841-01 土 稚 5/8 5。 1 ロクロナデ、回転糸切り

355 D 268住 268住…17 土 租 0。 1) 4.1 ロクロナデ、回転糸切り

D 268住 268住 0̈3 土 晟 1/4 3.8 ロクロナデ、回転糸切り

D 268住 2684L-08 土 租 1/12 (9.5) 3。9 ロクロナデ、回転糸切り、底部に斜めに雑な穿孔あり

D 268住 268生主-07 土 租 3/4 (10。● 5。 2 ロクロナデ、日縁付近タール付着

D 268住 268住 -11 土 椀 7/8 碁万 10.0 4。8 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

360 D 268住 2684L-05 土 租 6.0 ロクロナデ、回転糸切り

361 D 268住 268任12 土 盤B (15.0) ロクロナデ

362 D 268住 268住‐13 土 櫂 5/16 一部欠 (16。つ 6.5 に。の ロクロナデ、回転糸切り

363 D 268住 268住 -14 灰 椀 (10。● ロクロナデ

364 D 268住 268任15 灰 輪花椀 (14.2) (5.0)

ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台、内面見込み重ね焼き痕、

輸花単位不明

365 D 268住 268住 -16 緑 椀か 一部残
|

内外ミガキ、素地 :淡黄褐色

366 D 269住 269住 -16 土 盤B (10.2)
|

ロクロナデ、付高台

367 D 269住 269住…11 土 櫂 ル万 (10.0) 1.41 ロクロナデ、回転糸切り
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No. 区 出土地点 実測番号 種別 器種
残存度 法量 (cIIl)

整形・調整 0形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

D 2694主 269生 L-06 土 租 2/3 着万 10.5 6.0 ロクロナデ、回転糸切り

D 269住 269住 -07 土 権 ル万 9。 5 ロクロナデ、回転糸切り

D 2694主 269住 -02 土 租 一部欠 碁九 9。3 ロクロナデ、回転糸切り

D 269住 269住 0̈3 土 権 一部欠 碁九 4。4 ロクロナデ、回転糸切り

372 D 269生 L 269住 -09 土 租 1/3 碁万 (9。 2) ロクロナデ、回転糸切り

373 D 2694主 269住 -20 土 椀 1/6 碁万 (9.8) 2。9 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 269住 269住 -24 土 椀 3/4 4.6 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

375 D 269住 269住 -25 土 椀 (8。 8) ロクロナデ、内面に漆付着

376 D 269生 L 269住 -26 土 椀or杯 一部残 (9.0 ロクロナデ、内面に漆付着

377 D 269住 269住 -12 土 租 碁九 (8。 1) ロクロナデ、回転糸切り

D 269住 269住 -13 土 櫂 碁九 (8。 2) ロクロナデ、回転糸切り

D 269住 269住…14 土 租 1/2 (8。の 2.0 ロクロナデ、回転糸切り

D 269生 L 269住 -15 土 租 1/3 (8。の (3.8) 2.4 ロクロナデ、回転糸切り

381 D 2694主 269住 -18 土 椀 一部欠 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 269生 L 269住 -17 土 盤B 一部欠 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 269住 2694主-30 黒B IlllA 2/3 9。4 ロクロナデ、内外ミガキ後黒色処理、回転糸切り

384 D 269[L 269住 -31 黒B IlllA 1/10 を九 0.0 ロクロナデ、内外ミガキ後黒色処理、回転糸切り

385 D 269生 L 269住 -04 土 租 2/3 9。6 2.0 ロクロナデ、回転糸切り

386 D 269住 269住 -01 土 権 碁九 10。 1 ロクロナデ、回転糸切り

387 D 269住 269住 -10 土 租 (10.2) 2.2 ロクロナデ、回転糸切り

388 D 269住 269住 -08 土 租 0。① 3.0 ロクロナデ、回転糸切り

389 D 2694主 269住 -23 土 椀 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

390 D 2694L 269生 L-21 土 椀 ル万 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

391 D 269住 2694L-05 土 組 一部欠 占万 9.5 4.6 ロクロナデ、回転糸切り、内面漆付着

392 D 269住 2694主-19 土 椀 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

393 D 269生主 2694L=22 土 椀 (14.0) ロクロナデ、内面にタール様の付着物

394 D 269住 269生主-27 土 租 一部残 5/8 (17.2) (8。→ 4。4 ロクロナデ、回転糸切り

395 D 2694主 269住 -28 土 租 1/10 (17.2) ロクロナデ、内面口縁にスス付着

396 D 269住 269住 -29 黒A 椀 ル万 (14.6) ロクロナデ、内面ミガキ(見込みに暗文)後黒色処理、静止糸切りか、付高台

397 D 2694主 269住 -42 灰 椀 1/12 (10。① ロクロナデ

398 D 2694主 269住 -40 灰 椀 1/2 渉九 10。 3 3.2 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

399 D 269住 269住 -38 灰 椀 2/5 (15.0 (7.0) 5。5 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、見込み部使用痕 0重ね焼き痕

400 D 269住 269住 -37 灰 椀 (14.8) (6。① (6。 3) ロクロナデ、回転糸切り、付高台

401 D 269住 269住 -41 灰 椀 7.1 ロクロナデ、底面ヘラ削り、付高台

402 D 2694主 269生 L-44 灰 小瓶 (8.6) ロクロナデ、外面ヘラ削り、回転糸切り

403 D 269生主 269住 -43 灰 皿 (13.0) ロクロナデ

404 D 296生主 269住 -39 灰 輪花椀 2/5 (15。の ロクロナデ、回転糸切り、

405 D 269住 269住 -36 灰 輪花椀 1/2 (15。① (7.6)
ロクロナデ、腰部から底面回転ヘラ削り、付高台、内面見込み部使用痕・

重ね焼き痕、底面に付着物

406 D 2694主 269住…35 灰 輪花椀 3/8 一部欠 (16.6) 6.9
ロクロナデ、回転糸切り、付高台、日縁付近タール付着、輪花5単位、

内面見込み使用痕

407 D 269住 269住 -34 緑 椀 一部残 (12.0) ロクロナデ、ミガキ不明、素地 :淡灰色

408 D 269住 269住…33 緑 皿 一部残 (14。① ロクロナデ、ミガキ不明、素地 :淡黄灰色

409 D 2694L 269住 -32 緑 皿 一部残 (14.0) ロクロナデ、ミガキ不明、素地 :淡灰色

410 D 269住 269生 L-45 須 甕 B (14.→ 内面工具ナデ、外面タタキメ・下端タタキ後ケズリ、底面ナデ

D 269住 269住 -47 土製 輔の羽口 溶滓付着

412 D 269住 269住 -46 土製 輔の羽口 溶滓付着

413 D 2694主 269住 -48 土製 輔の羽口 外面工具ナデ、一部に指頭圧痕

D 271住 271住 -03 土 租 (8.6) に。① ロクロナデ、回転糸切り

415 D 271住 2714主…04 土 IlllA 5/8 2/3 9。 1 4。4 ロクロナデ、回転糸切り

416 D 271住 271住 -01 土 根 3/4 9。8 4.8 2.3 ロクロナデ、回転糸切り

417 D 271住 271住…05 土 小型甕D 一部欠 6。 7 ロクロナデ、回転糸切り

418 D 271住 271住 0̈2 土 椀 ロクロナデ、回転糸切り、付高台か

419 D 271住 271住 -06 土 椀 1/6 一部欠 (10。の ロクロナデ、回転糸切り、付高台

420 D 271住 271住-07 土 盤or小椀一部欠 10。 2 ロクロナデ、回転糸切り、外面墨痕

421 D 2714主 271住 -08 灰 椀 一部欠 ロクロナデ、底面回転ヘラ肖Jり 、付高台、内面見込み使用痕、内外面墨痕

422 D 竪16 竪lG03 瓢 椀 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

423 D 竪16 竪:lG02 土 租 ロクロナデ、回転糸切り

424 D 竪16 竪lG01 緑 段皿 1/12 一部残 (10。① (5.0) 2.3 ロクロナデ後ミガキ、回転糸切りか、素地 :淡灰色

425 D 竪19 竪19-05 土 榊 ロクロナデ、回転糸切り

426 D 竪19 墨碧19-07 土 租 ロクロナデ、回転糸切り
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No。 区 出土地点 実測番号 種別 器種
残存度 法量 (cm)

整形・調整・形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

D 竪19 墨番19¨06 土 租 一部欠 4.8 ロクロナデ、回転糸切り

428 D 墨蚤19 墨番19-08 土 ニチュア土器 ル九 (6。① 4.4 4.0 内外ナデ

D 竪19 墨蚤19-03 土 盤 B 2/3 6.0 内面ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 竪19 墨蚤19-04 土 椀 一部残 (6.8) ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 墨蚤19 墨番19-01 灰 椀 1/2 (7.0 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 竪19 墨こ19-02 灰 椀 1/4 σ.の ロクロナデ、外面ヘラ削り、付高台、内面見込み重ね焼き痕

D 墨蜃22 里番22-09 土 租 1/8 (8.0 に。0 (1。→ ロクロナデ、回転糸切り

D 墨蚤22 E322-10 土 租 (9.0 ロクロナデ

D 竪22 墨蚤22‐07 土 租 碁万 9。 1 5.0 2.2 ロクロナデ、回転糸切り

D 墨番22 墨蚤22…08 土 租 (5。の ロクロナデ、回転糸切り

D 墨番22 里番22¨06 土 租 占
万 5。8 ロクロナデ、回転糸切り

D 墨番22 墨蚤22-02 灰 椀 一部残 0.0) に 8) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕

D 墨蚤22 里番22-04 土 盤B (15。0 ロクロナデ

D 墨番22 里蚤22‐05 土 盤 B 一部残 (15。① ロクロナデ

D 墨番22 墨蚤22-03 土 椀 (17.0) ロクロナデ

D 墨番22 墨番22-01 灰 椀 (14.の ロクロナデ、輪花単位不明

D 墨番37 里蚤37-04 土 租 (5.6) ロクロナデ、回転糸切り

D 墨番37 翌:37-05 瓢 椀 (7.0)

ロクロナデ、内面ミガキ(暗文)後黒色処理、回転糸切り、付高台、

底面スス付着

D 竪37 竪3各03 灰 椀 1/5 (6.6) ロクロナデ、付高台、内面見込み重ね焼き痕

D 墨畳37 墨蚤37-02 灰 椀 1/2 (7.の ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 竪37 竪:37-01 灰 椀 3/4 7.8 ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面使用痕

D 墨蚤44 里番44-02 土 租 (8。 9) 5.4 ロクロナデ、回転糸切り

D 墨蚤44 墨蚤44…03 土 椀 ロクロナデ、回転糸切り

D 墨蚤44 里量44¨01 土 組 ル万 14.8 7.0 ロクロナデ、回転糸切り

451 D 墨蚤44 里蚤44-05 灰 椀 (10.0) (5.0 ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台

D 墨番44 墨蚤44…04 黒A 蝕 一部残 (13.→ 内面ミガキ後黒色処理、外面一部工具ナデか、下端ヘラ削り、底面ナデか

D 土坑197 IL197-01 瓢 椀 (14.2) ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理(回転糸切り、付高台

D 土坑198 IL198-01 土 租 1/2 (9。 2)

“

。3) ロクロナデ、回転糸切り、内外面スス付着

D 土坑252 」L252-01 土 IIllA 3/8 (10。 1) ロクロナデ、回転糸切り

D 土坑256 L25G01 土 盤 B 一部残 0。② ロクロナデ、回転糸切り

457 D 土坑258 L258-01 土 租 一部残 (9.0 に。6) ロクロナデ、回転糸切りか

D 土坑258 L258-02 土 租 0.3) (5。 3) ロクロナデ、回転糸切り

D 土坑258 」L258-03 土 IIllA 3/4 9。7 ロクロナデ、回転糸切り

D 土坑259 」L259-01 土 租 3/8 ほぼ完 (10。 1) 4.4 σ。2) ロクロナデ、回転糸切り

461 D 土坑259 L259-02 土 租 1/12 (15。 1) 4.1 ロクロナデ、回転糸切り

D 土坑313 L313… 03 土 租 2/3 2/3 9。2 ロクロナデ、回転糸切り

D 土坑313 L313-02 土 椎 8。7 ロクロナデ、回転糸切り

D 土坑313 L313-01 土 租 一部残 ほぼ完 (9。 1) 2.0 ロクロナデ、回転糸切り

D 土坑322 L322-01 土 権 3/8 (10.3) に。● 2.5 ロクロナデ、回転糸切り

D 土坑324 L324-01 土 租 1/3 0。→ (5。の ロクロナデ、回転糸切り

D 土坑226 L22G03 土 租 (10。① ロクロナデ、日縁付近スス付着

D 土坑226 L22604 土 租 (10.0) ロクロナデ、内面わずかにスス付着

D 土坑226 EL22G01 土 権 15/16 占九 ロクロナデ、回転糸切り

470 D 土坑226 IL22G02 土 租 5/6 浩万 10。 2 ロクロナデ、回転糸切り

D 土坑226 L22G08 土 椀 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 土坑226 IL22G07 土 椀か (13.0 ロクロナデ

D 土坑226 L22606 土 杯or椀 (13.4) ロクロナデ

474 D 土坑226 IL22605 土 椀 (14.5) 5.5 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

475 D 土坑346 ±134G01 土 盤 B 内面ロクロナデ、回転糸切り、付高台

476 D 土坑346 L34G02 土 盤B ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面タァル付着

D 土坑201 」三201-01 灰 椀 2/5 (7.7) ロクロナデ、回転糸切り後ナデ、付高台

478 D 土坑218 IL218-01 灰 椀 (7.2)

ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み重ね焼き痕・使用痕、

底面に鉄分付着

D 土坑284 IL284-01 灰 椀 7.0 ロクロナデ、底面静止糸切りか、付高台、内面使用痕あり

D P440 P440-02 土 租 (8.2) に。8) ロクロナデ、回転糸切り

D P440 P440-01 土 IlllA (6.9) ロクロナデ

D P440 P440… 03 土 粗 ル万 10。 4 2.3 ロクロナデ、日縁部に注目あり

483 D P369 P369-01 瓢 杯か (7.1) ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理(黒ぬけ)、 回転糸切り

484 D P461 P461-01 土 租 由
万 (12.1) 3.7 ロクロナデ、回転糸切り

485 D P525 P525-01 須 甕 A

“

2.3) ロクロナデ、外面自然釉付着
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No. 区 出土地点 実測番号 種別 器種
残存度 法量 (cm)

整形・調整・形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

D P376 P37G01 灰 椀 3/8 (7.6) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕

D P416 P41G01 灰 広口瓶 1/4 (12.つ ロクロナデ、外面回転糸削り、底面回転ヘラ削り、付高台

D 溝27 溝27-01 土 IIllA 1/10 一部残 (9。 8) (5.8) ロクロナデ、回転糸切り

D 溝27 溝27-02 土 租 3/4 ロクロナデ、回転糸切り

D 堺野27 溝2703 土 杯Aか 1/3 (5。① ロクロナデ、回転糸切り

491 D 澤野27 溝27-04 灰 段皿 1/8 (12:0) (6。 9)

ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込みおよび内外面口縁付近タール

付着

492 D 澤野28 響野28-04 土 IlllA 1/8 (9。の ロクロナデ

493 D 溝28 溝28-03 土 租 1/9 (9。 9) (5。 5) ロクロナデ、回転糸切り

D 澤葦28 溝28-02 土 盤 B 1/16 (14.0 ロクロナデ

D 溝28 溝28-01 土 租 ル万

“

.0 ロクロナデ、底面回転糸入り

496 D 溝28 溝28-05 土 椀 ル万 5。7 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 澤野28 溝28…07 灰 椀 1/8 (18.4) vrvfi
D 満28 解野28-06 灰 椀 7/8 4.8 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 澤野29 溝29¨01 土製 土錘 ほぼ完 1.5(幅 ) 1.4幅 ) 2.8(高) ナデ成形、穿孔(上孔0.4下孔0。 3)

D 溝30 溝30-01 土 椎 1/4 (5。 1) (5.0) ロクロナデ、底面糸切り

D 満30 溝30-02 土 租 1/2 9.6 5.0 ロクロナデ、回転糸切り

D 溝30 溝30-03 土 租 3/4 8。9 ロクロナデ、回転糸切り

D 溝30 溝30-04 灰 椀 3/8 (5.0) 内面ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 溝31 溝31-01 土 租 7/8 (9。 2) に 7) ロクロナデ、回転糸切り、内外国縁付近スス付着

D 検出面 D彩ヒー04 土 IlllA 1/4 (9。の に。の ロクロナデ、回転糸切り

D 検出面 D検-03 土 IlllA わずかに残 1/2 (9.5)

“

。7) ロクロナデ、回転糸切り

507 D 検出面 D検-02 土 租 1/4 0。→

“

。① ロクロナデ、回転糸切り

508 D 検出面 D検…01 土 櫂 3/8 (9。 5) (5。 2) ロクロナデ、回転糸切り

D 検出面 D検-24 土 櫂 (10。つ ロクロナデ

510 D 検出面 D検-05 土 盤B (11.の ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 検出面 D検-15 土 租 (16。① ロクロナデ、回転糸切り

512 D 検出面 D検-22 土 租 (6。③ ロクロナデ、回転糸切り

513 D 検出面 D検-12 土 欅 5/8 (5。の ロクロナデ、回転糸切り

514 D 検出面 D検…23 土 櫂 3.4 ロクロナデ、回転糸切り

515 D 検出面 D検‐17 瓢 椀 (5。 2) ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切り、付高台

516 D 検出面 D検-20 黒B 椀 ロクロナデ、内外ミガキ後黒色処理

517 D 検出面 D検-25 黒B 椀 一部欠 4.7 ロクロナデ、内外ミガキ後黒色処理、付高台後ミガキ後黒色処理

518 D 検出面 Dttt-08 灰 椀 2/3 (6。 7)

ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み部に使用痕・重ね焼き痕、

内面に朱墨

519 D 検出面 D彬ヒー14 灰 椀 1/10 (15。3) ロクロナデ

520 D 検出面 D検-13 灰 椀 1/12 (17。 1) ロクロナデ

521 D 検出面 D検-28 灰 椀 (7.3) ロクロナデ、回転糸切りか、付高台、内面見込みに使用痕 。墨痕、底面墨痕

522 D 検出面 D検-07 灰 椀 1/4 1/4 (13.0 に 0) 5。3 ロクロナデ、外面腰部～底面ヘラ削り後ナデ、付高台、施釉不明

D 検出面 D検…29 灰 椀 1/4 (6。の ロクロナデ、外面腰部～底面回転ヘラ削り、付高台、内面見込み重ね焼き痕

D 検出面 D検…18 灰 椀 1/4 (13.2) ロクロナデ

525 D 検出面 D検-06 灰 段皿 (11.0) ロクロナデ、回転糸切り、内面見込みに使用痕

526 D 検出面 D検…26 灰 椀 (6。① ロクロナデ、回転糸切り後ナデか、付高台

527 D 検出面 D検・27 灰 椀 (5。 5) 内面ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕

D 検出面 D検-21 灰 段皿 6.7 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

D 検出面 D検-19 灰 椀 σo① ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台、内面見込み使用痕

D 検出面 D検-16 灰 輪花椀 ロクロナデ、輪花単位不明 施釉剥離か
D 検出面 D検-10 須 転用硯か 内面当て具痕後工具ナデ、外面タタキメ、甕の体部

D 検出面 D検-09 土製 輔の羽口 外面工具ナデ、溶滓付着

D 排土 D排土-01 灰 椀 3/4 (6。 7) ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台

E 272住 272住 -02 土 椀 6.6 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

E 272住 272住 0̈4 土 粗 (6.0 ロクロナデ、回転糸切り

E 272住 272住 -01 黒A 椀 (16.5) ロクロナデ

537 E 272住 272住 -05 灰 椀 (7.5) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、内面見込み使用痕

E 272住 272住 -03 白 碗 一部残 ロクロナデ、外面回転ヘラケズリ

E 273住 273住‐01 土 榊 ほぼ完 ル万 4。8 ロクロナデ、回転糸切り

E 2734主 273住 -04 土 IlllA 7/8 一部欠 ロクロナデ、回転糸切り

541 E 2734L 273住 -03 土 IlllA 3/4 由九 4.6 ロクロナデ、回転糸切り

E 273住 273住‐02 土 榊 ほぼ完 浩万 10.0 ロクロナデ、回転糸切り

E 273住 273住 -05 土 稚 2/3 着九 ロクロナデ、回転糸切り

E 273住 273住 -06 土 稚 3/4 碁九 4.8 ロクロナデ、回転糸切り
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No. 区 出土地点 実測番号 種別 器種
残存度 法量 (cm)

整形・調整・形態の特徴等
口緑 底部 口径 底径 器高

545 E 273住 273住‐07 土 椀 1/3 1/4 (10。→ に。7) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、日縁部付近タール付着

546 E 273住 273住 -09 土 椀 ほぼ完 ロクロナデ、回転糸切り、付高台

547 E 273住 273住…10 土 椎 1/6 ほぼ完 (14。 1) 6.5 41 ロクロナデ、回転糸切り、内面にスス付着

548 E 273住 2734差-12 土 椀 (16。2) ロクロナデ、回転糸切り、付高台、底面ヘラ記号

549 E 273住 273住 -15 灰 椀 1/3 ほぼ完 14。 4
ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台、内面見込み部に重ね焼き痕、

使用痕

550 E 273住 2734主-13 瓢 椀 一部欠 ロクロナデ、内面ミガキ・暗文のち黒色処理、回転糸切り、付高台

551 E 273住 2734差 0̈8 土 椀 2/5 に。2) 内面ロクロナデ、付高台

552 E 273住 273住 -11 土 盤B 10。 1 内面ロクロナデ、回転糸切りか、付高台、内面見込み部に被熱、スス付着

553 E 273住 2734主-14 灰 椀 1/10 3/4 (14.の (6.9) 5。2
ロクロナデ、底面回転ヘラ削り、付高台、内面見込み部に重ね焼き痕、

使用痕

E 墨畳39 竪39¨01 土 IllLA 1/6 を万 15.4 2.5 ロクロナデ、回転糸切り

555 E 竪39 畳番39-04 土 椀 (14.0) ロクロナデ、回転糸切り、日縁タール付着

556 E 墨番39 竪39-02 土 盤 B ロクロナデ、回転糸切り、内面見込みスス付着

557 E 墨番39 星番39-03 土 盤 B (5。 8) ロクロナデ、回転糸切り、付高台

558 E 竪39 墨畳39-05 白 碗 1/12 (15.2) ロクロナデ

559 E 墨量40 墨蚤40-01 土 租 (9。 2)

“

.0 ロクロナデ、回転糸切り

E 墨蚤40 墨番40‐03 土 IllLA 3/4 (10。① に。① ロクロナデ、回転糸切り

E 墨番40 墨蚤40-02 土 租 (15.3) に。7) 3.2 1 ロクロナデ、回転糸切り、内面スス付着

E P499 P499¨ 01 土 租 ル万 (14.4) (6.2) G.8) ロクロナデ、回転糸切り

E 流路 流路-01 白 段皿 ロクロナデ

E 検出面 E彩ヒー01 灰 椀 1/16 1/3 (14.の (7.2) ロクロナデ、付高台、内面見込み使用痕

565 E 排土 EツトIL‐01 灰 椀 ル九 6.7 内面見込み部使用痕あり

B 検出面 B検‐01 古瀬 平椀 1/3 (5.0 ロクロナデ、回転糸切り、削り出し高台

567 B 検出面 B検…02 古瀬 小型瓶子 ロクロナデ、外面一部カキメ

土 :土師器 須 :須恵器 黒A:黒色土器A ttB:黒色土器B 灰 :灰釉陶器 緑 :緑釉陶器 白 :白磁 古瀬 :古瀬戸 土 :土製品
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古墳時代
第147号住居址 (1) 第150号住居址 (2～ 4)

第146号住居址 (8)

平安時代
A区 第145号住居址 (607)

―
=B区

第124号住居址 (11・ 12)第 126号住居址 (13～ 16)

第127号住居址 (17～ 24)

K 第139号住居址 (53～ 62) ＼
／

1 51R

|

54

第 26図 土器・陶磁器 (1)

検出面 (10)

第129号住居址 (25・ 26) 第131号住居址 (31～ 36)

■

第135号住居址 (40) 第136号住居址 (41) 第137号住居址 (42)

ゝ      Kヒ 墨 鈍

第 132号住 居 址 (27～ 30)

選 量 垂 ≡ L7 )~~ド で 29

ヽ   ~

|:|:::|::||::|::::

第138号住居址 (43～ 52)
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検出面 (1090110)
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＼
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C区
第152号住居址 (111～ 133)
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土器・陶磁器 (3)
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第159号住居址 (159～ 165)
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第 29図 土器・陶磁器 (4)
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第183号住居址(202～ 210)
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第220号住居址 (281～291) 第236号住居tlL(292～295)

く`てこIIIIII:1:::::II'ラζζ:1 器

く`こIII~~~T===三三≡万了

`き

5

3 86 ＼玉
=二

≧董≡硯議 第251号住居址(296～298)

天 1           乙 8K

第250号住居址 (299～327)

｀こ正三三正三≡≡フ亀06

｀
く:【
【[[::[:::;三二

:フ
多
:07

こヽ菫圭≡玉EL5K

｀ 0%K

|

|

1    (ミ

【[::::「III]~~~~::'''7ζ
::

第 252号住居址 (328)

8K

第253号住居址 (329)

2X

聞 R  2Ⅸ    K

第254号住居flL(330～340)
⊆≡≡三ミこ三二三I三二三ニテ≡≡

二
::0

土器・陶磁器 (6)

―-54-

10cm

第 31図



第255号住居址 (341～345)       第268号住居址 (348～365)
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-55-

6 剛5 K
1

32   3認    90   0K

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

|

｀   ~丸 3K

407R

7 +osR,＼

ゝ
て

~~~~「 ~~~フ

弓 LR

~/｀



第271号住居址 (414～421)
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第 33図 土器・陶磁器 (8)
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E区

第272号住居址 (534～538)
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第 35図 土器・陶磁器 (10)
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2金属器

平田本郷4・ 5次地点では基本層準も遺構検出面もはっきりしないようであるが、古墳時代から奈良・平安時代に帰属

すると考えられる遺構・遺物が多数検出され、193点の金属器が回収されている。しかし、遺構切り合い関係に配齢を

きたしているようであり、欠番とされた遺構の欠番理由も不明な点があるために総遺構数も判然とせず、また三次元

座標記録による回収精度も低い状況にある。座標記録のある金属器は、すべて遺構帰属個体に限られ47点ほどである。

接合した個体はすべて新しい破断面同士の接合であり、純粋な接合関係は示さなかった
(註 1)。

本地′点の金属器出土遺構総数は72遺構である。回1川固体数の多かった遺構は、SB269の 21′点、次いでSB152の 15′点であり、

他の遺構は10点以下に留まっている。製品率が100%の 遺構数は37遺構で半数を占める。うち最も個体数が多い遺構は、

SB250の 5点である。製品率が最も低い遺構は25。0%の SB131と SB220で ある。製品率が0%の遺構は、滓のみが回収された

16遺構で、回収イ固体数が2点以下の遺構に限られる。滓の個体数が多かった遺構は、SB269の 7点、次いでSB 152の 6点

であるが、遺構毎における製品率では、特別に高い数値は示さない。SB269に ついては鍛冶関連遺構の可能性も示唆

されているようであるが、三次元座標記録のある7点のうち、断面投影図によるとSD40に4点が帰属することとなる。

篤於酪蝸焉象講県倉
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本地点においては、金属器の回収精度が低く金属器自体が遺構とは遊離し、援用すべき他の遺物でも調査精度・回収

精度が低いために、遺構間接合・同一個体資料という共時態内における通時的関係の把握はほぼ不可能であるため、他の

遺物とも金属器は遊離している。よって本遺跡においては、出土層準・遺構検出面・切り合い関係等の問題は残された

ままで、三次元座標記録によつて回収された遺物についても通時的・共時的関係は不明であり、位置情報のみ判明した

個体を図示するにとどめざるを得ない。

[補注]

註 1 金属器の接合資料の報告事例が稀少な中で、大分県萩鶴遺跡で一例報告されている。接合した金属器は、鍛冶工房址から東へ約8mほ どに位置した

溝状遺構内の2カ 所ある遺物集中地点から出土している鉄鍵状鉄製品のうち、北に位置した祭祀遺構で回収された遺物が接合している。接合した遺物

について報告書中では、「…両者の折れ口が等しく、一個体になることが確認された。」とある。金属器の接合は稀であることを考えると、保存処置前の

写真は参考にはなるが、現場 。整理作業時の新しい折れの可能性も考えられるから、断面の近接写真等の記録は残すべきであると考えられる。

註2 滓が出土したからといつて、それは金属生産工程で生じる産業廃棄物のため移動 。廃棄を考慮しなければならず、出土遺構が鍛冶関連遺構とは直接

結び付かないと考えられる。金属生産行稗で推定されている製錬・精錬・鍛錬のうち、鍛錬鍛冶の段階では滓の排出量が少ないことを考慮すれば尚更

であろう。金属器生産関連遺構の認定は出土金属自体の金属学的解析を行っても、はっきりとした回答は得られない現状である。また分析者は調査で

「鍛冶址から出土した金属器」とされれば、金属自体の解析結果は出せても、実際は鍛冶址自体について肯定も否定もできない。遺構自体は、調査者の

所見を信じるしか無いのである。しかし調査者は、その得られた分析結果を基に、鍛冶関連の遺構として裏付けられたとし、鍛冶遺構としての認定に自信

を深めているという悪循環に陥っている場合が多いのではないか。調査者は、発掘作業の段階での経験的直感も必要な場合もあるが、思い込みの調査

をした解釈論の前に、焼土や炭化物を多量に含んだ層準が把握され焼土面等が広がる場合で、鍛冶関連遺構を想定するならば、考古学的に実証するため、

鍛造剥片回収を目的とした土壌採取をし、さらに可能な場合には金属学的解析などの結果をも参考として鍛冶工房址としての機能を認定すべきであろう。

前述の荻鶴遺跡では、鍛造剥片を回収し、鍛冶遺構としており考古学的には認定されるものと考える。製品率について、遺構毎における製品率自体が

鍛冶関連遺構を示すかどうかは不明であるが、遺跡内で金属製品器種組成における保有率を検討していくよりは、遺跡内における傾向が把握されるもの

と考える。また、金属という材質の側面からすればリサイクルされる確率が高いと考えられるから、古墳の副葬品等の特殊な遺構とは違い、出土遺構が

直接的な所有形態はほとんど示さないと考えられる。材質に制約されるため、欠損した遺物の認定方法は難しい問題ではあるが基準を設定した上で、

製品毎における欠損率も一つの要素として考慮した上で、所有
。廃棄等を検討しなければならないと考える。
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第36図  SB269金属器出土状況図

の出土 した遺

遺構2  金属器の遺構内に出土位置を示す。 |一」は単に覆土一括を指し、 IP は遺構内ピット

取 り上げ位置を組み合わせで示

「WJは西を指し、分割方法による一NIは北、「S」 は

座標三次元座標記

われた遺物を

く遺物を「Fe

恥 黒ヽヽられてヽヽ る極 こヽ相当するもののなかで、形状から似ているものを選択 した

最大長  単位は cm。 遺
ガヽ数点第 2位まで計測したものを

が、最大厚より大きく最大長より小さいものの形状に関わら最大幅  単位は cm
は、小数点第2位まで計測したものを四捨五入した

豪天厚
‐ 軍覆iIこ 面:蓮物あ形状に関わらず計測値が、最大長・最大幅より小さいもの。値は

2位まで計測したものを四捨五入した
o。 lg。 クリーニング終了後の重量を計量 した。

した遺物のIDを 示
は実潰1図 を作成しないものとした。

第6表 属性項目一覧
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遺構 1 計

計

遺構 1 計

第7表 遺構略号一覧

一弔
第9表 遺構単位産物組成と製品率

産物略号 薦物名

製品(prOduCt)

不明(uttnOWn)
製品率OrOduCtrate)
PRFP/(P+BP+LⅨ【)

8表 産物略号一

慣構 1 潰構 2 遺構 3 座標 金属 推定 重量 梓 1図

澤

澤

○

○ Z｀リ

不

○ 不 一∩

○ 澤

○ 浮

○ 銀 具 Ю

○ Ю

○ 釘 雨

SB269
○ 刀 ⊂

津

鏃

澤

滓

○ 津

澤

刀 子

釘
ラ]Fξ l

不 リ

不

第 2床面 ○ 銃

床 lEl 不

床 面

0 刀

澤

澤

澤

澤

不 明

滓

澤

0 鏃

澤

不 明

不 明

不 明

不 明

刀子

不 明

鎌

鎌

釘

欠番

0 不 明

不 明

釘

欠番

浮

不 明

不 明

浮

不 明

刀 子

不 明

中央 刀 子

甲 夭 不 明

中央 刀 子

不 明

O 浮

NSベフレトs 刀子

釘

| ○ 刀子 O

滓

澤

浮

澤

澤

澤

甲夭 Fe l 澤 |

央 澤 |

夭 澤 |

釘 |

釘 |

釘 |

不 明 |

遺構 2 遺構3 座標 金 属 推宇器茄 最大長 最大幅 最大馬 重 量 接 図

紡錘軍

鈴

/1Nト

釘

紡錘軍 ○

澤

滓

釘

澤

籠 鈴

床面

釘

澤

刀 子

澤

刀

SE床面

面 不

津

不 明

澤

不 明

不 明

不明

刀子

竃 津

刀 子

釘

滓

籠 鏃

不 明

不明

床 面 不明

不明

不 明

不明

不 明

鎌 ○

不 明

鏃

不 明

鎌 ○

刀 子

不明

鎌

滓

床 面 浮

滓
ベルト 刀 子

○ 不 明 ○

刀子

不明

鏃

滓

・i7

滓

釘

澤

不明

鎌

滓

澤

滓

不 明

○ 不明 ○

不 明

止め具
澤

・i7
澤

第10表 金属器属性一覧
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3石器

1。石器群の概要

平田本郷遺跡第4次調査及び第5次調査では住居址、竪穴状遺構、土坑、溝等の遺構が検出され、それらは伴出した土

器の型式と考えられるものから、主として古代に帰属すると推定されている。しかしながら基盤層と遺構覆土の区別が

困難な遺跡であったようであり、それに加え調査区の土層断面及び遺構切り合い部の土層断面が諸般の制約からかあま

り記録され得なかったようであることから、それら遺構及び遺物の取り扱いには注意が必要であるものと考えられる。

石器はその多くが遺構より出土したものとされているが、住居址の欠番率が高いことや、その後の図面整理により欠番

となった遺構に帰属していた遺構間接合資料構成個体も多いことから、不明な点が多いといわざるを得ない(註 1)。

平田本郷石器群は器種組成及び石材組成等から、竃構築材を主体とすると考えられる粗質石材素材分割剥落系石器群

であると評価し得る。総点数799点 の本石器群に対し40人 日の母岩識別及び接合作業を実施したところ、接合資料85例

202点 (接合率25.3%)、 母岩別資料90例214点を確認し得た(母岩構成率26.8%)。 これら接合資料85例の内の20%に相当する

17例が遺構間接合資料であり、その内の14例が直接的な切り合い関係を持たない遺構間に分布する接合資料であった。

それら遺構間接合資料はすべてD区及びE区に分布することから、本項では以下D区及詢 区に対象を限定した。

遺構間接合資料構成個体の帰属する遺構を対象に任意の断面図に断面投影を実施し、遺構間土層対比を実施したとこ

ろ、かなり複雑な遺跡構造を呈することが明らかとなった。

2.枠組の提示(註2)

遺構主要諸元及び遺物主要諸元

遺跡の構成要素である遺構と遺物について、それぞれの調査精度及びその質量の数値化を試みたものである。稀少な

遺構や遺物の有無で決まりがちな遺跡の評価であるが、これらのデータを蓄積することにより、より客観的な評価が可

能になるものと考えられる。

石器の認定

従来使用されてきた機能名称は用いずに、なおかつそれぞれのタクソンについての分類基準、すなわちクライテリオン

を明示するように努めた。広義の石器については「素材獲得技術痕跡の認められる個体」もしくは「出土状況等から人

為的意図の想定し得る個体」と仮設した。狭義の石器については「素材獲得技術痕跡及び二次加工技術痕跡の複合体」

と仮設した。そして、二次加工の有無という定性的クライテリオンにより分離し得る、素材獲得技術構造及び二次加工

技術構造というレベルの異なる構造の関係、すなわち構造間構造を石器製作技術システムと仮設した。

単位石器群の設定

時空間的に限定された調査区内における遺構…遺物関係論としての遺跡構造論的把握を目的とし、資料操作の基本的単

位を遺構より出土した個体群、すなわち遺構単位石器群とした。遺物出土状況図を提示し得た遺構単位石器群について

は遺物取り上げ時に記録した標高最高値及び標高最低値の中央値を算出して任意の断面図に投影し、原則として標高中

央値で帰属層準を推定した。厳密には全石器群を層準単位で把握すべきであるが、本項では遺構間接合資料構成個体の

み帰属層準の推定を行った。

接合状況による個体分離順序の確定

接合資料は2イ固体が接合したのみでは同一の母岩がそれぞれの出土位置に分布したことの証明に過ぎないが、3個体以

上が接合した場合、その分離順序が確定する場合がある。それは別々の加撃による分離面が2面以上接する場合で、単純

化するとT字状に3個体以上が接合した場合の多くがそれにあたる。これをT接合と仮設しておきたい。それに対し、3個

体以上が接合しても分離順序が確定し得ないか、もしくは3個体以上が同時に分離したことが確定する場合がある。それ

は同時に2面以上の接合面が生じている場合で、単純化するとY字状ないしはx字状に3個体以上が接合した場合の多く
がそれにあたる。これをx接合と仮設しておきたい。T/x接合は石器接合関係のみならず、土器接合関係においても成立

するものと考えられる(註3)。

遺構間土層対比

分層発掘調査もしくは断面投影により遺物群を遺構内土層単位にまで細分し、遺構切り合い関係、すなわち土層堆積

順序という通時的関係態において、共時的関係態としての遺物の接合関係及び、接合関係という共時的関係態内におけ

るさらにミクロな通時的関係態として接合資料分離順序を位置付け、遺跡構造を把握する方法と仮設した。切り合い関

係を持たない遺構同士の遺構間接合資料が得られた場合、切り合い関係を持たない遺構間の土層を対比し得る。さらに

3個体以上がT接合した場合、遺物分離順序から切り合い関係を持たない遺構間の土層堆積順序を検討し得る。
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3。対象遺構群概観

本項では遺構間接合資料構成個体が出土した遺構を対象遺構とした。本来的には間接的に切り合う遺構及び、単独資

料のみが出土した遺構、さらには自然礫のみが出土した遺構まで検討対象にすべきであるが、対象遺構と直接的に切り

合うと推定される遺構までに限定して対象遺構群(Unit)と 仮称した。すなわち、遺構間接合資料出土遺構とそれに直接

的に切り合う遺構のすべてを任意のUnitと し、unit内 においては遺構間接合資料が出土していない遺構同士の切り合い

関係までを検討対象とした(註4)。

すべての遺構切り合い関係について、切つている遺構の最新土器型式期より、切られている遺構の最新土器型式期を

引いた差分を土器型式期差と仮設しておきたい。なお土器型式期がx期～とされている場合については最古土器型式期

との差分として算出したが、本来は～x期 までとすべきであろう。この数値が意味するものは切り合う遺構間における

土器型式期の開きであり、遺構切り合い関係と土器型式期とに矛盾がなければ正の値となり、逆に矛盾が生じていれば

負の値となるものと考えられる。

そして各Unit毎にすべての土器型式期差を加算した値を、そのUnit全体の土器型式期差と仮設しておきたい。加算方

式では整合性も、逆に非整合性も上乗せされることとなる。今後は加算方式とは別に、平均や標準偏差等でも試行して

みる必要があるものと考えられる。さらに、石器分離順序が確定した遺構間接合資料により結合される切り合いを持た

ない遺構間についても、石器分離順を遺構切り合い関係に次ぐものとして評価し得ることから土器型式期差を算出し得

る。住居の切り合い.関係等、地層累重の法則から導かれる土層の前後関係から相対的に仮設されるべきものが土器型式

であることから、土器型式期差を土器型式期危険値として仮設しておきたい(註 5)。

第1号対象遺構群:Unit01

わずかに切り合うSB161及びSB 162よ り構成される。HSa207R207がそれぞれの竃と考えられる位置に分布する。断面

投影での帰属層序は最上層となっているが、両個体共に竃構築材であった可能性がある。HSa210M210は SB161で は住

居址覆土に、SB162で は竃と考えられる位置に分布する。土器型式期差は±0である。

第2号対象遺構群:Unit02

SB171と それに切られるSD3-1よ り構成される。SD3… 1は遺構統廃合により別の溝に統合されている。Unit10SB269と

のユニット間遺構間接合資料HSa248R248構成個体である248は SB171住居址覆土下層に分布する。接合距離は44。 378mを

測る。土器型式期差は±0である。

第3号対象遺構群:Unit03

SB183、 SB 185、 SJ22、 SK222よ り構成される。切り合い関係を持つSB 185及 びSJ22よ り遺構間接合資料構成個体が出

土している。HSa283R283は それぞれの遺構覆土中層に分布する。HSa285R285は SB 189、 SJ22及 びUnitlosB269に 分布

し、ユニット間遺構間接合関係を有する。最長接合距離は30.592mを 測る。HSa302R302は SJ22か らはunito4SB 189と の

ユニット間遺構間接合資料構成個体が出土している。最大接合距離は16。 146mを 測る:ユニット全体での土器型式期差

は±0である。

第4号対象遺構群:Unit04

SB 189、 SB 198、 SB200、 SK244、 SP324、 SP325よ り構成される。SB 189よ り遺構間接合資料構成個体が出土してい

る。HSa302R302は Unit03SJ22と のユニット間遺構間接合資料である。接合距離は16.146mを測る。302は SB189竃袖部の

構築材であった可能性がある。ユニット全体での土器型式期差は+4である。

第5号対象遺構群:Unit05

SB202、 SB203、 SB204、 SB207、 SK247、 SK248よ り構成される。sB203と SB204に は直接的切り合い関係は持たない

が、それぞれUnit10SB269と のユニット間遺構間接合資料であるHSa312R312、 HSa316R316が分布する。312は SB203の

竃と考えられる位置に分布する。接合距離は22.259mを 測る。316は SB204遺構覆土中層に分布する。接合距離は23。 169m

を測る。ユニット全体での土器型式期差は+3である。

第6号対象遺構群:Unit06

SB218、 SB233、 SD28、 SJ18、 SJ23、 SK280、 SP402、 SP435よ り構成される。SB218に はUnito7SB254と のユニット間

遺構間接合資料HSa353R353構成個体である353が遺構覆土上層に分布する。接合距離は10。 999mを測る。SB233に は

Unit10SB269と のユニット間遺構間接合資料HSa396R396構 成個体である396が遺構覆土中層に分布する。接合距離は

26.485mを 測る。SJ23に はUnit12SJ33と のユニット間遺構間接合資料であるCoSa645R645が分布する。接合距離は

18。 075mを 測る。ユニット全体での土器型式期差は-2である。
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第7号対象遺構群:Unit07

SB217、 SB225、 SB226、 SB254、 SB255、 SJ19、 SP383、 SP404よ り構成される。sB254に はUnito6SB218と のユニット

間遺構間接合資料HSa353R353構成個体である480が竃と考えられる位置に分布する。接合距離は10.999mを 測る。sB255

にはUnito8SB243と のユニット間遺構間接合資料であるHsa426R426構 成個体である502が竃と考えられる位置に分布す

る。接合距離は17.688mを 測る。ユニット全体での土器型式期差は-4である。             |

第8号対象遺構群:Unit08

SB243、 SD34、 SJ26、 SJ27、 SJ28、 SK301よ り構成される。SD34及 びSK301を 除くすべての遺構が欠番 となってい

る。SB243に はUnit07SB255と のユニット間遺構間接合資料HSa426R426構成個体である426が分布する。接合距離は

17.688mを 測る。SJ26に はUnitloSB269と のユニット間遺構間接合資料HSa546R546構成個体である646が分布する。接合

距離は12.306mを 測る。ユニット全体での土器型式期差は±0である。

第9号対象遺構群:Unit09

SB206、  SB213、  SB252、 SB253、  SB256、  SB267、  SK267、 SK268、 SK320よ り構成される。sB253に はUnitlosB269と

のユニット間遺構間接合資料Gr472R472構 成個体である472が遺構覆土上層に分布する。接合距離は9。 988mを 測る。

SK267に はUnitlosB269と のユニット間遺構間接合資料CoSa562R562構成個体である665が遺構覆土上層に分布する。接

合距離は16.479mを 測る。ユニット全体での土器型式期差は111である。

第10号対象遺構群:Unit10

SB244、  SB251、  SB268、  SB269、  SB271、  SD38、  SD40、  SK313、 SK297、  SK298、  SK300、 SK345、 SK346、 SP427、

SP434に より構成される。SB268に は切り合い関係を持つSB269と の遺構間接合資料G`72R472構成個体である516が遺構

覆土中層に分布する。SB269に はUnito2SB171と のユニット間遺構間接合資料HSa248R248構成個体である584、

Unit03SB 185及 びSJ22と のユニット間遺構間接合資料HSa285R285構成個体である556、 Unit05SB203と のユニット間遺構

間接合資料HSa312R312構 成個体である549、 Unit05SB203と のユニット間遺構間接合資料HSa316R316構 成個体である

551、 Unit06SB233と のユニット間遺構間接合資料HSa396R396構 成個体である594、 Unit08SJ26と のユニット間遺構間接

合資料HSa546R546構成個体である546、 Unit09SB253と のユニット間遺構間接合資料Gr472R472構成個体である561及 び

601、 Unit09SK267と のユニット間遺構間接合資料CoSa562R562構成個体である562、 UnitllSB273と のユニット間遺構間

接合資料HSa589R589構成個体である589が、561を 除いては遺構覆土中層に集中的に分布する。561の みが最下層に分布

するが、石器分離順序では最も新しく分離していることが確定している。さらに、SB269断面図にはSD40がかかってい

るものの、断面投影の結果石器の集中分布域にSD40の立ち上がりがかかってしまう等の問題が残る。ユニット全体での

土器型式期差は算出不能である。

第11号対象遺構群:Unitl l

切 り合い関係 を持つSB273及 び、掘立柱建物址構成ピットであるsP500よ り構成される。sB273遺構覆土下層には

Unit10SB269と のユニット間遺構間接合資料構成個体である728が分布する。接合距離は本調査区最長である52.307mを

測る。土器型式期差は不明である。

第12号対象遺構群:Unit12

本ユニットはすべての遺構が欠番となっている。SB241、 SJ24、 SJ25、 SJ33よ り構成される。SJ33に はUnito6SJ23と の

ユニット間遺構間接合資料であるCOSa645R645構 成個体である657が遺構覆土下層に分布する。接合距離は18。 075mを測

る。ユニット全体での土器型式期差は-2である。

4./Jヽ糸吉

本項では、石器接合資料及びその分離順序と、遺構の切り合い関係を主軸とし、遺構切り合い関係/石器分離順序/

土器型式編年の三者による交差検定を試みた。しかしながら最優先されるべき遺構切り合い関係に不明な点が多かった

為、一部で遺構切り合い関係を優先すれば石器分離順序及び土器型式期と矛盾が生じ、土器型式期を優先すれば遺構切り

合い関係が矛盾するという結果となった。このような複雑な遺跡構造が明らかになった原因として考え得ることは、まず

第一に遺構検出面の設定が困難であつた可能性がある。第二に、遺構切り合い関係及びそのプランを誤認した可能性が

ある。第三に、土器型式期という仮設そのものが検証されていないことから、土器型式期の設定に問題がある可能性も

排除しきれず、逆に土器型式の設定は正しかったが使用法に問題があつた可能性もある。石器接合資料は同下母岩関係

の証明であり、その分離順序は図示可能で信頼性が高いものといえるが、やはりすべての軸となるのは現場段階での

土層の水平/垂直分布の把握であることを再確認する結果となった(註 6)。
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[補註]

註1

切り合い部分の断面図及び写真があまり残されていない為、平面図のレベルより推定した部分があり、一部では遺構切り合

い関係が無限循環に陥っていると考えられる部分があることをお断りしておく。なお、本石器群整理作業においては作業効

率を重視し、遺構図トレース及び断面投影等のOA化 を試みた。遺構原図をスキャニングし、ベクタライズを実施した為、遺

構原図には忠実であるが本編での遺構図と若干食い違う部分もある。また、欠番とされた遺構についても一般的な住居址の

平均的なプランを大きく凌駕する長距離接合資料が含まれる遺構が存在することから、可能な限り原図に忠実にそのまま掲

載した。

註2

これまでに粗質石材素材分割剥落系石器群を対象とした平瀬遺跡報告書等に重複する部分がある為、変更の無かった項目に

ついては割愛させて頂いた部分もある(太田 2000,2001,2002)。 参照して頂きたい。

註3

石器での母岩とは土器での「個体」に、個体とは「破片」にそれぞれ相当するものと考えられる。しかしながら、所謂完形

ではない分離した破片状態で出土する土器片に意味を見出そうとするならば、認識し得る最小単位として「破片」を個体的に扱

うべきではなかろうか。

註4

竃構築土と住居址覆土の分離が現場段階であまりなされなかったようであることから、これまでに平瀬遺跡、岡の宮遺跡等

で実施した土層の遺構埋没段階/床面施設埋没段階/遺構構築段階への抽象化は行わなかった。

註5

これらすべての土器型式期差は、「層位は型式に優先する」とするならば土器型式期危険値と評価し得る。逆にもし仮

に、「型式は層位に優先する」とするならば、遺構切り合い関係危険値と評価することもできる。しかしながら、地層累重

の法則及び、土器型式期が分層発掘調査の結果から仮設されたものばかりとはいい難いというのが現状であると考えられる

ことから、土器型式期危険値として仮設しておきたい。土器型式の設定方法及びその設定過程が明示されることはあまり多

いとはいえないものと考えられ、さらに仮設としての土器型式が何の検証もなされぬまま適用されることもままあるように

思われるからである。なお、地層累重の法則から仮設すべき土器型式で、遺構切り合い関係すなわち土層の堆積順序を決定

して掘削するという行為は、方法論的循環に陥っている可能性が極めて高いといわざるを得ない。むしろ単純に、すべての

土器を個体識別番号で管理し、出土位置及びその帰属層序を把握し、すべての接合関係及びその分離順序を把握し、個体識

別番号及び接合情報を実測図に反映し、それらすべての情報から遺構間土層対比を実施するのも有益なのではなかろうか。

遺構内土層単位にまで遺物群を細分し、その接合関係及びその分離順序から遺構間の土層を対比した時、土器型式期という

単位はやや大き過ぎるきらいがある。分離段階で機能が停止するものと考えられ、また破損状態での転用の可能性が低いと

考えられる土器群に対して遺構間土層対比を適用し得た時、より厳密な共時的関係を追求し得るものと考えられる。またそ

の作業過程において、土器型式論にも有用な情報が得られるように思われるι

註6

本項においては層位は型式に優先するとしたものの、本調査区においては遺構の欠番率が高く、遺構切り合い関係を検討し

得る情報も少ないことから、不明な点が多いといわざるを得ない。しかしながらそれは制約の多い緊急発掘調査の精度に起

因する部分も多いものと考えられ、方法論的及び論理的には問題は少ないものと考えられる。

[主要引用・参考文献]

内堀 団 2002「土器・金属器」『堀の内遺跡Ⅲ』松本市教育委員会pp9～ pp13
太田圭郁 2000「石器」『平瀬遺跡Ⅱ』松本市教育委員会pp93～ pp122

2001「石器」『岡の宮遺跡 I』 松本市教育委員会pp9～ pp14,pp25～ 29

2002「石器」『堀の内遺跡Ⅲ』松本市教育委員会pp8

加島泰祐 2001「調査概要とまとめ」『平田北遺跡Ⅵ』松本市教育委員会pp10

堀 久± 2002「石器」『新村遺跡』松本市教育委員会pp83～ pp85
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凡例

①本調査において回収された石器及び自然礫はすべて個体識別番号により管理している。個体識別番号は3桁のアラビア

数字で表記した。母岩識別及び接合作業により確認された接合資料及び同一母岩資料は、それぞれを構成する先頭
の個体識別番号に石材略号を冠して母岩番号とし、接合関係によって成立するグループには「R」 を、同一母岩関

係によって成立するグループには「M」 を冠して接合番号とした。

②本項における層序は第4～ 25図での呼称と異なるものがある。対応関係が不明なものについてはUKと した。

③グリッドの座標はNttDⅦを原′点とし、南西交′点で呼称している。すべて騨 位でNSが南北、Ⅳ が東西方向を表す(真北)。
④遺構帰属時期は第2章第3節の土器型式編年によるものと考えられる推定時期を引用した。

⑤第39図においては遺構間接合資料構成個体が回収された遺構を対象遺構とし、対象遺構と直接的切り合い関係を持つ

遺構群をユニット(UnitJuと仮称した。なお本図での全体図は現場段階において作成された12ooの ものを用いている。

⑥第42～ 49図においては遺構間接合資料が回収された遺構を断面投影の対象とした。

対象遺構と直接的切り合い関係を持つ遺構は原則として表示した。間接的切り合い

関係を持つ遺構についてはほとんどが割愛してある。断面投影は原則として遺構

長軸断面に対 し標高最大値 と標高最低値の中央値で実施 し、帰属

層序の推定を行った。なお、第48図 Unit10に おいては遺構間接合

資料が集中することから遺構内接合関係等は割愛してある。

⑦第40～ 51図において用いた記号は右のとおりである。

遺構間接合関係
母岩番号 接合番号 接合相手ID

接合先遺構番号ID 接合距離

遺構間同一母岩関係 釘羊繁綸査■卜曇客翼看署暮号

遺構略号 遺構名
SB 住居址
SD 溝状遺構

竪穴状遺構
SK 土坑

ビット

TK 検出面
TT トレンチ

TY 排土

第13表 遺構略号一覧

石材略号 石材名
An 安山岩
CrAs 溶質凝灰岩
Di 閃緑岩
GrAD 半花商岩
Gr 花同岩
CoSa 礫質砂岩

砂岩

HSa 硬砂岩
Sh 頁岩

MeTu 変質凝灰岩
Tu 凝灰岩

粘板岩
Ch チャー ト

千枚岩
CrSc 結晶片岩
MiSc 雲母片岩
Ho ホルンフェルス

Ou 石英

第14表 石材略号一覧

調査区壁面長:a 断面図取得調査区壁面長も b/a 調査区壁面断面図取得率 %

調査面積:c 遺構検出面Z座標測点数:d d/c 測点分布密度 x点/平米
c/d 測′点分布 x平米/点

遺構数:e 断面図取得遺構数f f/e 遺構断面図取得率 %

断面写真撮影遺構数:g g/e 遺構断面写真取得率 %

遺構切り合い部分上断面図取得切り合い部I 1/h 切り合い部断面図取得率 %

断面写真撮影切り合い部:i i/h 切り合い部断面写真取得率 %

11表 遺構主要諸元

接合個体数 (202点 )

平均稼働人数2.2人/実働40人 日
接合・母岩識別作業日数 (18日 )

A■総回収個体数 799点 単独率 (100-接合率) 74.7%
Rn:接合イ固体数 202′点 接合率 (Rn/An) 25。3%
S■同一母岩個体数 12′点 同一母岩率 (Sn/An) 1.5%

M■母岩別資料構成個体数 214′点 母岩構成率 (Mh/An) 26.8%

M:母岩数(R:接合母岩数) 90(85)例 平均接合個体数 (Rn/R) 2.4

xn:三次元座標記録個体数 723′点 三次元座標記録率 (Xn/An) 90.5%
D■遺構帰属個体数 774′点 遺構帰属率 (Dn/An) 96。9%
第12表 遺物(石器群)主要諸元 第38図 接合作業経過グラフ
器種略号 器種名 仮設定義
C 石核 剥離調整の痕跡としての剥離痕が認められる個体

剥片 剥離調整の痕跡としての剥離面が認められる個体
RF 二次加工ある剥片 二次加工の施された剥片

礫 剥離、剥落、研磨、敲打、折れのいずれの痕跡も認められない個体
PT 礫片 自然為による剥落の痕跡が認められる個体
PTl 礫片1類 剥落及び折り取りもしくは折れの痕跡が認められる個体
PT2 礫片2類 被熱による剥落の痕跡が認められる個体
PT3 礫片3類 折り取りもしくは折れの痕跡及び被熱破砕痕跡の両者が認められる個体
PTC 礫片複合 PTl、 PT2、 PT3のいずれかを素材とし、剥離、研磨、敲打技術が認められる個体

礫石器1類 礫を素材とし、凸面に敲打技術が施されたか、もしくは敲打技術により凸面の形成された個体
P2 礫石器2類 礫を素材とし、凸面に研磨技術が施されたか、もしくは研磨技術により凸面の形成された個体
PC 礫石器複合 礫を素材とし、研磨、敲打、まれには剥離技術までもが複合して認められる個体
Ws 砥石状石器 平坦面に研磨技術が施されたか、もしくは研磨技術により平坦面の形成された個体
15表 器種略号一覧

石材略号 C Ⅲ PT PTl PT2 PT3 PTC P2 PC Ws 計 接合イ固体数 接合率 石材略号
An 50.0% An
CrAs 1 CrAs
Di 1 1 Di
GrAD 1 1 GrAp
Gr 35 17。 1% Gr
CoSa 1 1 38.1% CoSa
Sa 1 22 18.2% Sa
HSa 232 133 640 164 25.6% HSa

1

MeTu 1 50.0% MeTu
Tu Tu

87.5%
Ch Ch
Ph

CrSc CrSc
MiSc MiSc
Ho 14。3% Ho
Ou Qu
計 43 196 155 799 202 25。3% 計

接合個体数 1 74 25 202 接合個体数 接合率 石材略号
接合率 10.0% 4.3% 29.7% 18.6% 37.8% 16。 1% 40.0% 25。3%
石材略号 C RF PT PTl PT2 PT3 PTC P2 PC Ws 計

第16表 石材単位器種組成
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出土遺構 1 An CrAs Di GrAp Gr CoSa HSa MeTu Ch CrSc MiSc Ho Qu 計

SB 124

SB 126 1 1

SB 127 1 1

SB129

SB 132 1

SB133

SB138

SB 140

SB 144 1

SB 145

SB146 1

SB150

SB152 1

SB 155 20

SB 158

SB159

SB161

SB 162

SB 167

SB 168

SB171

SB 174

SB 175

SB 183

SB184 1

SB 185

SB189 1

SB200 1

SB203

SB204 1

SB206

SB213 1 1

SB214 6

SB217 1 1

SB218

SB220

SB225 1 1

SB226 1

SB230(欠 番

SB233

SB234(欠 番 1 1

SB236

SB238(欠 番) 1 1

SB241(欠 番)

SB243(欠 番|

1

SB244(欠 番) 1

SB250 29

SB251

SB252

SB253 1 1

SB254 1

SB255 1 1

SB256 1 1

SB268 1 1

SB269 1 1

SB271

SB272 1

SB273 1 1 1

SD27 1 1

SD28 1

SD36
SJ22

SJ23 1

SJ26(欠番)

SJ33(欠 番) 1 6

SJ35

SJ37 1 1

SJ39

SJ40

SJ44

SK198

SK267 1

SK290

SK322
SK324
SK345 1

SK346

SK347 1

SP358 1 1

SP365 1

SP483 1

TK 1 1

冨

lI「3

TY

計 640 1 1 1 799

出土遺構 1 An CrAs Di GrAp CoSa HSa MeTu Tu Ch CrSc MiSc Ho 計

第17表 遺構単位石材組成

出土遺構 1 U PT PTl PT2 PT3 PTC P2 Ws 計

1

1 1

1

1

1 1

44

1 1

1

7 1

1 1

1 1

1 1

1

1 1

74 1

1 1

1

1

SB 189

SB200

SB203 1

SB204

SB206

SB213 1

SB214

SB217 1 1

SB218

SB220 3

SB225 1 1

SB226 1 1

SB230(欠 番)

SB233 1 1 1

SB234(欠 番) 1 1

SB236

SB238(欠 番) 1 1

SB241(欠 番)

SB243(欠 番) 1 1

SB244(欠 番) 1 1 1

SB250

SB251 1

SB252 1

SB253

SB254

SB255

SB256

SB268 1

SB269 1 22 1 1 1

SB271 1 1

SB272 1

SB273

SD27 1

SD28 1 1

SD36 1 1

SJ22 1

SJ23 1 1

SJ26(欠番) 1

1

SJ33(欠 番) 1 1

SJ35 1

SJ39 1

SJ40 1 1

SJ44 1 1 1

SK198 1

SK267 1 1

SK290 1 1

SK322 1

SK324 1 1

SK345 1

SK346 1 1

SK347 1 1

SP358 1

SP365

SP483 1 1

rK 1

Ш

Ⅱ 3 1

TY 1

計 1 286 196 1 1 799

出土遺構 1 即 PTl PT3 PTC Ws 計

第18表 遺構単位器種組成
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母岩番号 接合番号 DO内非接合 出土遺構・層準 翻 固羽蛯茨 指M固働 残存率 重量o 遺構切 り合い関係 景|IΠ籠。イト害‖Л旧序

S1001 R001 001,002,0033004

001(SB 145覆土),002(SB 145覆 土),003(SB 145覆 土),
004fSB 145覆土 ) 単一遺構内 (001+002)+003+004

HSa009 R009 009.012 009(SB 124No。 6).012(SB124No。 9) 2/5 3270.0 単一遺構内 009+012
HSa010 R010 010.015 010(SB124No。7).015(SB124No.12 3/4 3234.0 単一遺構内 012+015
HSa027 R027 027.028 027(SB127No。9).028(SB127No.10 470.0 単一遺構内 027+028
HSa038 R038 038.039 038(SB129No。 1),039(SB129No.2 8480.0 単一 慣 構 内 038+039
HSa041 R041 041.042 041(SB 132No.5).042(SB132No。 6 1346.0 単一遺構内 041+042
HSa078 R078 078.096 078(SB 140No.22),096(SB 140竃 No.50) 1/2 9238.0 単一遺構内 078+096
HSa082 R082 0823090 082(SB 140No.26):090(SB140No.43) 942.0 単一遺構内 082+090
HSa084 R084 084.093 084(SB 140No。 28).093(SB1401■ No。 47) 2/3 7800。 0 単一遺構内 084+093

HSa085 R085
085,087,092,094,

100

085(SB 140No.36),087(SB140No。 40),092(SB 140竃 No.46),

094(SB 140竃No。 48).100(SB 140床 ) 3/5 15172.0 単一遺構内 10卜 '092→ (0851087刊942
HSa105 R105 105,107.110 105(SB 144No。4),107(SB144No。 6),110(SB 144No。 9 3/5 4286.0 単一 揖 構 内 105+110+102
HSa121 R121 121(SB152No。 21).156(SB 152No.56) 1/2 8842.0 単一遺構内 121+156
HSa139 M139 139)。 (152) 139(SB 152No.39).152(SB152No.52) 単一遺構内

HSa145 R145 145,160 145rSB 152No。45).160(SB 152No。 60) 1/4 5696.0 単一遺構内 145+160
HSa153 R153 153.170 153(SB152No.53)、 170(SB152NE) 1196。 4 単一遺構内 153+170
HSa154 R154 154.155 154rSB 152No.54).155rSB152No.55) 1/2 5171.0 単一遺構内 154+155
An158 R158 158、 162 158(SB152No.58)。 162(SB152No。 62) 1286.0 単一遺構内 158+162
HSa184 R184 184.185 184(SB155No。 15),185(SB 155No。 16 2/3 1812.0 単一遺構内 184+185
HSa189 R189 189,190 189fSB155No。 20).190(SB155No.21) 714.0 単一遺構内 189+190
HSa200 R200 200.201 200(SB158No。6).201(SB158No.7) 3/5 7700.0 単一遺構内 200+201
HSa207 R207 207.223 207(SB161No.8).223(SB162No。 9ヽ SB 162←SB161 207+223
HSa210 M210 (210)。(231 210(SB161No.11).231(SB 162No.21 SB162← SB161
HSa211 R211 211.212 211(SB161No.12),212(SB161No.13 2/3 7814.0 単一 潰 構 内 211+212
HSa219 R219 219.221 219(SB 162No。 6).221(SB162No。 7) 4710.0 単一遺構内 219+221

HSa225 R225
225,228,229,230,

234

225(SB 162No。 13

230(SB 162No。 20
,228(SB 162No.16),229(SB162No.17)
.234`SB 162-) 11509.5 単一遺構内

(225+229)→ (234+欠落+
230)+228

HSa242 R242 242.243 242(SB 168No。 1).243(SB168No。 2) 1/2 9620.0 単一遺構内 242+243
HSa248 R248 248.584 248rSB171No.10 .584rSB269No。 92) 6990.0 切 り合 い無 し 248+584

HSa249 R249
249,254,257,258

259,260

249(SB 174竃No.

258(SB174No。23
),254(SB17佃 o。 19),257(SB174No.22),

9259(SB174No。 24),260(SB174No。 25) 3/5 8506.0 単一遺構内

A:(257+258)B:249+260
C:(254+259)A+B→ C

S1250 R250 250.252.256 250(SB174iONo。 2)、252(SB 17ZttTo。 17)。 256(SB174No.21 1/2 6688.0 単一遺構内 252- (250+256)
HSa266 R266 266.267 266(SB183No.6).267(SB183No。 7) 1/2 1844.0 単一遺構内 266+267
HSa274 R274 274,275 274fSB183No。 18).275(SB 183No。 19ヽ 2/3 1808.0 単一遺構内 274+275
HSa283 R283 283.641 283(SB 185No。 4).641(SJ22No:18 2/3 3122.0 SB 185← SJ22 283+641

HSa285 R285 285.556.635 285(SB 185No.7),556(SB269No.61),635(SJ22No.12) 5680.0 切り合い無し 同時

HSa302 302.629.642 302(SB189No。 18).629(SJ22No。 5-1).642(SJ22No.19 3/5 9078.0 切 り合い無し 642→ (302+629)
HSa312 R312 312.549 312(SB203No。 10)ぅ 549(SB269No。 54) 3/5 6874.0 切 り合い無 し 312+549
HSa316 R316 316.551 316(SB204No。 1).551(SB269No.56 2/3 4039.0 切 り合い無 し 316+551

HSa338 R338 338,340,350

338(SB218No。6-1),340(SB218No.7-1)

350rSB218No.13-1) 4/5 6030.0 単一遺構内 338+350+340
Sa341 M341 341)。 (356) 341(SB218No。7-2).356(SB218No。 17 単一遺構内
HSa353 R353 353.480 353(SB218No.15-1),480(SB254No.15 1/2 4695.0 切り合い無し 353+480
HSa354 R354 354.360 354(SB218No。 15-2)。 360(SB218No。 21 1/2 1842.0 単一遺構内 354+360
HSa379 R379 379.473 379(SB226No。10).473(SB254No.8 4/5 5210.0 SB254← SB226 379+473
HSa396 R396 396.594 396(SB233No。 3).594(SB269No。 102) 3/5 6487.0 切 り合 い無 し 396+594
G404 M04 404。405 404(SB236No。 10)。 405(SB236No。 11 10850。 0 単一遺構内 404+405
HSそ426 M26 426.502 426rSB243No.1).502(SB255No.25) 1/2 10668.0 切 り合 い無 し 426+502
HS〔431 R431 431.438.456 431(SB250No。23).438(SB250No.30).456(SB250No.47-2 3/4 3128.0 単一遺構内 438+431+456
HS(432 R432 432.433 432(SB250No。24),433(SB250No。 25) 5179。 0 単一慣 構 内 432+433
HS(439 M39 439,460 439rSB250No。 31)。460(SB250No.50-2) 1 2082.0 単一遺構 内 439+460

M42 M42 442,443,454,458

442(SB250No.34),443(SB250No。 35),454(SB250No。 46-2)

458rSB250No.49) 15204.0 単一遺構内 442→ (458+454)+443
HSa449 R449 449.450.452 449(SB250No。41).450(SB250No。 42).452(SB250No.44) 3/5 2114.0 単一遺構内 同時

HSa468 R468 468.471 468(SB252No.2),471(SB252No.5) 2/3 608.0 単一潰 構 内 468+471

G472 M72 472.516.561.601

472(SB253No。 1),516(SB268No。 9),561(SB269No。 66-1)

601(SB269No。 109) 1/2 7694.0 切 り合い無 し 472/516→ (561+601)
CoSa4 89 R489 489,494 489(SB255No。6).494(SB255No.11 1/2 5316.0 単一遺構内 489+494
Sa513 R513 513.599。 (693) 513(SB256No.13).599(SB269No。 107).693(■ l S75E12付 近 ) 2892.0 切 り合い無し 513+599
HSa523 R523 523.590 523(SB269No.22),590(SB269No.98) 2/3 単

二
遺構内 523+590

HSa524 R524 524.550 524(SB269No。 23)。550(SB269No.55 1/2 4836.0 単一遺構内 524+550
HSa528 R528 528.580 528(SB269No。34),580(SB269No。 88) 5390。 0 単一揖 構 内 528+580

Ho531 R531 531.622.623

531(SB269No.37),622(SB269中 央集石部 ),
623(SB269中 央集石部) 420.0 単一遺構 内 同時

HSa532 R532 532.579 532rSB269No.38)。 579rSB269No。 87) 2/3 1264.0 単一遺構内 532+579
HSa534 R534 534.537.577 534(SB269No。40).537(SB269No.43)、 577(SB269No。 85) 3/4 3942.0 単一遺構内 534+537+577
HSa542 R542 542.565 542(SB269No。 48).565(SB269No.69) 3/5 5665。 0 単一遺構内 542+565
HSa546 R546 546.646 546(SB269No。52-1).646(SJ26No。 1 2176.0 切り合い無し 546+646

HSa547 R547 547,570,620

547(SB269No。96):570(SB269No.77),

620(SB269中 央集石部) 1/2 1764.0 単一遺構内 570- (547+620)
HSa554 R554 554.610 554(SB269No.59).610(SB269ビ ット18No。 3) 4957.0 単一遺構内 554+610

Sa555 R555 555.`608)。 615

555(SB269No.60),608(SB269ビ ット18No.1)

615(SB269覆 土 ) 1/4 1250.0 単一遺構内 555+615
CoSa562 R562 562、665 562(SB269No.66-2),665(SK267No。 1 13130.0 切 り合い無 し 562+665
HSa576 R576 576.582 576(SB269No。84).582(SB269No.90) 1094.0 単一遺構内 576+582
An585 R585 585.586 585(SB269No。93).586(SB269No。 94) 1/3 7156.0 単一遺構内 585+586
HSa589 R589 589,728 589rSB269No。 97)。728fSB273No。 42) 2/3 9475.0 切 り合い無 し 589+728
Sa612 M612 612(SB269Sヽ 今.613(SB269Sヽり 単一遺構内
HSa618 R618 618.619 618(SB269中 央集石部),619(SB269中央集石部 ) 416.0 単一遺構内 618+619
CoSa645 R645 645.657 645(SJ23No.2).657(S」 33No.6) 2/3 10415.0 切 り合い無し 645+657
HSa648 R648 648.691 648(SJ31No.2).691(■ ・S75E12付近 ) 854.0 不 明 648+691
HSa653 R653 653,654 653(SJ33No。 2).654(SJ33No.3 2018.0 単一遺構内 653+654
Sa677 M677 (677)。(683) 677(SD27)、683(TK) 0 不 明

HSa701 R701 701.753 701rSB273No.15).753rSB273No.67) 1006.0 単一遺構内 701+753
HSa709 R709 709.718.722 709(SB273No。23).718(SB273No.32)。 722(SB273No.36) 1/4 2950.0 単一遺構内 722- (709+718)
HSa723 R723 723.740 723(SB273No。37),740(SB273No.54) 1/4 936.0 単一遺構内 723+740
HSa724 R724 724,725 724(SB273No.38)、 725(SB273No.39) 1/3 4144.0 単一遺構内  | 724+725
HSa727 R727 727.758 727(SB273No。 41)。 758(SB273ビ ット2No.3) 7690.0 単一遺構内  | 727+758
CoSa729 R729 729,744 729(SB273No.43)。 744(SB273No.58 1/4 4119.0 単一遺構内  | 729+744
HSa735 R735 735。746 735(SB273No。49),746(SB273No。 60) 2/5 1486.0 単一遺構内  | 735+746
HSa738 R738 738,739 738(SB273No。52),739(SB273No.53) 2/3 2370.0 単一遺構内  | 738+739
MeTu751 R751 751.752 751(SB273No.65).752(SB273No.66) 4/5 674.0 単一遺構内 751+752
HSa768 R768 768.769 768(SИONo.6)。 769(SJ40No.7 2/5 1158.0 単一遺構内 68+769
HSa770 R770 770,775,776 770(SP10No。 8).775(SИ ONo。 13).776(SJ40No.14) 1/4 7470.0 単一遺構内  | 775- (770+776
HSa772 R772 772.784.786 772(SJ40No.10)784(Sレ 10No。 22).786(S:И ONo。24) 954.0 単一遺構内  | 同時
HSa777 R777 777.778 777(SИONo。 15),778(SJ40No。 16) 2/3 4397.01 単一遺構内  | 777+778
HSa780 R780 780.782 780(SИONo。 18)。 782((SИ ONo。20) 1/2 1232.01 単一遺構内  | 780+782

HSa796 R796
796,797,798,800,

802

796(lT3No.2),797(W3No。 3-1),798(W3No.3-2),

800(TT3No.5).802(TT3No。 7) 5902.0 不 明

A:797-→ 800B:802-→798

(A+B)―→796
HSa796 R799 799.801 799(lⅥ :3No。 4)、 801(宵 3No.6) 830。 01

|不 明 799+801

第19表 母岩別資料一覧
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D区基本土層
記録地点

SB 198欠 番

.E27S54

ＳＢ２。４

　

　

一
ｓＢ２０７

SB203

Unit05

sB254 EwO s74

sB2l3 )--- @ ----

SK265

SB218 ｀

・ W12S84 S厖 3

D区基本層序
1:灰色土

2:灰色土

黄色土塊少量

3:淡灰色土

黄色土塊少量

4黄灰色土
5:暗灰色土

鉄分多量

6:灰色土

鉄分少量

7:灰色粘質土

8:灰褐色土

9:暗灰色土

鉄分多量

E区基本土層
記録地点

―

O

甲
二基」望肇

辱 E区基本層序
1:灰褐色土

小礫少量 ,黄褐色土粒多量

2:黄褐色土

小礫少量

3:灰色土

鉄分少量,黄褐色土粒多量,やや粘質
4:灰色土
鉄分多量,やや粘質
5:灰褐色土
鉄分多量,灰色土粒多量
6:暗灰色土
鉄分多量,小礫少量,やや砂質
7:暗灰色土
鉄分多量,黄褐色土粒多量,やや砂質
8:灰褐色土
鉄分多量,礫中量,砂質
9:暗灰褐色土
鉄分多量,礫中量,砂質

o       (全 体図1:600)       30m
|

0       (拡 大図 1:250) 12m

第39図 遺構間接合資料出土遺構分布図
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HSa285 R285

SB185 2層

635

Unit03

SJ22 2層

SB269 7層

HSa302 R302

629

Unit03

SJ22 2層

642    302
Unit03      unit04
SJ22 1梶彗  sB189 3層

HSa283 R283

283  鴫   641

Unit03   Unit03
SB185 2層  SJ22 2層

HSa207 R207

HSa379 R379

HSa248 R248

CoSa645 R645

HSa353 R353

HSa589 R589

鍋 職m層
Unit06

SJ23断面図無し

HSa312 R312

Unit10

SB269 7層

HSa316 R316

Unit10

SB269 7層

CoSa562 R562

観 纏
Unit10

SB269 7層

Sa513 R513

乳
SB269 7層

%3/伽媚
Unit06

SB218 1層

“6♂
/挽

;7層

Unit08

SJ26 UKl層

HSa546 R546

HSa426 R426

艶:: 426
Unit08

SB243■ IK2層

HSa396 R396

靴:  警
SB233 2層

(全体図 1:600)

(接合線詳細 1:1200)

３０ｍ
∃

６０ｍ

248

Unit02

SB171 2層

584

Unit10

SB269 7層

Unit10

SB269
3層

728

Unitl l

SB273 1層

Cヒ472M72
561

Unit10

SB269

最下層

虔:     籠

第40図  遺構間接合資料分布図
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第20表 石器属性一覧(重量:g単位)
D 地区 遺構 1 遺構2 層 序 器 種 重 量 石 材 母 岩 格 谷 備考

A区 覆 土 未確 Ws S1001 R00
002 A区 覆土 木確定 Ws S1001

A区 覆 土 未確定 Ws S1001 R00
004 A区 覆土 未確定 Ws S1001

A区 覆 土 未確定 PTC 73.5 ⅣIiSc 単 独

A区 覆 土 未確定 Ws 392.0 ⅣIcTu 単独

007 B区 No.4 未確定 PTC 2266.0 HSa 単独

B区 No.5 未確定 PTC 1280.0 HSa 単独

009 B区 No.6 木確定 PT3 2560.0 HSa HSa009 R009
B区 No.7 未確定 PTl 884.0 HSa HSa010 R010
B区 No.8 未確定 PTl 718.0 HSa 単独
B区 No.9 未確定 PT3 710.0 HSa HSa009 R009
B区 No。 10 未確気 PTl 2454.0 HSa 単独
B区 No.11 未確定 PTl 5600.0 HSa 単独

B区 No。 12 未確定 2350.0 HSa HSa010 R010
016 B区 竃 木確定 2815.0 HSa 単独
B区 No.1 未確定 PTl 1262.0 Gr 単独

B区 No.2 未確定 640.0 CoSa 単独
019 B区 No。 4 来確定 1386.0 Ho 単独

B区 No.7 未確定 PT3 184.0 HSa 単独
021 B区 No.14 未確定 PTl 1470.0 An 単独

022 B区 No。 4 未確定 PT2 2224.0 HSa 単独

023 B区 No.5 未確定 PTl 1548.0 HSa 単独
B区 No.6 未確定 PT3 3415。 0 HSa 単独

025 B区 No7 確 定 PTC 994.0 HSa 単独
B区 No.8 未確定 PTC 998.0 HSa 単独

027 B区 No.9 未確 PT3 370。 0 HSa HSa027 R027
028 B区 27 No.10 未確定 PT3 100.0 HSa HSa027 R027
029 B区 No.11 未確定 PT3 1022.0 HSa 単独

030 B区 27 No.12 未確定 PT3 1204.0 HSa 単独
B区 27 No。 13 来確定 PTl 4355.0 単独

032 B区 27 No.14 確 定 PT3 1966.0 HSa 単独
B区 27 No.15 未確定 2505.0 HSa 単 独

034 B区 27 No。 16 未確定 PTl 1566.0 HSa 単 独

035 B区 27 No.17 未確定 PTl 1392.0 HSa 単独
B区 竃 未確定 Ws 322.0 単独

037 B区 27 竃 未確定 600.0 HSa 単独

B区 29 No。 1 未確定 4000.0 HSa HSa038 R038
B区 29 No.2 未確定 4480.0 HSa HSa038 R038

040 B区 29 No.3 木確定 3520.0 HSa 単独
B区 SB No。 5 未確定 PTC 678.0 HSa HSa041 R041

042 B区 SB No.6 未確定 HSa HSa041 R041
B区 SB N6。 7 未確定 PTC 870.0 HSa 単独

044 B区 SB No。 8 未確気 1270.0 HSa 単独
B区 SB No.9 未確定 1150.0 Ho 単 独

046 B区 SB No.10 未確定 372.0 HSa 単 独

B区 SB No.11 未確定 PT3 1368.0 HSa 単独
B区 SB 覆 土 未確定 30.4 単 独

B区 SB No。 1-1 未確定 298.0 HSa 単独
B区 SB No。 1-2 未確定 836.0 HSa 単独

B区 SB No.3 未確定 224.0 HSa 単 独

052 B区 SB No.5 未確定 3415。 0 HSa 単独
B区 No.6 未確定 PT3 894.0 HSa 単独

B区 No.7 未確定 PTC 1136.0 Gl・ 単独

B区 No.8 未確定 PT2 952.0 単独

056 B区 No。 9 確定 3120.0 HSa 単独
057 B区 No.10 未確定 1852.0 HSa 単独

058 B区 No.11 未確 1248.0 HSa 単独

059 B区 No.12 木確定 PTC 516.0 HSa 単独
B区 No.13 未確定 PT3 3620.0 HSa 単独

B区 No.14 未確定 PTC 4370.0 HSa 単独
062 B区 No。 15 来確定 PTl 344.0 HSa 単独

B区 No.16 未確定 PT2 1456.0 HSa 単独
064 B区 No.19 未確定 540.0 HSa
B区 No。 20 未確定 PTC 874.0 HSa 単 独

066 B区 No.8 未確定 PTl 2905.0 HSa 単独
B区 No.9 未確定 PTC 946.0 HSa 単 独

068 B区 No。 10 未確定 PTl 1156.0 HSa 単 独
B区 No.11 未確定 PT 778.0 HSa 単 独

070 B区 No.12 未確定 PT3 2394.0 HSa 単独

B区 No.15 未確定 PT3 1922.0 HSa 単独
072 B区 No.16 未確定 3665.0 HSa 単独

B区 40 No.17 未確定 PTl 2670.0 単独

B区 No。 18 未確定 836.0 HSa 単独

075 B区 40 No.19 確 32750.0 HSa 単独
B区 40 No.20 未確定 PTl 3535.0 HSa 単独

077 B区 40 No.21 未確定 PTl 1106.0 HSa 単独
B区 40 No.22 未確定 PT3 6900.0 HSa HSa078 R078

079 B区 40 No.23 未確定 PT3 562.0 HSa 単 独

080 B区 40 No。 24 未確定 PT3 4265.0 単独

B区 40 No.25 未確定 PT3 5400.0 HSa 単独

082 B区 40 No.26 未確定 PT2 522.0 HSa HSa082 R082
B区 40 No.27 未確定 PT2 2290.0 HSa 単 独

084 B区 40 No.28 未確定 4790.0 HSa HSa084 R084
085 B区 40 No.36 未確定 PT3 3480.0 HSa HSa085 R085
B区 40 No。 38 未確定 5300.0 HSa 単独

087 B区 40 No.40 未確気 1938.0 HSa HSa085 R085
B区 40 No.41 未確定 812.0 HSa 単独

B区 SB 40 No.42 未確定 422.0 HSa 単独

B区 SB No.43 未確定 PT2 420.0 HSa HSa082 R082
B区 SB 籠 No.45 未確定 PT2 13600.0 HSa 単独

092 B区 SB 竃No。46 未確定 2196.0 HSa HSa085 R085
B区 SB 竃 No.47 未確定 3010.0 HSa HSa084 R084
B区 竃 No.48 未確定 PT3 6100.0 HSa HSa085 R085
B区 竃No。49 未確定 PT3 1132.0 HSa 単独
B区 竃 No.50 来確 宇 PT2 2338.0 HSa HSa078 R078
B区 NE 未確定 PTl 218.0 HSa 単 独
B区 NE 未確定 PTl 222.0 HSa 堂独

099 B区 NE 未確定 222.0 HSa 単独
100 B区 床 未確定 1458.0 HSa HSa085 R085

地区 遺構 1 遺構 2 層 序 器種 重 量 石材 母 岩 接 合 備 考

B区 SB 140 床 未確定 歯 1 2835.0 HSa 単独
102 B区 SB 144 No.1 未確定 634.0 HSa 単独
B区 SB 144 No.2 未確定 PT 480.0 Ch 単独

104 B区 SB 144 No.3 未確定 4565.0 HSa 単独
105 B区 SB 144 No.4 確 定 PTl 718.0 HSa HSa105 R105
106 B区 SB144 No。 5 未確定 780。0 HSa 単独
107 B区 SB 144 No.6 未確定 PTC 1352.0 HSa HSa105 R105
B区 SB 144 No.7 木確定 530.0 HSa 単独
B区 SB 144 No.8 未確定 1136.0 HSa 単独
B区 SB 144 No.9 未確定 2216.0 HSa HSa105 R105
B区 SB 144 No 未確定 PT3 1846.0 HSa 単独
B区 SB 144 No. 未確定 4050.0 HSa 単独
B区 SB 144 No 未確定 PT3 1160.0 HSa 単独
B区 SB 144 No. 未確定 PT3 3755.0 HSa 単独
B区 TK 未確定 単独
B区 TK 未確定 HSa 単独
C区 SB 152 No. 確 定 PT 6750.0 HSa 単独
C区 SB152 No。 18 未確定 2194.0 HSa 単独
C区 SB152 No。 19 未確定 PT 646.0 HSa 単独

120 C区 SB 152 No 未確定 396.0 単独
C区 SB152 No.21 未確定 PT3 8250.0 HSa HSa121 R121

122 C区 SB 152 No.22 未確定 PT 1094.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.23 未確定 PTl 1444.0 HSa 単独

124 C区 SB 152 No.24 未確定 PT3 14000.0 Gl・ 単独
C区 SB 152 No.25 未確定 PT3 560.0 HSa 単独

126 C区 SB 152 No。 26 未確定 HSa 単独
C区 SB152 No.27 未確定 3730.0 HSa 単独
C区 SB 152 No。28 未確定 310.0 HSa 単独

129 C区 SB 152 No.29 未確定 364.0 HSa
C区 SB 152 No.30 未確定 10250.0 HSa 単独
C区 SB 152 No。 31 確 定 PTC 3430.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.32 木確定 3045.0 CoSa 単独
C区 SB 152 No.33 未確定 PTC 4635.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.34 未確定 6750.0 Ho 単独
C区 SB 152 No.35 未確定 PT3 8250.0 An 単独

C区 SB 152 No.36 未確定 444.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.37 未確定 PT3 1220.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.38 未確定 PTC 454.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.39 未確定 PT3 2835.0 HSa HSa139 卜〔139

140 C区 SB 152 No.40 未確定 PT 4845.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.41 未確定 PT 954.0 HSa 単独

142 C区 SB 152 No.42 来確定 PTC 898.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.43 未確定 PT3 3625。 0 HSa 単独

144 C区 SB 152 No.44 木確定 PTC 912.0 HSa 単独
145 C区 SB 152 No.45 未確定 PT3 5450.0 HSa HSa145 R145
C区 SB 152 No.46 木確定 PT3 566.0 HSa 単独

147 C区 SB 152 No.47 未確定 2915.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.48 確 定 PT3 2595.0 HSa 単独

149 C区 SB 152 No.49 未確定 PT3 1508.0 CoSa 単独
C区 SB 152 No.50 未確定 180.0 Ho 単独
C区 SB 152 No.51 末確定 PTC 2088.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.52 未確定 2334.0 HSa HSa139 Ⅳl139
C区 SB 152 No.53 未確定 PTC 1172.0 HSa HSa153 R153

154 C区 SB 152 No.54 未確定 168610 HSa HSa154 R154
C区 SB 152 No.55 未確定 PTC 3485.0 HSa HSa154 R154
C区 SB 152 No.56 未確定 592.0 HSa HSa121 R121
C区 SB 152 No.57 未確定 1624.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.58 未確定 PT3 460.0 An An158 R158
C区 SB 152 No。 59 未確定 732.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.60 未確定 PT2 246.0 HSa HSa145 R145
C区 SB 152 No.61 未確定 PTC 1948.0 HSa 単 独

162 C区 SB 152 No。 62 未確定 826.0 An An158 R158
C区 SB 152 No。 63 木確定 PTC 490.0 HSa 単独

164 C区 SB 152 No.64 未確定 698.0 HSa 単独
165 C区 SB 152 No.65 木確定 PTC 1028.0 HSa 単独
C区 SB 152 No.66 木確定 |

PTC 992.0 HSa 単 独
C区 SB 152 No.67 未確定 | 2440.0 単独
C区 SB 152 No.68 未確定 |

PTC 866.0 HSa 単 独
C区 SB 152 NE

～
確定 |

HSa 単 独
C区 SB 152 NE 程確定 | 24。 4 HSa HSa153 R153
C区 SB 152 竃袖石 梃確定 |

2334.0 CoSa 単独
172 C区 SB 152 竃袖石 梃確定| 5250。 0 CoSa 単独
173 C区 SB 152 竃袖石 社確定 |

342.0 HSa
174 C区 SB 152 竃袖石 社確定| 2250.0 HSa 単独
C区 SB 152 竃袖石 梃確定 |

PTC 3230.0 単独

C区 SB 152 竃袖石 社確定 |
7400.0 単独

3区 SB 155 社確定 | 2320.0 HSa 単独
Ξ区 SB 155 権確定 |

320。0 肛Sa 単独
3区 SB 155 No.10 社確定 |

544.01 ISa 単独
Ξ区 B155 No.11 権確定 |

)T2 1622.01 ISa 単独
Ξ区 B155 No。 12  じ権確定 | 742.0 | ISa 単独
3区 B155 \o.13 l:社確定 |

)TC $2.0 | 単独

3区 B15s I
\o.14 l:に確定|)T2 1012.0 | 単独

E区 B1551 \o.15 l,社確定 |
404.01 ISa l 肛Sa184

E区 B1551 oゞ.16   ♭に確定 | 1408.01 ―ISa l HSa184
3区 B1551 oヽ。 17  ♭に確定| 458.01 {Sa I 単独

E区  | SB155 1 oゞ.18 レに確定| 1568.0 | 3h l 単独
3区 8155 | \o.19 l;に確定 |

284.0 | | 単独

3区  | 3B155 1 r{o.20 l;に確定 |
326.01 ‐ISa l lSa189 I

3区  | B1s5 | oゞ.21  1ラ に確定 | 388.0 | {Sa I lSa189 I

二 |

Blss 
I 憂土  レに確定 |

68.51 Io l 単独
]区  | B155 1 彗 レに確定| 612.0 | ISa I 業独

3区  | Blss I 彗 に確定 |
2565.01 {Sa I 業独

]区 B1551 に確定|)TC 1642.0 | Sa l 業独
]区 Blss I に確定 | 34s.0 | Sa l 曇独
]区 B1551 |に確定 I
〕区 B1581 o。3  1ラこ確定 PTC 13250.01 oSa I 算独

)区 B1581 oヾ.4  ラt確定 PT 5750。 01 ISa l 単独   ―
)区  | B1581 oヾ。5   ラt確定 3940.01 ISa  l れ独
)区  | B1581 oヾ。6  1ラこ確定 5750.01 ISa  l Sa200 1 200
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ID 地 区 甕退 隣 1 遺構 2 層 序 器種 重 量 石材 母 岩 接 合 備 考

D区 SB 158 No。 7 未確定 PT3 1950.0 HSa HSa200
202 D区 SB158 No。 8 未確定 PTC 1652.0 HSa 単独

D区 SB 159 SE 未確定 単独

204 D区 SB161 No。 5 未確定 PT3 928.0 HSa 単独
D区 SB161 No.6 未確定 270.0 HSa 単 独

206 D区 SB161 No。 7 未確定 4280.0 HSa 単独
207 D区 SB161 No.8 上層 9100.0 HSa HSa207 R207
D区 SB161 No.9 未確定 PT2 3430。 0 HSa 単独

209 D区 SB 161 No.10 未確定 PTC 1046.0 HSa 単 独

D区 SB161 No。 11 未確定 PT3 848.0 HSa HSa210 M210
D区 No。 12 未確定 5600.0 HSa HSa211 R211
D区 SB161 No.13 未確定 PT3 2214.0 HSa HSa211 R211
D区 SB161 No。 14 未確定 PT 5500.0 HSa 単独
D区 SB161 No.15 未確定 PTl 1102.0 HSa 単独

D区 SB161 ビット2 未確定 MiSc 単 独
D区 床 未確定 PTl 332.0 HSa 単独

D区 SB 162 No。 1 未確定 1986.0 HSa 単独

D区 SB 162 No。 2 未確定 PTl 1463.0 HSa 単独
D区 SB 162 No。 6 未確定 PTl 1180.0 HSa HSa219 R219

220 欠番

221 D区 SB 162 No.7 未確定 PTl 3530.0 HSa HSa219 R219
222 D区 SB 162 No.8 未確定 PT 1160.0 HSa 単独
223 D区 SB 162 No。 9 上層 PTC 14900.0 HSa HSa207
224 D区 SB 162 No.10 未確気 PTl 3970。 0 単独

225 D区 SB 162 No 未確定 PT3 626.0 HSa HSa225 R225
226 D区 SB 162 No.14 未確定 PTC 1024.0 HSa 単独

227 D区 SB 162 No.15 未確定 PTl 1080.0 HSa 単独

228 D区 SB 162 No 未確定 PT2 10400。 0 HSa HSa225 R225
229 D区 SB 162 No。 17 未確定 PT3 142.0 HSa HSa225 R225
D区 No。 20 未確定 PT3 253.0 HSa HSa225 R225
D区 SB162 No.21 確 定 PT3 3233.0 HSa HSa210 1ヽ210

232 D区 SB 162 No.18 未確定 3815.0 HSa 単独
233 D区 SB 162 No.19 未確定 PT3 8100.0 Gr 単 独

D区 SB162 未確定 PT3 HSa HSa225 R225
235 欠番

236 欠番

D区 No.6 未確定 PTl 2340.0 HSa 単独
238 D区 No.7 未確定 926.0 HSa 単 独

D区 No。 8 未確定 PTC 3380.0 HSa 単独
240 D区 SW 未確定 1288.0 HSa 単 独

D区 SB 覆 土 未確定 HSa
242 D区 SB No.1 未確定 PT3 4220.0 HSa HSa242 R242
D区 SB No.2 未確定 5400.0 HSa HSa242 R242

244 D区 SB No.3 未確定 3845。 0 HSa 単独
D区 SB No.4 未確定 1830.0 HSa 堂 独

246 D区 SB No.7 未確定 888.0 HSa 単独
247 D区 SB No.9 未確定 5600.0 HSa 単 独

D区 SB No。 10 4550.0 HSa HSa248 R248
249 D区 竃 No.1 未確定 PT3 568.0 HSa HSa249 R249
D区 籠 No。 2 未確定 5750.0 S1250 R250

D区 No 未確定 1246.0 HSa 単独
252 D区 No. 未確定 166.0 S1250 R250

253 D区 No 未確定 1064.0 HSa 単 独

254 D区 No 未確定 PT3 1566.0 HSa HSa249 R249
255 D区 No。 20 未確定 PT2 9750.0 HSa 単 独

256 D区 No.21 未確定 772.0 S1250 R250

257 D区 No.22 未確定 4030.0 HSa HSa249 R249
D区 No.23 未確定 946.0 HSa HSa249 R249

259 D区 No.24 未確 宇 PT3 246.0 HSa HSa249 R249
D区 No。 25 未確定 1150.0 HSa HSa249 R249
D区 No。 1 未確定 PTC 994.0 HSa 単独

262 D区 No.2 確定 PT3 2985。 0 HSa 単独

263 D区 75 No。 3 未確定 2286.0 HSa 単独
D区 No.1 未確 PT2 1130.0 HSa 単独

D区 No.3 未確定 2570.0 HSa 単独
266 D区 No.6 未確定 PT3 276.0 HSa HSa266
267 D区 No.7 未確定 PTl 1568.0 HSa HSa266 R266
D区 No.8 未確定 PT3 2590.0 HSa 単独

269 D区 No。 10 未確定 PT3 204.0 HSa 単独

270 D区 No.11 未確定 PT3 60.0 HSa 単独
271 D区 No.14 未確定 1738.0 HSa 単独

272 D区 No.15 未確定 PTl 160.0 HSa 単 独

273 D区 No.17 未確定 PT3 9100.0 HSa 単独
274 D区 No.18 未確定 PTl 618.0 HSa HSa274 R274
275 D区 No.19 未確定 PT3 1190.0 HSa HSa274 R274
276 D区 No.1 未確定 PTl 918.0 HSa 単独

277 D区 No.2 未確定 3220.0 Ch 単 独

278 D区 No.3 未確定 PTC 2815。 0 HSa 単独

279 D区 No.5 未確定 PTl 838.0 HSa 単独

D区 SW 未確定 Ws 24.0 GrAp 単独
D区 No。 1 未確気 PT3 3915,0 HSa 単独

282 D区 No。 2 未確定 PT3 428.0 HSa 単独
D区 No.4 PT3 1026.0 HSa HSa283
D区 No.5 未確定 3695。 0 HSa 単独

D区 No.7 PTl 632.0 HSa HSa285
D区 No.2 未確定 PTC 3810.0 HSa 単独

287 D区 No。 3 未確定 PTl 5750.0 HSa 単独
288 D区 No.4 未確定 PTC 2066.0 HSa 単独

D区 No。 5 未確定 PTl 1748.0 HSa 単独

290 D区 No.6 未確定 PT3 1568.0 HSa 単独
D区 No.7 確定 2394.0 HSa 単独

D区 No。 8 未確定 1478.0 Ho 単独

D区 No.9 未確定 2945.0 HSa 単独

D区 No.10 未確定 PTC 1098.0 HSa 単独
295 D区 No.11 未確定 PT3 195610 Di 単独

296 D区 No.12 未確定 894.0 HSa 単独

D区 No.13 未確定 PT3 1320.0 HSa 単独
D区 No。 14 未確定 PTl 226.0 HSa 単独

D区 No.15 未確定 PT3 788.0 HSa 単独
300 D区 No.16 未確定 PTl 6250.0 Gr 単独

ID 地区 遺構 1 遺構2 層 序 器 種 重 量 石 材 母 岩 接 合 備 考

D区 SB189 No.17 確 気 12750.0 HSa 単独
302 D区 SB189 No.18 PT3 5250.0 HSa HSa302 R302
D区 SB203 No。 1 未確定 2478.0 HSa 単独

304 D区 SB203 No.2 未確定 624.0 HSa 単独

D区 SB203 No.3 未確定 PT3 1160.0 HSa 単独

D区 SB203 No。4 未確定 660.0 HSa 単独
307 D区 SB203 No.5 未確定 632.0 Gr 単独

D区 SB203 No.6 確 実 3400.0 HSa 単独
D区 SB203 No.7 未確定 PTC 5250。 0 Gr 単独

D区 SB203 No.8 未確定 PTC 2142.0 HSa 単独
D区 SB203 No.9 未確定 PTC 1892.0 HSa 単独

D区 SB203 No。 10 上層 5250.0 HSa HSa312 R312
D区 SB203 No。 11 未確定 PT 2476.0 HSa 単独
D区 SB203 No.12 未確定 6250.0 Gr 単独

D区 SB203 No。 13 未確定 2955.0 HSa 単独
D区 SB204 No.1 2515.0 HSa HSa316 R316
D区 SB206 No。 1 未確定 974.0 HSa 単独

D区 SB206 No.2 未確定 8900.0 HSa 単独
D区 SB200 No。4 未確定 394.0 HSa 単独

D区 SB2 No.3 未確定 2226.0 HSa 単独
D区 SB2 No.5 未確定 PT3 270.0 HSa 単独

322 D区 SB2 No。 6 未確定 PTC 1480.0 HSa 単独
323 D区 SB2 No.7 未確定 PTl HSa 単独

324 D区 SB2 No。 8 未確定 PTl 116.0 HSa 単独

325 D区 SB2 No.9 未確定 PT3 224 HSa 単独
D区 SB2 No。 10 未確定 PTC HSa 単独

327 D区 SB2 NW 未確定 PTl HSa 単独
D区 SB2 竃No.1 未確定 6600 Gr 単独

D区 SB2 竃 No。 2 未確定 PTC 6750.0 HSa 単独
D区 SB2 竃 No。 3 未確定 PT3 9800 Gr 単独

D区 SB2 籠No.4 未確定 PT 6600.0 HSa 単独

332 D区 SB2 竃 No。 5 未確定 PT3 10900 Gr 単独

333 D区 SB2 竃No.6 未確定 PT2 6750 CoSa 単独
D区 SB2 No。2 未確ヌ PT2 10600.0 HSa 単独

335 D区 SB2 No.3 未確定 PTC 2745.0 HSa 単独

D区 SB2 No.4 未確 4750.0 CoSa 単独
337 D区 SB2 No。 5 未確定 PTC 1496.0 HSa 単独
338 D区 SB2 No。 6-1 未確定 PT2 1544 HSa HSa338 R338
D区 SB2 No.6-2 未確定 PTl 単独

D区 SB2 No.7-1 未確定 PTC 2436.0 HSa HSa338 R338
D区 SB2 No。7-2 未確定 Ws 606.0 Sa Sa341 M341
D区 SB2 No.8-1 未確定 PTl 278。 0 HSa 単独

D区 SB2 No.8-2 未確定 PT3 2260.0 HSa 単独

344 D区 SB2 No.9-1 未確定 PT3 740.0 HSa 単独
D区 SB2 No。 9‐2 未確定 PTl 1282.0 HSa 単独

D区 SB2 No.10 未確定 PT3 6600.0 HSa 単独
D区 SB2 No.11-1 未確定 PTl 6300.0 HSa 単独

D区 SB2 No。 11-2 未確定 PT3 2092.0 HSa 単独
D区 SB2 No.12 未確定 PT3 3275.0 HSa 単独

D区 SB2 No.13-1 未確定 PTC 2050.0 HSa HSa338 R338
D区 SB2 No。 13-2 未確定 PTl 754.0 HSa 単独

352 D区 SB2 No。 14 未確定 894.0 HSa 単独

D区 SB2 No。 15-1 PTC 1990.0 HSa HSa353 R353
D区 SB2 No.15-2 未確定 944.0 HSa HSa354 R354

355 D区 SB2 No.16 未確定 PT2 2176.0 HSa 単独

D区 SB2 No。 17 未確定 Ws 178.0 Sa341 M341
357 D区 SB2 No。 18 未確定 PTC 1618.0 HSa 単独

D区 SB2 No.19 確実 PTC 4255。 0 HSa 単独
D区 SB2 No.20 未確定 PTC 798.0 HSa 単独

D区 SB2 No.21 確 定 898.0 HSa HSa354 R354
D区 SB2 C y l.8No.1 未確定 PT2 8600.0 HSa 単独

362 D区 SB220 No.4 来確 宇 PTC 2206.0 HSa 単独
D区 SB220 No。 5 未確定 PTC 3340.0 HSa 単独

364 D区 SB220 No.6 未確定 4950.0 Gr 単独

D区 SB220 No.7 確 定 2880.0 HSa 単独
366 D区 SB220 No.8 未確定 PTC 12750.0 HSa 単独

367 D区 SB220 No。 9 未確定 PTC 11100.0 Gr 単独

368 D区 SB220 No。 10 未確定 3935。 0 HSa 単独

D区 SB220 No。 11 未確定 7250.0 HSa 単独

370 D区 SB220 No.12 未確定 PTC 4405。 O HSa 単独
D区 SB220 No.13 未確定 3740.0 HSa 単独

372 D区 SB220 No.14 未確定 206.0 HSa 単独
373 D区 SB220 No.16 未確定 PT2 316.0 HSa 単独

374 D区 SB220 No.17 未確定 PTC 2060.0 HSa 単独

375 D区 SB220 No。 18 未確定 PT2 20000.0 HSa 単独
376 D区 SB225 No.8 未確定 270.0 HSa 単独

377 D区 SB226 No。 3 未確定 PTC 1832.0 HSa 単独
378 D区 SB226 No.8 未確定 1632.0 HSa 単独

379 D区 SB226 No。 10 lIK2 2515.0 HSa HSa379 R379
380 D区 SB226 No。 11 未確定 2322.0 HSa 単独

D区 SB226 No。 12 未確定 5600.0 Ho 単独

D区 SB226 No.13 未確定 PT3 262.0 HSa 単独
383 D区 SB226 No.15 未確定 384.0 MeTu 単独
D区 SB226 No。 16 未確定 3870.0 HSa 単独
D区 SB226 No.17 未確定 PT2 5015.0 HSa 単独

386 D区 SB226 No。 18 未確定 1454 0 Ch 単独

D区 SB230 No。 1 未確定 C 3845.0 HSa 単独
D区 SB230 No。2 未確定 PT2 5600.0 HSa 単独

389 D区 SB230 No.3 確 定 442.0 HSa 単独
390 D区 SB230 No。4 未確定 5750.0 HSa 単独

D区 SB230 No。 5 未確定 PT HSa 単独
392 D区 SB230 No。 6 未確定 PT 654.0 HSa 単独
393 D区 SB230 No。 9 未確定 PT 410.0 HSa 単独

394 D区 SB233 No.1 未確定 864.0 HSa
395 D区 SB233 No.2 未確定 PT 684.0 HSa 章独

D区 SB233 No。 3 PTC 2382.0 HSa HSa396 R396
397 D区 SB236 No.3 未確定 PT 2590.0 HSa 単独

D区 SB236 No。4 未確定 PT 2242.0 HSa 単独

D区 SB236 確定 PTl 794.0 HSa 単独
D区 SB236 No.6 未確定 PTC 1450.0 Ho 単独
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401 D区 SB236 No.7 未確定 PTC 1522.0 Ho 単独

D区 SB236 No.8 未確定 PT2 176.0 単独

403 D区 SB236 No.9 未確定 438.0 HSa 単独
D区 SB236 No.10 未確定 5100.0 Gr404 M04
D区 SB236 No.11 未確定 5750.0 Gr G404 R404

406 D区 SB236 No.12 未確定 PT2 5790.0 HSa 単独
D区 SB238 No.1 確 定 Ws 1408.0 単独

408 D区 SB238 No.2 未確定 PTC 2262.0 HSa 単 独
409 D区 SB238 No.3 未確 PT3 1546.0 HSa 単独
410 D区 SB238 No.4 未確定 3545。 0 HSa 単 独
D区 SB238 No.5 未確定 3115。 0 HSa 単独

412 D区 SB238 No.6 未確定 PTC 742.0 HSa 単独
D区 SB238 No.7 未確定 PTC 1334.0 CrAs 単独
414 D区 SB238 No.8 確 1464.0 HSa 単独
415 D区 SB238 No。 9 未確定 1178.0 HSa 単独
416 D区 SB238 No 未確定 1620.0 HSa 単独
417 D区 SB238 No 未確定 14250.0 Ho 単独

D区 SB238 No 未確定 3160.0 Ho 単独

419 D区 SB241 No 未確定 PT3 2444.0 HSa 単独
D区 SB241 No.2 未確定 826.0 HSa 単独

421 D区 SB241 No.3 確 PTC 240.0 HSa 単独
422 D区 SB241 No.4 未確定 540.0 HSa 単独
423 D区 SB241 No.5 未確定 PT3 1722.0 HSa 単独
D区 SB241 No.6 未確定 416.0 HSa 単独
D区 SB241 No。 7 未確定 PTC 1180.0 HSa 単独
D区 SB243 No.1 UK2 2068.0 HSa HSa426 R426

427 D区 SB244 No.3 未確定 212.0 Ch 単独

428 D区 SB244 No。 4 未確定 454.0 HSa 単独
D区 SB244 No.5 未確定 PTC 556.0 HSa 単独

430 欠番

D区 SB250 No.23 確定 PT3 1162.0 HSa HS(431 R431
432 D区 SB250 No.24 未確定 4065。 0 HSa HSa432 M32
D区 SB250 No.25 確 定 1114.0 HSa HSa432 M32

434 D区 SB250 No.26 未確定 1536.0 HSa 単独
435 D区 SB250 No.27 未確定 1368.0 HSa 単 独
436 D区 SB250 No.28 未確定 592.0 HSa 単独
437 D区 SB250 No.29 未確定 1254.0 HSa 単独
D区 SB250 No.30 未確定 456.0 HSa HSa431 M31

439 D区 SB250 No.31 未確定 1760.0 HSa HS〔439 M39
440 D区 SB250 No。 32 未確定 2950.0 HSa 単独
D区 SB250 No。 33 未確定 1422.0 HSa 単独

442 D区 SB250 No.34 未確定 PT3 1052.0 M42 R442
D区 SB250 No.35 未確定 PT3 10750.0 An An442 R442

444 D区 SB250 No。 36 未確定 394.0 HSa 単 独
445 D区 SB250 No.37 未確気 742.0 HSa 単独
446 D区 SB250 No.38 未確定 3745.0 HSa 単 独
447 D区 SB250 No。 39 未確定 840.0 HSa 単独
D区 SB250 No.40 未確定 1572.0 HSa

449 D区 SB250 No。 41 未確定 742.0 HSa HS〔449 R449
450 D区 SB250 No。42 未確定 PTl 430.0 HSa HSa449 R449
D区 SB250 No.43 未確定 PTC 864.0 HSa 単独

452 D区 SB250 No.44 未確定 942.0 HSa HSa449 R449
D区 SB250 No.46-1 未確定 PT3 2645.0 単独

454 D区 SB250 No.46-2 未確定 PT3 2290.0 An442 R442
D区 SB250 No.47-1 未確定 PTl 1056.0 単独

456 D区 SB250 No.47-2 未確定 PT3 1510.0 HSa HSa431 M31
D区 SB250 No.48 未確定 PTl 1088。 0 HSa 単独
D区 SB250 No.49 未確定 PT3 1112.0 An An442 R442
D区 SB250 No。 50-1 未確 912.0 HSa

460 D区 SB250 No.50-2 未確定 PTl 322.0 HSa HSa439 M39
D区 SB250 No.51-1 未確定 15200.0 Ch

462 D区 SB250 No。 51-2 未確定 PT3 2100.0 HSa 単独
D区 SB250 No.52 未確定 2402.0 HSa 単 独

464 D区 SB250 No.54 確 定 PT3 2028.0 HSa 単独
465 D区 SB251 No.1 未確定 PTC 700.0 HSa 単独
D区 SB251 No.2 未確 2140.0 An 単独

467 D区 SB252 No.1 未確定 2765.0 HSa 単独
D区 SB252 No.2 未確定 380.0 HSa HS〔468 M68

469 D区 SB252 No.3 確定 PTl 942.0 HSa 単独
470 D区 SB252 No.4 未確定 450.0 HSa 単独
D区 SB252 No。 5 未確定 PTl 228.0 HSa HS(468 R468

472 D区 SB253 No.1 1 PT3 920.0 Gr G472 M72
D区 SB254 No.8 PTl 2695。 0 HSa HSa379 R379

474 D区 SB254 No。 9 未確定 PTl 2540.0 HSa 単独
D区 SB254 No.10 未確定 1010.0 HSa

476 D区 SB254 NooH 確 定 1344.0 HSa 単独
477 D区 SB254 No.12 未確定 6600.0 An 単独

D区 SB254 No.13 未確定 Ws 2930.0 単 独

D区 SB254 No 未確定 22000.0 Gl‐ 単独

D区 SB254 No。 15 PTC 2705.0 HSa HSa353 R353
D区 SB254 No.18 未確定 4110.0 Gl・ 単独

D区 SB254 No 未確定 3395.0 単 独

483 D区 SB254 No。 20 未確定 PTC 1664.0 HSa 単独
D区 SB255 No.1 未確定 9600。 0 Gr 単 独

D区 SB255 No.2 未確定 PTC 1150.0 HSa 単独
D区 SB255 No.3 未確定 2484.0 HSa 単独
D区 SB255 No.4 未確定 1956.0 HSa 単 独
D区 SB255 No.5 未確定 PTC 3510.0 An 単独

D区 SB255 No.6 未確定 PT3 2096.0 CoSa CoSM89 M89
490 D区 SB255 No.7 未確定 PT3 1922.0 HSa 単独
491 D区 SB255 No.8 未確定 C 1584.0 HSa 単独
492 D区 SB255 No.9 未確定 PT3 1688.0 HSa 単独
493 D区 SB255 No。 10 未確定 1802.0 HSa 単独
494 D区 SB255 No.11 未確定 3220.0 CoSM89 M89
D区 SB255 No.12 未確定 1144.0 CoSa 単独

496 D区 SB255 No.16 未確定 C 3010.0 単独

497 D区 SB255 No。 20 未確定 1642.0 単独

D区 SB255 No.21 未確定 PT3 3275.0 HSa 単独
D区 SB255 No.22 未確定 2454.0 HSa 単 独

500 D区 SB255 No.23 確 定 PTC 1910.0 HSa 単独

ID 地 区 遺構 1 遺構 2 層 序 器 種 重 量 石 材 母岩 接合 備 考
D区 SB255 No。 24 未確定 PT3 5300。 0 HSa 単 独

502 D区 SB255 No。 25 下層 PTC 8600.0 HSa HSa426 M26
503 D区 SB255 覆土 未確定 Ws 120.0 Tu 単独

504 D区 SB256 No。 3 未確定 PTl 132.0 HSa 単独
D区 SB256 No.4 未確定 PTl 196.0 HSa 単 独

506 D区 SB256 No.5 未確定 PT3 190.0 HSa 単 独

507 D区 SB256 未確定 PTl 976.0 HSa 単独
D区 SB256 No.8 未確定 1242.0 HSa 単独

D区 SB256 No。 9 未確定 PTC 210.0 HSa 単独
D区 SB256 No.10 未確定 1514.0 HSa 単独

D区 SB256 No。 11 未確定 PTl 298.0 HSa 単独
D区 SB256 No.12 未確定 PTC 350.0 Ho 単独

D区 SB256 No.13 UK2 Ws 1174.0 Sa513 R513
D区 SB268 No.5 未確定 PTl 1126。 0 HSa 単独
D区 SB268 No。 8 未確定 2372.0 HSa 単独

D区 SB268 No。 9 1 4430.0 Gr Gr472 R472
517 D区 SB268 No.11 未確定 PTC 1400.0 GrAD 単 独
D区 SB268 No。 12 未確定 PT2 820.0 HSa 単独

D区 SB268 No.22 未確定 3270.0 HSa 単独
520 D区 SB269 No。 17 未確 1628.0 HSa 単独

D区 SB269 No。 18 未確定 PT3 776.0 HSa 単独
522 D区 SB269 No.19 未確定 PTC 608.0 HSa 単独

523 D区 SB269 No。 22 未確定 780.0 HSa HSa523 R523
524 D区 SB269 No.23 未確 PT3 2316.0 HSa HSa524 R524
525 D区 SB269 No。 29 未確定 996.0 HSa 単独
526 D区 SB269 No.30 未確定 1426.0 HSa
527 D区 SB269 No。 31 未確定 PTl 1288.0 HSa 単 独

D区 SB269 No。 34 未確定 PTl 2845.0 HSa HSa528 R528
529 D区 SB269 No.35 未確定 PTl 1114.0 HSa 単独

530 D区 SB269 No。 36 未確定 764.0 HSa 単独
D区 No。 37 未確実 PTl 170.0 Ho Ho531 R531

532 D区 SB269 No。 38 来確定 PTl 808.0 HSa HSa532 R532
533 D区 SB269 No.39 確 定 PTl 830.0 HSa 単独
D区 SB269 No。40 未確定 PTl 916.0 HSa HSa534 R534

535 D区 SB269 No。41 未確定 1282.0 HSa 単独
D区 SB269 No.42 未確定 456.0 HSa 単 独

537 D区 SB269 No。43 未確定 2640.0 HSa HSa534 R534
D区 SB269 No.44 未確定 PTC 4020.0 An 単独
D区 SB269 No。 45 未確定 PTC 762.0 HSa 単 独

540 D区 SB269 No.46 未確定 PT3 1652.0 HSa 単独
D区 SB269 No.47 未確定 PTl 5400。 0 Gr 単独

542 D区 SB269 No。 48 未確定 1710.0 HSa HSa542 R542
D区 SB269 No。 49 未確気 1204.0 HSa 単独

544 D区 SB269 No.50 未確定 3165.0 CoSa 単 独
545 D区 SB269 No.51 未確定 PT3 1572.0 HSa 単独
D区 SB269 No。 52-1 PTC 986.0 HSa HSa546 R546
D区 SB269 No。 96 未確定 468.0 HSa HSa547 R547
D区 SB269 No.53 未確定 PTC 1560.0 HSa 単 独

549 D区 SB269 No.54 PT3 1624.0 HSa HSa312 R312
550 D区 SB269 No.55 未確定 PTC 2520.0 HSa HSa524 R524
D区 SB269 No.56 PT3 1524.0 HSa HSa316 R316

552 D区 SB269 No.57 未確定 PTC 744.0 HSa 単独
553 D区 SB269 No.58 未確定 2920.0 HSa 単独

554 D区 SB269 No.59 未確定 4215。 0 HSa HSa554
555 D区 SB269 No.60 未確定 1058.0 Sa555 R555
556 D区 SB269 No.61 2790.0 HSa HSa285 R285
557 D区 SB269 No.62 未確定 PT3 346.0 HSa 単独
D区 SB269 No。 63 未確定 PT2 1554.0 HSa 単 独

559 D区 SB269 No。 64 未確定 PT2 3390.0 HSa 単独
560 D区 SB269 No。 65 未確定 2845.0 HSa 単独

D区 SB269 No。 66-1 下層 1728.0 Gr G472 M72
562 D区 SB269 No。 66-2 PTl 8250.0 CoSa CoSa562 R562
D区 SB269 No.67 未確定 PT2 1018.0 HSa 単独

564 D区 SB269 No。68 未確定 PT3 1050.0 HSa 単独

565 D区 SB269 No。69 未確定 PTl 3955。 0 HSa542 R542
D区 SB269 No。70 未確定 PT3 58900.0 単独

567 D区 SB269 No.71 未確定 5600.0 HSa 単 独

D区 SB269 No。74 未確定 PT2 5750.0 HSa 単独

D区 SB269 No。75 未確女 1612.0 HSa 単 独

570 D区 SB269 No。 77 未確 1254.0 HSa HSa547 R547
D区 SB269 No。 78 未確定 1042.0 GrAp 単独

572 D区 SB269 No。 79 未確定 PT3 6250.0 Ho 単独

573 D区 SB269 No.80 未確定 PTl 706.0 Ch 単独
574 D区 SB269 No。 81 未確定 1414.0 肛Sa 単独

575 D区 SB269 No。 82 未確定 PTl 7750.0 翫 単独

576 D区 SB269 No.84 未確定 364.0 HSa HSa576 R576
577 D区 SB269 No。 85 未確定 PT2 386.0 HSa HSa534
578 D区 B269 No.86 未確定 PTl 710。 0 HSa 単独
579 D区 B269 No.87 未確定 PTl 456.0 肛Sa HSa532 R532
580 D区 B269 No。 88 未確定 2545.0 HSa528 R528
D区 B269 No。 89 未確定 PTC 1104.0 輛 単独

D区 B269 No。 90 未確定 730.01 ISa HSa576 R576
583 D区 B269 No。 91 未確定 PTl 1266.01 ISa 単独
D区 B269 No.92 PTC 2440。 01 ISa HSa248 R248

585 D区  | B269 No。 93 未確定 PT3 7000.01 嘔  | 輛 585 1 R585
D区  | oヽ。94 未確定 PT3 156.0 1 愉  | へn585    1 R585

587 D区  | B269 oヽ.95 末確定 668.01 ISa l 単独
| 【番

D区  | oヽ.97 PT3 4225.01 ‐ISa  l ISa589 1
590 D区  | 3B269 oヽ.98 未確定 2900.01 ISa   l ISa523  1 R523
D区  | B2691 oゞ。99 未確定 402.0 | {Sa I 単独

592 D区  | B2691 oヾ.100 木確定 364.01 IISa   l 単独
593 D区  | B269 1 oゞ.101 未確定 474.01 ‐ISa l 単独
D区  | B2691 oゞ。 102 4105.01 IISa   l ―ISa396 1

595 D区 B269 | oゞ.103 未確定 |

PTC 816.01 IISa l 業独
D区  | B269 1 oゞ.104 未確定 | 2474.0 | {Sa I 業独

597 D区  | B269 1 oヾ。 105 梃確定 1976.01 ISa I 単独

598 D区  | 8269 | oヾ.106 梃確定 88.0 | {Sa I 筆独

D区  | B269 1 oヾ。 107 Ws 1718.01
| ,a513  1

600 D区  |
'B2691

oヾ。 108  1 社確定 PT2 842.01 Io l 義独
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地 区 遺構 1 遺構 2 層 序 器種 重量 石材 母 岩 格 合 備 考

D区 SB269 NQl" 616.0 Gr G472 R472
602 D区 SB269 鶏、110 未確定 PTC 808.0 HSa 単独
D区 SB269 ヽ 111 未確定 928.0 HSa 単独

604 D区 SB269 鶏 .112 未確定 PTC 2590.0 HSa 単独
605 D区 SB269 No.113 未確定 382.0 HSa 単独
D区 SB269 ヽ l14 未確定 7250.0 Gr 単独

607 D区 SB269 鶏、115 確 定 2386.0 Gr 単独

D区 SB269 ビット1%.1 未確定 1002.0 Sa555 M608
D区 SB269 ビット18No2 未確定 272.0 HSa 単独
D区 SB269 ビット18No3 未確定 742.0 HSa R554
D区 SB269 ピットZ 未確定 PTC 736.0 HSa 単独
D区 SB269 SW 確 定 72.0 Sa612 M612
D区 SB269 SW 未確定 12.0 Sa612 M612
D区 SB269 駐 確 定 PTC 26.0 HSa 単独
D区 SB269 覆 未確定 192.0 Sa555 R555
D区 SB269 杜 未確定 458.0 HSa 単独
D区 SB269 絣 両 未確定 242.0 HSa 単独
D区 SB269 中央蘇牙詰5 未確定 380.0 HSa HSa618 R618
D区 SB269 中央集石部 未確気 36.0 HSa HSa618 R618

620 D区 SB269 中央蘇牙F音 5 未確定 HSa HSa547 R547
D区 中決蘇死F音 5 未確荻 PTC 108.0 HSa 単独

622 D区 SB269 中央柴死詰5 未確定 110.0 Ho Ho531 R531
623 D区 SB269 中央蘇拓詰5 未確定 140.0 Ho Ho531 R531

624 D区 SB271 M 未確定 PTC 1036.0 HSa 単独
625 D区 SB271 ヽ 7 未確定 3930.0 HSa 単独
626 D区 SB271 NQ8 未確気 3435.0 HSa 単独
627 D区 SJ22 〕qt)1 未確定 PTC 2080.0 HSa 単独
D区 SJ44 M 未確定 PTC 2935.0 HSa 単独

629 D区 SJ22 No51 PT3 538.0 HSa HSa302 R302
D区 SJ44 No52 未確定 PT3 214.0 HSa 単独
D区 SJ44 ヽ 6 未確定 PT2 126.0 HSa 単独

632 D区 ヽ 7 未確定 PTl 12750.0 CoSa 単独
D区 SJ22 NQ10 未確定 686.0 HSa 単独

634 D区 SJ22 ヽ 11 未確定 PT 742.0 HSa 単独
635 D区 SJ22 鶏、12 PTl 2258.0 HSa HSa285 R285
636 D区 SJ22 NQ13 未確定 PTC 580.0 HSa 単独
637 D区 SJ22 No.И 未確定 PTC 2046.0 HSa 単独
D区 SJ22 N〕 15 未確定 1030.0 HSa 単独
D区 SJ22 NQ16 未確定 PT3 930.0 HSa 単独

640 D区 SJ22 ヽ 17 未確定 PTC 1260。 0 HSa 単独
D区 SJ22 N〕 18 PT3 2096.0 HSa HSa283 R283

642 D区 SJ22 鶏 .19 1 PT3 3290.0 HSa HSa302 R302
D区 SJ22 No20 未確定 PTl 896.0 HSa 単独

644 D区 SJ23 ヽ 1 未確定 PT 510.0 HSa 単独
645 D区 SJ23 M 不明 PT3 7750.0 CoSa645 R645

646 D区 SJ26 ヽ 1 UKl 1190。 0 HSa HSa546 R546
647 D区 SJ26 No2 未確定 PTl 574.0 HSa 単独
648 D区 No2 未確定 PTC 574.0 HSa HSa648 R648
649 D区 No3 未確定 PTC 1286.0 HSa 単独
D区 M 未確定 PTC 756.0 HSa 単独
D区 No5 未確定 656.0 HSa 単 独

652 D区 SJ33 ヽ 1 未確定 PTC 368.0 HSa 単独
653 D区 SJ33 剛 未確定 1398.0 HSa HSa653 R653
D区 SJ33 No3 未確定 620.0 HSa HSa653 R653

655 D区 SJ33 No4 未確定 PTC 274.0 HSa 単独
656 D区 SJ33 No5 未確定 PTC 1702.0 HSa 単独
657 D区 M Ⅸ l 2665.0 CoSa CoSa645 R645
D区 SJ33 No7 未確定 PT 1482.0 HSa 単独
D区 ベルト 未確定 22.0 単独

660 D区 SJ37 ヽ 7 未確定 PTC 776.0 単 独

D区 SK198 No2 未確定 522.0 HSa 単独
662 D区 SK198 No3 未確定 390.0 HSa 単 独
D区 SK198 No4 未確定 466.0 HSa 単 独

664 D区 SK198 No5 未確定 PTC 652.0 Di 単独

665 D区 SK267 ヽ 1 UKl 4880.0 CoSa562 R562

666 D区 SK290 ヽ 1 未確定 PT3 1044.0 HSa 単独
667 D区 SK290 No2 未確定 2410.0 HSa 単独
668 D区 SK322 No.1 未確定 1966.0 CoSa 単独
D区 SK324 No.1 未確実 PT3 2655.0 HSa 単独
D区 SK324 No2 未確定 PT2 1664.0 HSa 単独
D区 SK324 未確定 Ⅲ 44.0 CrSc 単独

672 D区 SK345 No.1 未確定 1802.0 HSa 単 独
D区 SK346 No2 未確定 PTC 352.0 HSa 単独

674 D区 SK346 M 未確定 PT3 306.0 HSa 単独
675 D区 SP358 未確定 26.0 HSa 単独
D区 SP365 NQl 未確荻 1580.0 HSa 単独

677 D区 SD27 未確定 Sa677 M677
D区 SD28 No2 未確定 1516.0 HSa 単独

679 D区 SD36 トレンチ2 未確定 PTC HSa 単独
D区 TK SW 未確定 62.0 Ou 単独

D区 TK S78～81ul～ 23 未確気 Ou
682 D区 TK S78～81ul～ 23 未確定 90.0 単独

D区 TK 未確定 84.0 Sa677 M677
D区 TK 未確定 36.0 単独

D区 TK 未確定 Ou
686 D区 TK 未確定 36.0 Ou 単独

687 D区 TK 未確定 20.0 HSa 単独
D区 TK 未確定 44.0 単独

689 D区 TY 未確定 3900」 0 HSa 単独
D区 TY 未確定 PT3 10900.0 単独

D区 宵 S75E2付 近 未確定 280.0 HSa HSa648 R648
D区 宵 W■1釉 未確定 324.0 HSa 単独
D区 W S75El舛f近 未確定 196.0 Sa513 M693
D区 宵 S75El勅 未確定 36.0 単独

D区 SB234 NW 未確定 PT3 28.0 HSa 単独
696 E区 SB272 N祀 未確定 PTC 3385.0 HSa 単独
E区 SB272 No3 未確定 84.0 HSa 単独
E区 SB272 M 未確定 298.0 CrAs 単独

699 E区 SB272 No5 未確定 PTC 406.0 HSa 単独
700 E区 SB273 ヽ 14 未確定 244.0 Sh 単独

E区 SB273 贖 .15 未確定 PTC 648.0 HSa HSa701 R701
702 E区 SB273 NQ16 未確定 1322.0 HSa 単独

ID 地 区 遺構 1 遺構 2 層 序 器 種 重量 石 材 母 岩 接合 備考

E区 SB273 N〕 17 未確定 1036.0 HSa 単 独

704 E区 SB273 No.18 未確定 PTC 660.0 HSa 単独
705 E区 SB273 N)19 未確定 PT3 420.0 HSa 単 独
E区 SB273 Noal 未確宇 290.0 HSa 単独

707 E区 SB273 No21 未確定 PTl 578.0 Ho 単 独

708 E区 SB273 Nom 未確定 PT3 306.0 HSa 単 独

709 E区 SB273 No23 未確定 PT3 1464.0 HSa HSa709 R709
E区 SB273 M 未確実 1086.0 HSa 単 独

E区 SB273 No25 未確定 414.0 HSa 単独
712 E区 SB273 No26 未確定 2158.0 HSa 単 独

E区 SB273 Nor 未確定 5900.0 HSa 単独
E区 SB273 No28 未確定 PTl 962.0 HSa 単 独

E区 SB273 No29 未確定 PTC 1434.0 HSa 単 独
E区 SB273 No3Cl 未確定 550.0 HSa 単独

717 E区 SB273 No31 確 定 PTl 690.0 HSa 単 独

E区 SB273 No32 未確定 PTl 682.0 HSa HSa709 R709
E区 SB273 No33 未確定 PT2 1006.0 HSa 単 独

720 E区 SB273 鴎 鋳 未確定 PT 912.0 HSa 単 独

E区 SB273 No35 未確定 2915.0 HSa 単 独

722 E区 SB273 No36 未確定 PT3 804.0 HSa HSa709 R709
723 E区 SB273 No37 未確定 PTl 772.0 HSa HSa723 R723
724 E区 SB273 No38 確 定 PT3 1930.0 HSa HSa724 R724
725 E区 SB273 No39 未確定 PT3 2214.0 HSa HSa724 R724
726 E区 SB273 N閾 未確定 PT3 4480.0 HSa 単 独

727 E区 SB273 Ml 未確定 PT3 4845.0 HSa HSa727 R727
E区 SB273 纏 駐 1 5250.0 HSa HSa589 R589

729 E区 SB273 M 未確定 2505.0 CoSa CoSa729 R729
730 E区 SB273

“

鱗 未確定 2730.0 HSa 単独
731 E区 SB273 κ ヽ 未確定 4980.0 HSa 単 独

732 E区 SB273 N蘭 未確定 PT3 228.0 HSa 単独
733 E区 SB273 ゝ 黒 未確定 1396.0 HSa 単 独

734 E区 SB273 ゝ 抱 未確定 1880.0 HSa 単 独

735 E区 SB273 M 未確定 PT3 654.0 HSa HSa735 R735
736 E区 SB273 No5Cl 未確定 PTC 2950.0 HSa 単 独

737 E区 SB273 No51 未確定 2505.0 HSa 単独
738 E区 SB273 No52 確 定 1756.0 HSa HSa738 R738
739 E区 SB273 No53 未確定 614.0 HSa HSa738 R738
740 E区 SB273 No54 未確定 164.0 HSa HSa723 R723
E区 SB273 No55 未確定 4370.0 HSa 単 独

742 E区 SB273 No56 未確定 PT2 3045.0 HSa 単独
E区 SB273 No57 確 定 PT3 1404.0 HSa 単 独

744 E区 SB273 No58 未確定 1614.0 CoSa729 R729
745 E区 SB273 No59 未確定 PT2 3360.0 HSa 単 独

746 E区 SB273

“

Q 未確定 PTl 832.0 HSa HSa735 R735
747 E区 SB273 1くR)(51 未確定 PTC 1496.0 HSa 単 独

E区 SB273 ヽ 62 未確定 782.0 HSa 単 独

749 E区 SB273 ゝ 毬 未確定 PTC 5250.0 An 単独

750 E区 SB273 M 未確定 PTl 1270.0 HSa 単 独

E区 SB273 N面 未確定 260.0 MeTu blleTu751 R751
752 E区 SB273 ゝ 毬 未確定 PT 414.0 MeTu MeTu751 R751
753 E区 SB273 耐 未確定 PT3 358.0 HSa HSa701 R701
E区 SB273 NoS 未確定 322.0 HSa 単 独

755 E区 SB273 XS 未確定 PTC 268.0 HSa 単 独

756 E区 SB273 ヽ Ю 未確定 PT 5750。 0 HSa 単独
757 E区 SB273 ビット2No2 確 定 PT3 530.0 HSa 単 独

E区 SB273 ピットMo3 未確定 PT3 2845.0 HSa HSa727 R727
759 E区 SB273 ビットat4 未確定 PT 92.0 HSa 単 独

760 E区 SB273 Cv l-51.{o.1 未確定 |
PTl 256.0 HSa 単 独

E区 SB273 NE 未確定 PT 42.0 Ou 単独

762 E区 SJ39 κ ヘ 確 定 1154.0 HSa 単独

E区 No5 未確定 560.0 HSa 単独
E区 ヽ 6 未確定 168.0 HSa 単独

765 E区 SJ40 No3 未確定 134.0 Ho 単 独

766 E区 SJ40 M 未確定 PTC 724.0 HSa 単 独

767 E区 SJ40 No5 定 PTC 1442.0 HSa 単 独

E区 SJ40 鴎、6 未確 72.0 HSa HSa768 R768
769 E区 SJ40 M7 未確定 PT3 1086.0 HSa HSa768 R768
E区 SJ40 卜歌)8 木確定 PT3 4250.0 HSa HSa770 R770
E区 ヽ 9 未確定 902.0 HSa 単 独

772 E区 SJ40 ゝ _10 未確定 278.0 HSa HSa772 R772
773 E区 SJ40 ヽ 11 未確定 208.0 HSa 単 独

774 E区 SJ40 No.12 確 定 3315.0 HSa 単独

775 E区 SJ40 NQ13 未確定 PT3 140.0 HSa770 R770
776 E区 SJ40 ヽ И 未確定 PT3 3080.0 HSa770 R770
777 E区 SJ40 κ、15 未確定 PT3 2895.0 HSa HSa777 R777
778 E区 SJ40 N〕 16 未確定 PT2 1502.0 HSa HSa777 R777
779 E区 SJ40 ヽ 17 未確定 1194.0 HSa 単独

E区 SJ40 N〕 18 未確定 1032.0 HSa HSa780 R780
E区 SJ40 N)19 未確定 PTC 1626.0 HSa 単独

E区 SJ40 Non 未確定 PT3 200.0 HSa780 R780
E区 SJ40 1ヽR)`21 未確定 PTC 240.0 Ho 単独

784 E区 SJ40 No2 未確定 162.0 HSa HSa772 R772
785 E区 SJ40 No23 末確定 376.0 HSa 単独

786 E区 SJ40 No24 未確定 514.0 HSa HSa772 1 R772
787 E区 SK347 lヾヒ11 未確定 606.0 HSa 単独
E区 SK347 No2 未確定 PTl 3610.0 単独

E区 SK347 No3 未確宇 3040.0 CrAs 単独
790 E区 SK347 M 未確定 | PTl 528.0 HSa 単独

E区 SK347 No5 未確定 1362.0 HSa 単独

792 E区 SK347 紬、6 未確定 1160.0 缶 単独

793 E区 SK347 ヽ 7 未確定 1162.0 単独

E区 SP483 ヽ 1 未確定 488.0 HSa 単独
795 E区 lI「3 ヽ 1 未確定 456.0 肛Sa   l 単独

796 E区 lI「3 No2 未確定 5100.0 肛Sa |ISa796  1 796 1

797 E区 lI「3 No31 未確定 268.01 旺Sa   l ISa796  1 7961
798 E区 TT3 No32 未確定 274.0 1 ISa   l ISa796  1 796 1

799 E区 lI「3 M 未確定 730.01 ISa   l ―ISa796  1 7991
800 E区 lI「3 No5 未確定 PTC 138.01 ISa   l ISa796  1 796 1

E区 lI「3 ヽ 6 未確定 100.01 ISa   l ISa796 1 799
802 E区 lI「3 ヽ 7 未確定 122.0 1 ISa   l ISa796 1
D区 SB 183 W 未確定 |

Ws 22.0 1 ]rAp l 業独
804 D区 SB 183 SW 未確定 | 10.01 | 業独
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II章||1調1査の|ま|とめ

1 集落の様相
今回の調査では、古墳時代前期・平安時代後期・中世の遺構・遺物が発見された。これまでの 3回の調査

結果と周辺遺跡を含めた集落様相については、文献 1に詳しくまとめられているので、これをもとに、今回

の調査結果を概観してみたい。

今回の調査では、平安時代後半の住居址が78軒確認された。西側に隣接 している第3次調査地でも、該期

の住居址が22軒確認されており、総計100軒発見されたことになる。平安時代後期の集落としては、大規模

なものとなる。発見された住居址のうち、269住 は鍛冶址としての関連が考えられる。奈良～平安時代前半

の集落が発見された第 1次調査においても、鍛冶関連遺物および多量の鉄器が発見されており、平田本郷遺

跡の特徴としてあげられる。

次に、時代別の遺構分布状況について概観する。今回の調査では、これまで本遺跡で発見されていなかっ

た古墳時代前期と中世の遺構・遺物が確認された。この結果、平田本郷遺跡は、古墳時代前期・中期、奈良

～平安時代前半・後半、中世に亘る複合遺跡であることが判明した。平田本郷遺跡は南北700mに のびる遺

跡であるが、遺跡範囲内での時期別の分布状況は下記の通りである。

古墳時代 :遺跡内の北半部にみられる。今回の調査では、最も北に位置するA区で古墳時代前期の住居址

が 3軒発見されている。これまでの調査では、遺跡北端部で古墳時代中期の遺物を得ているが、古墳時代前

期にまで遡るものは初見である。今回調査のA区が、該期分布の南限にあたるものと考えられる。

奈良～平安時代前半 :本遺跡北端の第 1次調査地を中心とした箇所に分布の中心が見られる。この調査で

は、竪穴住居址94軒、掘立柱建物址 6棟、土坑43基、溝10条、ピット328基が発見されている。また遺物で

は、「美濃国」刻印のある美濃須衛産須恵器 0瓦塔・鉄鉢を含む多量の鉄製品や鉄滓などの特殊品が出土し、

集落内での鍛冶関連行為が推定された成果をあげた。

平安時代後期 :遺跡南部に分布の中心がみられる。前回調査 (3次 )と今回の調査 (405次)で発見さ

れた大半の遺構・遺物は、該期に帰属する。とりわけ269住 は、鍛冶に関連した住居址で、遺物の出土量が

多く、カマ ド構築石材の接合関係でも核となっている。該期の中心的な住居址と推定できよう。

中世 :B区において、中世の遺構・遺物を得ている。これまでの本遺跡の調査では、中世の遺構・遺物は

発見されておらず、今回が初めての発見である。しかし、発見された遺構・遺物は稀少で、集落の様相は判

然としない。近隣遺跡で中世の遺構・遺物が確認されており、今後の調査での解明に期待したい。

2 まとめ
これまでの調査結果から、古代における松本市南部の開発史において、非常に大きな成果をあげた。遺跡

以北においては、弥生時代中期後半から継続して開発が行なわれ、集落が形成されていた。これに対し、本

遺跡以南では 8世紀以降にならないと開発が及ばない。この要因としては、主として奈良井川の流路が安定

するまで開発が不可能であったことが挙げられる。しかし、奈良井川などの流路が安定し、一旦集落が形成

されると、吉田川西遺跡や小原遺跡などのように中世まで長期間継続する。

また今回の調査では、住居址に残されたカマ ド構築石材の接合作業を試み、Ⅱ章Ⅳ石器で報告したとおり

に、多くの接合関係が認められた。これによリカマド構築材は、かなり恒常的に再利用されていた可能性を

指摘する興味深い結果を得た。カマドの構築や廃絶方法をめぐって、今後の研究の指針となろう。

最後になりましたが、本調査にあたり多大なご理解とご協力をいただいた平田土地区画整理組合、ならび

に地元の平田町会の皆様に感謝の意を表して本書の締めくくりとしたい。

文献 1: 1999  松本市教育委員会  『平田本郷遺跡Ⅲ』
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写真図版1

A区  149住

124住

完掘状況

111,1 1  11 ':サ   1:

126住 出土状況 出土状況



1274主 B区 127住 カマド出土状況

B区 129住 出土状況

132住 (下 )。 133住 (上 ) 完掘状況

B区 131住 完掘状況

B区 138住  カマ ド出土状況



写真図綸3

て,1

B区 140住  完掘状況

ヽ

B区  141住  完掘状況

完掘状況

155生主C区  152住  カマ 出土状況



写真図版4

完掘状況 C区 155住C区 155住 カマド出土状況

カマド出土状況D区 158住 完掘状況 D区 158住

D区 159住 カマ ド出土状況

D区 161住 出土状況D区  159住 カマド完掘状況



写真図版5

D区 171住 完掘状況

D区 163住 完掘状況

D区 167住  カマド完掘状況

D区 173住 出土状況 D区 174住 完掘状況



写真図版6

D区 174住

D区 183住 (上 )・ 竪22(下)出 土状況

D区 175住 完掘状況

D区 183住 カマド出土状況

D区 189住 完掘状況

200住 完掘状況D区 189住 カマド出土状況



202住 (左)0205住 (右)出 土状況

D区 206住 完掘状況

D区 206住
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D区 218住 出土状況D区 217住 出土状況



写真図版8

D区 218住  カマ ド出土状況

D区 225住 出土状況

|■1=■|=111

D区 236住 出土状況
if「 1'■

‐■ :‐ .|・ 1● 1`:マ
摯

D区 236住  カマ ド出土状況 D区 250住 出土状況


